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序

遠

江

囲
磐

田
郡
御
厨

村
大
宇
新

貝
所

在

の
松

林

山
古

墳

を
村

の
郷

土
教
育

研
究
含

の
稜

企

で
残

掘

訓
査

を
す

る

こ
と

と
し
、

縣

の
足

立
鍬
太
郎

氏

を
介

し

て
そ

の
指
導

を
嘱
托

せ

ら

れ
、

内
藤

・
高
橋

雨

君
と
共

に
現

地

に
赴

淳
、

村

の
方

々
と
炎
熱

に
め

へ
ぎ

つ
ゝ
稜

掘

を
進

め
、

多

大

の
成
果

を
基

げ

て
か

ら
既

に
八
年

目
と
な

つ
た
。

営

時
出

土

品

の
殆

ん
ど

全
部

が
帝

室
博

物
館

に
買

上
げ

ら

れ
、

金

回

を
交
付

せ
銹

る

ゝ
や
、

學

に
息

な

る
郷

土
研

究

含

の
方

々
は
、

そ

の
中

の

一
部

を
割

い
て
稜

掘

調
査
報

告
出

版
費

に
め

て
、

そ

の
報
告

書

起
車

を
も
余
等

に
托

せ
ら

れ
ｋ
。

内

藤

・
高
橋

の
雨

君
は
、

早
く

も
分
捨

せ
ら
れ

ｋ
章

の
稿

を

お

へ
、

自
分

に
全
鶴

の
優

上
げ

を
托

せ
ら

れ
た

の

で
あ

る
が
、

幅
惰

な

る
自

分

は
、

延

引

日
を

通

し
、

そ

の
間

に
磐

田

原
古
墳

群

の
調
査

も
試

み
は

し
ｋ

が
、

筆

を
執

つ
て
も

や

が

て
休

み
、

途

に
今

日
ま

で
に
至

つ
淀

の

で
め
う
、

村

の
方

々
、　
又
中
間

斡
旋

の
勢

を

と

ら

れ
た
縣

史
編
纂
営

局

の
方

々
に
は
、　
お
詫

の
仕
様

も
な

い
始
末

で
あ

る
。

殊

に

心
か

ら
遺
帳

と
す

る

は
、

村

と
吾

々
と

の
中

間

に
あ

つ
て
奔
走

さ
れ
ｋ

足

立
鍬
太
郎

氏

の
生

前

に

こ
の
報
告
書

を

公

に
す

る

こ
と

の
出

本
な

か

つ
た

こ
と

で
め

る
。

四

年

二

月

後
　
藤

守

言巳

昭

和

→
お



序

摯

上
陛

下
　

昭
和

五
年

二
月
産
業

御
美

励

の
思

召
を
以

て
、　
本
縣

下

に
御
臨

幸

遊

ば

さ
れ
、

静

岡
御

用

邸

に
御

駐
泊

の
御

翻
、

乙
夜

の
覧

に
供

せ
ら

れ
比

る
美
術

品
中
、

磐

田
郡
御

厨

村

新

貝
連

城
寺

所
威

の
四
湖

四
獣
鏡

（
昭
和
十

三
年

六

月

二
十

二
日
支
部

省
告

示
重
要

美

術

品
指
定
）

が
あ

つ
た

の
は
同

地
出
身

の
私

に
は
最

も
大

な

る
蔵
激

で
あ

つ
た
。

首

時

の

縣
史
編

纂
主

事

足
立
鍬
太
郎

氏
と

は
永

い
間

の
面
識

で
あ

つ
て
、

郷

上

の
研

究
談

に
は
何

時

も
花

を
唆

か
す
問

柄
な

の

で
、　
或

時
拾
林

山
古

墳
稜

掘

の
志
望

を
赤
裸

々
に
開
陳

し
た

の

も

こ
の
威
激

か
ら

の
生

れ
出

た
考

で
あ

つ
た

が
、

営

時

足

立
氏

は
徒

本
古
墳

の
残
掘

が
、

開

墾
と

か
、

探

土

と

か
、　
或

は
密

掘

な
ど

に
於

て
行

は

れ
、

完

全
な

る
調
査

が
行
は

れ
比

も

の
は
昔

無

と
ま

で
に
言

は

れ

て
居

る
。

松
林

山
古
墳

は
縣

下
随

一
は
言

ふ
も

さ
ら
，

会

囲
的

に
も
稀
有

な
原

形
保
有

と
鑑

定

し

て
居

る
か
ら
、

若

し

こ
れ

を
學
究

的

に
残
掘

す

る

考

で
あ

る
な

ら
ば
、　
充
分

に
義

力

し
よ
う

と

の
事

で
め

つ
た
。
　
そ

こ

で
私

は
郷

里

で
あ

る

御
厨

村
郷

上

教
育

研

究

會
長

の
新

貝
村
長

共
他

の
役
員

と

の
間

に
耐

を
爆

め
、

土

地
所
有

者

の
承
諸

も
得

て
地
方
と

し

て
の
準

備

を
整

へ
、

足

立
氏

を
頌

し

て
共
筋

の
稜
掘

許

可
及

び
稜
掘

指
導

を
嘱

託

す

べ
き
帝

室
博

物
館

の
後
藤

氏
と

の
交

渉

を

了

へ
淀

の

で
め

る
。



稜

掘

は

昭
和

六
年

九

月
五

日
よ

ぅ
帝

室
博

物
館

鑑
査

官
後
藤

守

一
、

同

鑑
査

官
補
高
橋

勇
、

同
嘱
託
内
藤

政
光
諸

氏

及
び
静

岡

縣
史
編

纂
主

事
足

立
鍬
太
郎

氏

の
指
揮

の
下

に
、

研

究

會

役
員
、

青
年

国
、

消

防
組

各
員

の
勢

力
奉

仕

に
依

つ
て
行

イょ．
れ
、

同

月
十

三
日
に

絡

Ｆ
し
た
、

日
を
経

る

こ
と
九

日
、

奉

仕
努

力

延
人

員
約

一
千
人
、

参
観

者
は
無
慮

数
萬

人

を
以

て
算

へ
ら
れ
に
、

新

く

し

て
出

上

品

全
部

は
印
時
帝
宝
博

物
館

へ
譲

渡

の
手

績

き

を
な

し
、

現
在

は
帝

室
博

物
館

内

に
保
存

さ
れ
、

そ

の

一
部

は
時

々
陳

列

さ
れ

て
居

う
、

學
界

へ
の

一
大
貢
駄

と

し

て
光
影

を
放

つ
て
居

る
。
　
質

に
郷

土

の
誇

う
と
す

る
に
足

る
も

の

で
あ

る
。

調
査
報

告
書

は
斯
界

の
権

威

者
前

記

後
藤
、

内
藤
、

高
橋

三
氏

の
手

に
依

つ
て
成
う
．

編
輯

出

版

等

の
諸

事
務

は
神

岡
縣
史
編
纂

嘱

託

加
藤
菅

根

氏

の
勢

を
煩

は
し

て
、

鼓

に
全

く

該

事
業

の
絡
結

を
告

ぐ

る
に
至

つ
ｋ
事

は
私

の
最

も
欣

快

に
堪

へ
な

い
所

で
、

各

位

の

勢

書

に
封

し

て
は
深
甚

な

る
威

謝

と
敬

意

を
捧

ぐ

る
次
第

で
め

る
。

又
該

事
業

に
就

い
て
の
研
究

會

の
役
員
、

有

志

着
、

青
年

国
、

沿

防
組

が
犠

牲
的

の
勢

働

奉

仕
を
な
し
、

し
か

も
統
制

め

る
作
業

振

う
は
、

出

土
品
中

一
紬

の
破
損

遺

失
も
な
く
、

完

全

に
學

究

の
目
的

を
達

せ
し

め
て
、

他

に
類

例

の
少
な

い
誠

費

さ

で
あ

る
と

は
、

営

時

係

官

の
激

賞

さ
れ
た
言
葉

で
あ

る
。

村

民
諸

氏

が
新

く

も
學
術

研
究
的

に
深

き
理
解

を
持

ち
、

そ

の
目
的

を
達

せ
し

め
た

事

を
眼

の
め

た
う
見

ｋ
私

の
威
激

は
更

に
大

な

る
も

の
が



め

つ

た
。

山

本

御

厨

村

は

古

墳

の

最

も

多

い
所

で
、

高

根

古

墳

附

近

よ

う

連

城

寺

由

の

古

蛍

群

を

合

は

す

れ

ば
―

共

敷

賃

に

敷

■

を

以

て

算

へ
ら

れ

る
。

之

等

の

保

存

は

御

厨

村

が

負

は

さ

れ

た

る

一
つ

の

任

務

で

ｔ
ょ

あ

る

ま

い

か
、

私

は

こ

ｎ

こ

そ

具

に

御

厨

村

郷

土

教

育

研

究

含

の

責

務

で

め

る

と

考

へ

る

の

で

め

る
。

翼

く

は

同

會

に

は

盆

々

健

全

な

る

磯

達

を

途

げ

ら

れ

て

新

界

つ

た

め

貫

蹴

を

新

に

せ

ん

事

を

，

望

す

る

次

第

で

あ

る
。
　

　

　

　

　

．

昭

和

十

四

年

五

月

静
田
市
裕
川
の
寓
居
に
て
　
　
」
射
　

地
医

郎



序第
　
一

第
　
二

第
　
一二

第
　
四

第
　
五

第
　
六

第
　
七

第
　
八

日

一日

火

前
　
　
　
　
　
　
　
　
一言

稜

掘

調

査

の

経

・過

松

林

山

古

墳

の
位

置
十

…

…

・…

…

…

。…
…

…

・…

…

…

…

―

・…

圭

古

墳

の

外

形
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

≧

石

室

の

構

造
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二

堕

石
室
内

に
於
け

る
逮
物
・…

…

…

…
…

…
…

…
…

…

…

…

…

…
…

…

…
…

二
天

出
　
　
土
　
　
遺

結
次

六
〇 頁



固
版
第

一

国
版
第
二

固
版
第
二

周
版
第
四

圃
版
第
五

同
版
第
六

同
版
第
七

固
版
第
八

日
版
第
九

回
版
第
Б

固
　
　
版

国

版

目

火

本
文
参
照
頁

磐

田

原

古

墳

群

園

Ｃ
一今

後
藤
測
画
．
一栞

丈
雄
君
製
９

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二

一

松

林

山
古
墳

の
全
景
得
方
ｊ

望
し

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・三

［

後
国
部
ハ地方
より望と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
圭
〈

に

単剛
方
部
を
望
む

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
ぉ兵

松
林

山
古

墳

賃
測
回

∩
琴

高
橋
測
回
、
後
藤
製
ｇ

・…

…
五
、Λ
九
．
三
、
お
、
え
、
元
．舌
，二
．≡
一

ぐ一
　
後
園
部

頂

上
稜
掘

開
始
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

占
、
舌

に

後
回
部

に
於

け

る
稜
掘

群

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

党

葺

石
か

（南
側
籠
れ
部
に
於
５
，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工
、
死

一
　
石
室

上

の
粘

土
覆

ひ
…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
五
．●

〓
、
員

二

竪

穴
式
石

室
奥

室

天
丼

石
配
置

を
示
す

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二
三

↑

竪
穴

式

石

室
奥
室

天
丼
石

配
置

を
示
す

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二
五

に

堅
穴

式

石
室

奥

室

天
丼

石
配
置

を
示
す

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

三
エ

緊

穴

式

石
宝

（前
手

奥
室
軍

今

奥
毒

心

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

七
Ｌ
員
も貴

肇
穴

式

石
室
内

遺

物

配
置

固

∩
琴
高
橋
測
固
、
内
藤
製
固
・後
藤
補
害
三
堡

全

全
窒

目

雪
登
ニ

ロ
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



闘
　
　
版

同
版
第
三

同
版
第
三

同
版
第
西

固
版
第
三

固
版
第
兵

目
版
第
弔

同
版
第
え

同
版
第
元

回
版
第
舌

同
版
第
二

目
　
　
殊

一　
奥

室

に
於

け

る
遺

物
出

土
状
態

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一一令

こ

一一

奥

室

に
於
け

る
遺

物
出

土
状
態

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

三
八

一
　
奥

室

に
於

け

る
遺

物
出

土
状
態

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

貢
Ｌ
ｓ

は

奥

室

に
於

け

る
起

物
出

土
状
態

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

貴
生
５

一
　
〓
湖

三
獣
鏡
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二

死
、え

一
一

内

行
花

支
鏡
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

元

↓

長

宜

子

孫
銘

内

行
花

支
鏡

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

≧
三
七

一
一　
四
獣
鏡

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

三
二
、え

一　
琴

柱

形
石

製

品

‥
Ｉ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

占
〒

豊

一一　
硬
玉

製
勾
玉
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
召

〓
一

石
釧

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

二

九
、雪
エ

一　
管

玉
　
二

管

玉

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

と

ｏ、堅
ニ

柄
木

に
直

弧

文
装
飾

め

る
大

刀
…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
留

一
　
捺Ｔ
身
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
…
。…
。…
…
垂
―
ユ
ニ

一
一　
刀

子

・
剣

・
鎗
飽

等

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

里
十
五
一、五
令

さ

く一，

銅
鏃

口

銅
鏃

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ュ
甲

癸

一　
鐵
鏃

…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

墓
一土

口



回
．版
第
三
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舌
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腑

吾

鏃
塊

斧

頭
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)(‐)(工)(一)(■ )

斧

頭
及
鎌
身

二
　
〓
一
巴
形

一一　
貝
釧

本

国
版
使
用

の
嘉
買

は
、
高

橋

が
凌

掘
直

後
柴

口
量
苧
氏
を

燻
は

し

て
撮
影

せ
し
も

の
、

石
失

せ
る
も

の
も
あ

り
籍

に
補

間

に

の
せ
た
遺
物
固

と

の
間

に
多

少

の
相
違

が
あ

る
。

都
合

に
よ

り
団
阪
第

一
一
を
省

ぐ
。

久

鋼

器

鐵
器

類

の
中

に
は

そ

の
後

讐
一

≧
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六
―
五
八

工
え
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六
〇

五
〈
―
〈
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二
六
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口
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松

林

山

古

墳

凌

掘

調

査

報

告

第

一削

今

は
亡

き
足

立
鍬
太

郎

氏

か
ら
、
　
こ
の
松
林

詢
古

墳

の
稜
掘

調
査

に
開

し

て
萬

般

の
相

談

を
受
け
た

の
は

昭
和

六
年

六
月
中
旬

の

こ
と

で
め

つ
た
。

と

こ
ろ
が
足

立
氏

の
提

言

で
は
九

月
早

々
礫
掘

に
着

手

し
ｋ

い
と

い
ム
の

で
め

る
。
　
こ
の
提
言

を
受
諾

す

る
の
は
自
分

と

し

て
は
苦

痛

で
あ

っ
淀
。

九

月
早

々
と

い

へ
ば
、

礎

暑

き
び

し
く
、
　
シ

ョ
ベ

／
を
持

つ
人

々
の
努
力
稜
揮

を
期

す

る

に
困

難

で
あ
う
、

か

つ
自
分

の
支

郭

へ
の
出

張

が

そ
の
九

月
か

ら
と
定

め
ら

れ
て
あ

つ
淀

か

ら

で
め

る
。

併

し
事

に
営

ら

れ

る
足

立
氏
等

の
熱

心
も
め

う
、

土

地
の
人

々
の
切
望

も
め

う
、

自

分

と

し

て
も
故
郷

の
地

の

こ
と

で
あ

る
の

で
萬

難

を
差
繰

る

べ
く
餘
義

な

く

せ
ら
れ
た
。

か

つ
縣
史
編

纂

に
関

係
め

る
高
橋

勇

君
と
、

営

時
自

分

の
調
査

に
恒

に
協

力

を
甘

諾

さ
れ

て

ゐ
た
内
藤

政
光

君

の

二
君

の
助
力

を
受
け

る

こ
と

も
出

泰

る

こ
と

に
な

つ
ｋ

の

で
、

縣
や
村

の
希
望

を

そ

の

儘

に
快

ぐ
諾

し

て
九

月
早

々
の
稜
掘

と

い
ム

こ
と

に
な

つ
ｋ

の

で
あ

る
。

口



右
様

の
事
情

も
め
う
、

自
分

は
稜
掘

調
査

の
最

後

ま

で
こ
れ

に
関

係

す

る

こ
と

が
出

本
な
、か

つ
た

し
、

ま

た
稜
掘

調
査

が
村

の
郷

土
教
育

研
究
會

の
稜
企

と

い
ム

こ
と

も
め

つ
て
経
費

の
関

係

上
古
墳

稜
掘

調
査

と

し

て
徹
底
的

に

つ
き

つ
め
て
行
く

こ
と

の
出

本
な

か

つ
た

の
は
遺

幡

で
あ

つ
た

が
、

併

し
出

土
遠

物

に
は
著

し

い
も

の
も
め
う
、

か

つ
墳

丘
の
調
査

も

一
通

う

は
途

行
出

本
た

の

で
め
う
．

共

の
結
果

は
學
術

研
究

上

に
貰

献

す

る
と

こ
ろ
が
妙

く
な

い
の

で
め

る
と
思

惟

し
た

の

で
、
　
こ

ゝ
に
そ

の
稜
掘

調
査

の
概

要

を
順

久
報
告

す

る

こ
と

ゝ
し
た

の

で
め

る
。

後
藤
）



第
　
一
一

未
だ
費
掘

を
開
始

し

て
ゐ
も
し
な

凌

獅

調

査

の

経

過

群

菱
掘

調
査

の
経
過

第

一
日

（
九

月
五

日
、

土
曜

日
）

午
前

八
時
頃
、

降

雨

の
最

申

に
御
厨

村
郷

上
教
育

研
究

含

の
主

催

で
、

松
林

山
古

墳

後

回
都

頂

上

に
於

て
湖
式

に

よ
る
移

霊
祭
、

激
び
佛
式

に
よ

る
供
養
讀

経

が

噸
　
執

行

さ
れ
、

同
會
関

係
者

一
同

が

こ
れ

に
参

列

し

淀
。

導
　
　
後
藤

・
内
藤

・
高
橋

の

二
人

は
、　
営

日
早
朝

に
東

京
瞬

を
稜

し
、

佼
　
静

岡
瞬

で
足

立
鍬
太

郎

氏
及

び

縣
史
蹟
調
査

書

記
川
合
治

榮

氏

と

脚
　
同

行
、

年

後

一
時
中

泉
辞
着
、

直

に
鎌

田

小
學

校

に
至
う
、

身

仕

嚇
　
度

を
整

へ
て
現
場

に
赴

い
比

の

で
め

る
。

噸
　
　
　
後
藤

氏

は
総

括
的

にい
指
導

（ツ
任

庁卜
営

う
、　
内
藤

氏

と
余

と

は
夫

て
　

々
分
捨

し

て
事

に
営

る

こ
と

と

し
、

初

日

に
於

て
は
、

内
藤

氏
は

卜
一ノ
ン

シ
ツ
ト
を
用

ひ
、

余

は
手

板

に
よ

つ
て
夫

々
墳

丘
及
び
隣

接

地
袢

の
測
量

を
逐

行
し
、

午

後

六
時

に
作
業

を
中

止

し

て
宿

合

に
蹄

つ
た
。

い
の

に
、

見
物

の
人

々
は
相
首

数

多

ぐ
集

つ
て
本

て

ゐ

る
。

三

て ,営 に 始 開 掘 凌  ―第固挿



稜

加

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

第

二
日

（
九

月
六

日
、　
日
曜

日
）

昨

日
か

ら
吾

々
の
調
査

を
手
偉

は

れ
た

の
は
、

郷

土

愛

に
燃
え

て
Ｄ

る

御

厨
村
青

年

圏
員

を
中

心
と
す

る
諸

君

で
め

う
、　
こ
れ
を
指
揮

整

理

さ
れ
た
村
長

及
び
共

の
他

の
有

志
諸

君

の
命
令

一
下
、

絡

始
炎
熱

の
下
に
懸
命

の
努

力

を

さ
れ

比

の

で
あ

る
。

今

日
は
、

内
藤

氏
と
余

と

は
前

日

の

測
量

調
査

を
績

行

し
、

後
藤

氏
は

縣

の
足

立
氏

と
共

に
、

青
年

圏
員

を
督

し

て
後

回
部

頂

上

に
残

掘

の

シ

ョ

ベ

／
を
揮

ム

こ
と

ヽ
な

つ
た
。

・こ
の
残

掘

は
、

後

国
部

頂

上
推

定

の
申

心
を
基
離

と
し
、

墳

丘

の
長

軸

に
並

行

及

び
直
角

を
な
す

丁
字

形

幅

二
米

の

卜

／
ン
チ
掘
撃

に
よ

つ
て
事

を

始

め
ｋ

の

で
め

る
。

鍮
勲
呼

表
土

は
中

々
堅
緻

で
、

鍬

や

シ

ヨ
ベ

／
を
嫌

つ
て
青
年

達

を
苦

し

め
た

が
、　
全
麗

か
銹

見

る
と
表

土

は
比
較
的

廃
女
状
態

を
保

つ
て
居

う
、

共

の

後

の
堆
積

も
少
く
、
　
さ
れ
ば

と

い

つ
て
創

制

さ
れ
た
と

も

い

へ
な

い
こ
と

は
、
　
二
〇
糎
内

外

の
深

さ
に
於

い

て
埴
輸

園
筒
列

を
な

し

て
ゐ
ｋ
周
筒

の
底
部

を
、

そ

の
庭
女

状
態

に
於

い
て
稜

見

論
触
群
領
湘
的
お
観
Ｌ

し
た

こ

と

に
よ

つ
て
推

知

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

第

二
日

（
九

月
七

日
、　
月
曜

日
）

青
年
諸

君

を
第

一
・
第

二
の

二
班

に
分
け
、

第

一
班

は
高
橋

こ
れ

を
督

し
、　
第

二
班

は
内
藤

氏

の
下

に
お
く

こ
と

ゝ
し
た
。

第

一
班
は
後
園
部

頂

上

の
作
業

を
縫
績

す

る
。

地
下

一
共

米
位

か
ら
封

上

の
色

疫

じ

て
久
白

色

の
含

秒
礫

土
唐

と
な

つ
た

が
、

石
室

な
う
、

結
土

柳

な
う

の
主

幡

に
は
中

々
達

し
な

い
。

そ

こ

で
ト

レ
ン
チ
の
幅

を
倍
加

し

て
四
米
と

し
、

更

に
深
く
掘

鶏

を
進

め
て

行

つ
た
と

こ
ろ
、

深
度

手
五
米

に
至
り
、

果
然

一
人

の

シ

ョ
ベ

／
先

き

に
λ
白

色

の
粘

土

を
掘

う
首

て

ゝ
漸

く
愁

眉

を
開

い
た
の

で
あ

る
。



そ

こ
で
夏

に
東

西

に
ト

ッ
ン
チ
の
幅

を
渡

げ

て
主

磯
残
掘

の
容

易

に
備

へ
る
と

共

に
、

深

さ
を
も
加

へ
て

行

つ
た

の

で
あ

る
が
、

既

に
目
標

は
明

か

と
な

つ
て
本
た

の

で
あ

る
か
ら
、

土

工

に
従

ム
青

年
諸

君

の
意
氣

込

も
物
残

か

つ
淀
。

併

し
幅

部
ち
東

西

に
三
米

に
し

て
南

北

四
米
、

な

ほ
南

は
未

稜

掘
部

に
延
長

す

る
大
規

模

の
結
土
装
置
縞
ど

の
出

上

を
見

る
に
至

つ
淀
頃

は
、

日
も
既

に
傾

き
、

流

石

に
青

年
達

も
吾

々
も
疲

勢

を

慰
じ

て
本
た

の

で
め

る
。
　
そ

こ
で
粘

土
椰

に
し

て
は
大

き
過
ぎ

る
内
部

構

設

の
内
容

に
卦

し

て
大

き

い
期

待

を
礎

し

て
今

日
の
作
業

を
終

つ
淀
。

快

い
疲
勢
、　
明

日
を
期

待
す

る
心
の
躍

う
、

残
掘

経
励

者

の
み

の
味

ひ

得

る
心
の
喜
攪

は
抑

へ
る
に
術

も
な

か

つ
た
。

第

二
班

は
、　
地
味

な
墳

丘
構

成
調
査

に
営

つ
た
。

墳

丘
中

央
都

総

れ
の
南

斜
面

は
、

此

の
地
方

の
卓

越
風

か

ら

い
へ
ば
風

下

に
営

る
。

人
烏

的
攪

霊

が
あ

れ
ば

事

止
む
、

自
然

的
攪

飢

は
稀

少

で
あ

う
、

附

つ
て
若

し

葺

石

が
め

る
と
す

れ
ば
、

そ

の
庭

女

状
態

を
出

土

せ
し

め

る

こ
と

が
出

本

る
だ

ら
う
と

い
ム
期

待

の
下
に
、

幅

三
米

の

ト

レ
ン
チ
を
上

か
ら

下

へ
と
掘

う

下
げ

た

が
、

か

の
群
馬

縣
佐
波

郡
赤

堀
村

大
学
今

井
茶

臼
山

で

経
験

し
た
様

に
明
際

な

る
書

石

の
痕

を
露

呈

せ
し

め

る

こ
と

は
出

泰
な

か

つ
た
。
鵬
励
緋
翔
ど

そ

こ

で
吾

々
が
、

か

つ
て
群
馬

縣
群
馬

郡

上
郊

村
愛
宕

琢
な

る
前

方
後
回
墳

で
経
瞼

し
ｋ
様

な
、

周
違
内

の
中
島

椎

設

の
有

無

を
確

か

め

る

べ
く
、

掘

婆

の

ト

レ
ン
チ
を
、

更

に
南

へ
と

進

め
た

が
、　
そ

の
形

跡
は
な

く
、

本
古
墳

の
周
注

に
於

い
て
は
、

少
く

も
総

れ
部
分

の
中
鳥

は
な

い

つ
た

と

い
ふ
結
論

に
達

し
た

の

で
め

る
。
　
こ
れ

で
本

日

の
調
査

を
絡

つ
た
。

第

四

日

（
九

月
八

日
、

人
曜

日
）

今

日
は

全
員

力

を
後

回
部

の
調
査

に
あ

つ
め
た
。

朝

の
う
ち

は
、

主

織

凌

掘

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五



後

掘

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

を
な
す
結

土
構

設

の
調
査

を
便
利

に
す

る
烏

め
に
、
　
ト

ッ
ン
チ
の
幅

を
僚
げ
、
　
ト

レ
ン
チ
縁

に
積

み
上
げ

た

上

を
除

去
す

る

こ
と

に
努

め
淀
。

か
く

し

て
書

頃

に
は
、

大

回
筒

の
債

は

る
が
如
く
、

丸
背

を
見

せ
て
ゐ

る

粘

土
構

設

の
露
出
を
見

た
『

鍮
帥
ぜ

内
部

に
は

何
か
め

る
と

い
ム
期
待

を
懐

き

つ
ゝ
、

し

か
も
内
部

調
査

は

準

備

を
と

ゝ
の

へ
淀

上
と
、

逸

る
青
年

達

を
制

し

つ
ゝ
準

備

工
作

に
悠

然

と
し
た
態
度

を
示

し

て
ゐ
比

の

に
、

を
絞

す

る
と
、

割

石

を
小

日
積

に
し
た
側
壁

の
約

八
分

ほ
ど
迄

は
未
影

鮮

か

に
、

底

に
敷

き
詰

め
た
礫

石

に

迄

及

ん

で
ゐ

る
。

後
藤

氏
先

づ

石
室

内

に

入

つ
て
内
部

を
絞

せ
ら
れ
、

吾

々
も

こ
れ

に
久

い
だ
。

柿

土
被

覆

が
完

全

で
あ

つ
淀
鳥

め

で
め

ら
う
。

内
部

に
積

上

を
見
今
、

比
較
的

に
よ
く

乾

燥

し
た

石
室
内

は
鮮
未

に
彩

ら

れ
、

北
部

に
遺

骸

を
安

き
、

南

牛

に
武
器
武

具
を
集

め
比

ち
し
く
、

か

っ
遺

骸

の
左
右

に
は

孔 の 端 南 室 奥 工第園挿

更号鸞そ竺録含ゑ
書k渥 ネぢ聾会埜
被竺比ほ盈瓢く褻
覆 唐 都 こ 表 に 突 自

し は 分 の 及 は 然 身

て 厚 の 被 び 板 小 が

ゐ さ 粘 覆 側 放 孔 待

る 一 土 井た 面 の 轟 ち

こ 五 唐 土 を 砂 」 俗

と 糎 を と 被 岩 が ん

が 乃
｀
石 覆 小 出 だ

明 至 大 室 し 片 本 か

に 二 鋸 と て を
｀ ｀

さ Oを の ゐ 小 内 午

れ 糎 用 開 る 日 都 後
すこ め ひ 係 の 積 の 一°
)｀ を で み 状 時
｀
幅 精 め に 態 頃

蜜召宇亀比箭ガ
を 糎 る   石 か の
側 切 烏  室 に 南
商 )め  が し 端
か  と に    め '3 近
ら  つ  

｀
     う   

°
  淳

上 て 北   
｀  都

そ

で

夏

に

て

の

切

♭

取

つ

すと

都

分

の

天

井

石

を

取

う

除
い

て

石

室

内

常Ь



刀
珈

の
類

を
、

遺

骸

の
上

に
鏡

等

を
安

い
て
め

縞
劾
Ψ

大

き

い
内

行
花

支
鏡

が
め

る
ぞ
、

あ

ツ

と

一
々
嘆
稀

の
導

を
稜

す

る
時

の
楡
攪

こ
そ
、

つ
た

ら
し
く
、

静

か

に
そ

れ

か
ヽ

の
遺

物

が
横

は

つ
て
ゐ

る
。

琴

桂

形
石

製
品

が
あ

る
ぞ
、

石
釧

が
遺

骸

に
副

う

て
ゐ

る
ぞ

八
年

の
後

の
今

日
な

ほ
忘

れ
得

ぬ
も

の

が
め

る
。

此

の

日
の
地
方

見
物
人

の
群
集

は
賃

に
移

し

卿
　
い
も

の
が
め

う
、
　
そ

の
血
姦
菖
は
極
度

に
達

し

た
。

輸
　

石
室

の
模
様

を
知

ら
う

と

し

て
、

制

止

も
賂

か

蜘
　
ば

こ
そ
、

警
戎

の
縄

を
切

つ
て
墳

丘

に
群

が
う

勤
　
集

ま

る
者

は
数

を
知

銹
ず
、　
地

の
警

察

暑

長

が

通鐵
　
巡
査

五

六
名

を
指
揮

し

て
の
整

理

に
よ

つ
て
、

の
　
幸

う
じ

て

ト

レ
ン
チ
内

に
そ

の
人

々
の
入
う

込

国
　
む

を
制

止
す

る
こ
と

が
出

本
比

の

で
あ
う
、

僅

筒融
　

か

に
小
数

の

地
方
研
究

家

に
、

列

を

つ
く

う

一

人

々
々
に
石
室

内

を
窺

ム

こ
と

を

許

す

こ
と

に

し
淀
有

様

で
め

る
。

見
物
人

相

手

の
露

店

が
墳

丘
を
続

つ
て
三
十
軒

足

ら
す

も
出

張

う
、

煙

草

店
ま

で
が
臨
、時

の
許

可
を

得

て
出

て
本
た

の

に
は
驚

か

さ
れ
た
。
　
こ
の
夜
御

厨
村

鎌

田

小
學
校

に
於

て
開

か

れ
た

講

演
會

に
於

い
て
、

後
藤

氏
及
び
高
橋

は
、

本
古
墳

費
掘

に
関

す

る
経

過

に

つ

い
て
の
講
演

を
試

み
、

凌

掘

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

固査調掘凌上頂部国後  三第園挿

片必器師土 (4)片筒国 (3)部 底筒回 (2)片筒同 (り
片筒風及片器向F土 (3)(T)片舞器恵須 (6)片筒FI(5)



八

凌

掘

調

査

の

経

過

後
藤

氏

は
支

郭
旅

行

に
出

稜

の
烏

め
夜
中

に
蹄

京

さ
れ
ｋ
。

第

二

日

（
九

月
九

日
、

水

曜

日
）

後
藤

氏

の

不
在

の
烏

め
、

内
藤

氏
と
余

と

で
後

始
末

の

全
部

を
引

受
け

る

こ
と

ヽ
し
、

今

日
は

石

室

の
調
査

に
力

を
義

す

こ
と

に
手
筈

を
定

め
に
。

先

づ
石
室

北
牟

の
被

覆

粘

上

を
制
離

し
、

天
丼

石

を
除

去
す

る

こ
と

を
第

一
の
作
業

と

し
た
。

天
丼

石

の

重

量

は

さ
し

て
大

で
は
な

い
が
、

厚

さ
は
薄

き

に
過
ぎ
、

か

つ
写

畑
甚

し
く
、

質

が
脆

蒻
と
な

つ
て
ゐ

る
の

を
動

か
す

と

い
ム

に
問
題

が
あ

つ
た
。
　
こ
れ
を
人

手

で
動

か

し

て
居

る
と
、

石

室
壁

の
崩

壊

を
招

き
易

い
し

天
丼

石
自
身

も
石
室
内

に
折

れ
落

ち

る
危
険

も
あ

る
の

で
、

遂

に
起
重

機

の
用
意

を
な

し
、
　
こ
れ

で
作

業

を

始

め
ｋ
と

こ
ろ
、

案

外

心
配

な

し

に
進

捗

し
た
。

尤

も

こ
の
間

に
石
室
内
部

に
は
支
柱

を
施

し
、

底

面

に
新

聞

紙

を
敷

い
て
萬

一
に
備

へ
ｋ

の

で
め

る
。

か
く

し

て
内
藤

氏

は
、

中
・央
都

よ
う
北

に
向

ひ
、　
高
橋

は

北
端

よ
ぅ
南

に
向

つ
て
遺

物
存

在

の
記
録

を

つ

く

り

つ
ゝ
、

こ
れ

を
外

に
搬

出

し
ｋ
。

本
苦

墳
築

造

さ
れ

て
以

本
千
餘
年
、

永
く

地
中

に
秘

め
ら

れ

て
ｎ
ｋ

遺

物

は
、
　
こ

ゝ
に
始

め
て
目
覺

め
淀

る
が
如
く

に
天
日
を
仰

ぐ

こ
と

ゝ
な

つ
た
の

で
あ

る
。

第

大

日

（
九

月
十

日
、

本
曜

日
）

今

日
か
ら
、

ま

た

二
班

に
分

れ

て
作
業

す

る

こ
と

ヽ
な

つ
ｋ
。

第

一
班

は
内
藤

氏

の
指
揮

の

下

に
前

方
部

及
び
中

央

の
総

れ
都

な

る
葺

石

の
状

態

を
調
査

す

る
と
共

に
、

前

方
部

頂

上

の
封

土

に
注

意
す

る

こ
と

ゝ
し
ｋ
。

そ

の
結
果

に
よ

る
と
、

葺

石
は
殆

ど
山

全
磯

に
め

つ
ｋ

ら
し
く
、

今

は
開

墾
等

に
よ

つ
て
取

去
ら

れ
淀
部

分

も
あ

る
が
、

前

方
部

の
南

側

に
は

そ

の
遺
存

の

め
と

ゝ
思

は

れ

る
構

設

を

露

塁
す

る

こ
と

が
出

本
比
。

鯰
釧
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・



又
前

方
部

に
埴
輸

国

筒

破
片

の
出

土

し
た

こ
と

輸
軸
彎

に
よ

つ
て
、

埴
輪

国
筒

列

の
国
続

を
推

知

し

得
た

し
、　
又
里
道

滑

ひ

に
掘

ら

れ
た

ト

レ
ン
チ
底

近
く

に
あ

た

つ
て
丸
石

の
並

列
す

る

論
跡
ぜ

を
稜

亀

し

た

こ
と

に
よ

つ
て
、

前

方
部

の
原

形

を
推

知

し

得

た

の

で
め

る
。

第

二
班

を
預
け

ら

れ
た
高
橋

は
、

昨

日
の
作
業

に
於

い
て
完

了
し
な
か

つ
た
石
室
南

牛

部

の
調
査

に
絡

日

を
費

し

た
。
　
こ
の
部
分

は
、

上
表

の
封

上

を
取
除

け

て
な

い
の

で
れ

後

室

よ
う
出

入
し
な
け

れ

ば

な

ら
な

い

し
、

光
線

も
十
分

で
な

い
。

幸

ひ
自
動
車

用

の
電

燈

及
び
電

池

を
借

う
出

し
、
　
こ
れ
を
設
備

し

て
探

光

の
便

う

と

し

た

の

で
あ

る
。

こ
の
南

牛

都

も
、

後

室
帥
ち

北
牛

部

と
相
似

だ
構

築

を

も

つ
て
ゐ

る
。

南

端

は
雨
隅

を
や

ゝ
丸
く

園

ん
だ

形

式

を
な

し
、

雨

側
壁

石

及
び

天
丼
石

は
未

の
色

も
鮮

か

に
、

利
器

を
主

と
す

る
副

葬

品

は
、

約

二
米
餘

の

間

に
整
然

と
し

て
安

か

れ

て
ゐ
比

の

で
め

る
。

第

七

日

（
九

月
十

一
日
、

金

曜

日
）

内
藤

氏

指
揮

の
第

一
班

は
、

前

方
都

の
葺

石

及
び
中

央

総

れ
部
南

方

涅
内

の
調
査

を
績

行
し
ｋ
。

埴
輸

園
筒

が
約

一
米

の
間

隔

を

な

し

て
続

匝

さ
れ

て
ゐ
た

こ
と

を
推

知

し

得
た

し
、

又
、

前

方
都

中

央

を
縦
貫

す

る

ト

レ
ン
チ
を
掘

整

す

る

こ
と

に
よ

つ
て
、

前

方
部

に
何
等
特

異

の
施
設

の

な

か

つ
ｋ

の
を
推

定

し

得

淀

の

で
め

る
。

第

二
班

は
後
国
部

東
南

側

鯰
帥
ゼ

に
於

い
て
、

頂

上
よ
う

地
手
ま

で
の
間

の
表

上

を
除

去
し
、

書

石

の
有

無

及
び
共

の
構

設

形
式

を
調
査

し
た
。

書

石

は
墳

丘
斜
面

全
面

を
被

覆

し

て

ゐ
た

も

の
と
思

は
れ

る
が
、

惜

む

べ
し
、

全
面

に
互

つ
て
盤
錯

す

る
樹

根

の
篤

に
混

飢

せ
ら
れ

て
原
形

を
失

つ
て
ゐ
た

の

で
あ

る
。

埴
輸

回

妻

掘

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九



妻

掘

調

査

の

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
〇

筒

の
破
片

も
随

所

に
散

存

し
、　
そ

の
中

に
は
須
恵
器

と
同
質

の
埴
輸

国
筒
片

を

も
稜

見

し
た

が
、　
原
位
置

を

遺

存

す

る
国
筒

列

の
綻

匝

を
確

め

る

こ
と

は
出

本
な

か

つ
た
。

第
八

日

（
九

月
十

二
日
、

土
曜

日
）

全
碑

に
亘

つ
て
調
査

洩

れ

の
部

分

を
整

理

し

て
本
古

墳

の
調
査

を
絡

ｂ
、

年

後
、

高
橋

は
柴

田
篤
具

師

と
共

に
鎌
田

小
學

校

保
管

中

の
出

土
遺

物

の
貸
測

及

び
篤
具

撮
影

を

行

つ

ク」０こ
の
夜
、

再
び

鎌
田

小
學

校

に
於

い
て
開
催

さ
れ
た
講
演

會

に
臨

み
、

内

藤

氏

は
古

墳

外
形

の
調
査

と
外

形

の
復

原

に

つ
い
て
、

高
橋

は
出

土
遺

物

に

つ

い
て
、　
又
足

立
氏
は

本
古
墳

の
調
査

と
郷

土
研

究

と

に

つ
い

て
、

夫

々
卑

見

を
開
陳

し

た
後
、

井
浪

縣
會

議
員

及
び
太

田

鎌

田

小
學
被

長

の
挨
拶

が
あ

り
、

盛

會
裡

に
閉

含

し

だ
。

第

九

日

（
九

月
十

三

日
、　
日
曜

日
）

午
前

中

は
墳

丘

の
復

奮

工
事

に
努

め
、

午

後

二
時

に
関

係

者

一
同

が

後

回
部

頂

上

に
参
集
、

脚

式

に
よ

る
遼
魂

祭

を
墨

行

し
、

記
念

撮
影

の
後
、

冷
酒

を
く

ん

で
乾

杯

し
、

大

過

な

く

し

て
九

日
の
作
業

を
途

行
し
、

し
か
も
著

大

の
効
果

を
撃

げ

る

こ
と

の
出

本
淀

こ
と

を
況
賀

し
合

つ
た

の

で
め

る
。

内

藤

氏

と
余

と

は

そ

の
夕

に
蹄

京

の
途

に

つ

い
た
。

曾

橋
）

議
　
（１
）

後
藤
守

一
氏

『
上
野
園
佐
波
郡
赤
堀
村
今
井
茶
臼
山
古
墳
』

（
束
京
市
室
博
物
館
學
報
第
四
妍
）

（２
）

昭
和
五
年
帝
室
博
物
館
が
群
馬
縣
と
合
同
で
妻
朔
、
成
果
は
未
妻
表
。

、３
）

凌
掘
直
後
の
遺
修
調
査
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
考
か
ら
で
あ
る
。
本
報
告
に
用
ひ
た
遺
物
痛
買
依
す
べ
て
こ
れ
て
あ
る
。



第

一二
　

松

林
山

古
墳

の
位
置

松
林
山
古
墳

は
現
在

で
い
へ
ば
、

磐
田
郡
御
厨
村
大
学
新
貝
に
あ

る
が
、
　
こ
れ
を
考
古
學
的

に
い
へ
ば
、

磐
田
原
苦
墳
群
に
於
け

る
南
支
群
の
昔
座
を
占
め
て
ゐ
る
と

い
つ
て
よ

い
。

今
磐
田
原
古
墳
群
に

つ
い
て
逆

ベ　
トよ
″つ
。
　
（輛
動
一麟
）

遠
江

國

に
は
、

東

は
大

井
川

に
よ

つ
て
東

限

を
際

ら

れ

る
依

ノ
原
か
ら
れ

西

は
濱

名

湖
眸

に
展

開
す

る
三

方

原

に
至

る
間

に
、
　
い
く

つ
か

の
洪
積
蔓

地

炉
、

南

北

に
走

る
構

造
線

に
滑
う

て
流

れ

る
大

小

の
河

川

に
共

の
側

縁

を
限

ら

れ
、

南

の
沖
積
低

地

に
そ

の
南

端

を
突

き
出

し

て
ゐ

る
。

そ

の
申

央

に
位

し
、

し
か
も

占

め

る
面
積

も
廣

大

で
め

る
の
が
わ

が
磐

田
原

で
め

る
。

王
朝

時
代

に

こ

こ
に
國
府

及
び

雨

國
分

寺

の
設

け

ら
れ

た

の
も
営
然

と

い
ふ

べ
く
、

又
遡

つ
て
苦
墳

時

代

に

こ
の
地
域

に
多
く

の
大
古
墳

が
築

か

れ
、

営

時

文
化

の

中
枢

と
な

つ
た

こ
と

も

理
由

な

し
と

は

い

へ
な

い
。

わ

が
裕
林

山
古
墳

は
、

磐

田

原

の
中

央

に
位

し

て
ゐ

る
詳

で
は
な

い
。

地
国

（銅
秒

の
示
す

が
如
く
、

磐

田

原
の
東
南

隅
、

磐

田

原
墓

地
の
沖
積

不

原

に
接

す

る
と

こ
ろ

に
位

し
、

後
園
部

を

そ

の
墓

地
縁

に
お

き
、

前

方
部

を
共

の
西
南

方

Ｌ
延

し

て
居

る
が
烏

め
に
、

後

回
都

は
蔓

地
自
身

の
高

さ
も
加

は
う
、

貸
際

以
上

の

高

さ
を
示

し

て
ゐ

る
。

松
林

山
古
墳

に
接

し
そ

の
南

々
東

位

に
あ

る
高
根

山
古
墳

は
径

五

六
米
、

高

さ
七
米

の
大
国
墳

で
め
う
、

松

林

山

古

墳

の

位

置
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一
二

松

林

山

古

墳

の

位

置

此

の
松
林

山

・
高

根
山

の

二
墳

を
主

座

と

し
、

傍

に
鋲

座

す

る
湖

明
宮

境
内

を
中

央

と

し
、

南

は
鎌

田
堂
山

御
料

地
の
回
墳

を
堺

と

し
、

今

は
鐵
道

線

路

の
開
撃

に
よ

つ
て
谷
向

ム
と
誤

ら

れ
易

い
大
宇
新

貝

の
相

月
氏

地．
内．
の．
酢
墳．
を

北
限

と

し
、

数

十

の
国
墳

鍮
刺
蔀
戦
呻
曜
効
頚
ど

が
群
集

し

て
ゐ

る
。

部
ち
磐

田

原
東
南

位

に
め

う
、

朝

日
を
受
く

る
に
便
な
墓

地
東

縁

に
治
う

て
群
集

し

て
ゐ

る
の

で
め

る
が
、

今

は
恨

に
此

を
松
林
山

吉

墳

群

と

し
、

磐

田

原
古
墳

群

中

で
の
最

も
著

し

い

一
支

群
と

す

る
。

沿

林

山
古

墳

群

の
あ

る
墓

地

の
北

方
、

墓

地
の
東

縁

が
夏

に
南

よ
う

入

つ
た

一
小
構
造

谷

に
よ

つ
て
小
山

脈
状

に
南

々
東

に
支
出

し

て
ゐ

る
上

に
、

ま
ｋ

一
小
苦

墳

群

が
あ

る
、

そ

の
麓

に
連

城
寺

が
め

う
、
　
こ
の
山

を
連

城
寺
観
鰐
（と

も

呼
ん

で
ゐ

る
の

で
、

比

の
小
古

墳

群

を
連．
城．
争
古．
墳．
群．
と

呼

ぶ

こ
と

と
す

る
。

経

祭
古．

墳

は
長

軸

の
長

さ
九

〇

米
餘

の
大
前

方
後

回
墳

で
あ

っ
淀

さ
う
だ

が
、

鐵
道

線
路

敷

設

工
事

の
烏

め
、

封

土

は
勿

論
、

所

在

の
丘
陵

ま

で
す

べ
て
鋤

手

さ
れ

て
、

全
く

共

分
姿

を
失

つ
て
仕
舞

っ
た
。

共

の
北

に
あ

る
秋

葉

山
古
墳

は
径

五

〇
米
、

高

さ
八

米

の
回
墳

で
あ
り
、

更

に
共

の
北

に
あ

る
稲
荷

山
古
墳

は
長

さ
五

〇
米

の

小
規

模

の
前

方
後

回
墳

で
あ

る
。

な

ほ
共

の
北

に
園
墳

敷

基

が
丘
陵

上

に
通

つ
て
ゐ

る
。

連

城

寺
古
墳

群

の
北

に
、

同
じ
く
南

々
束

に
墓

地
か

ら
分
岐

し

て
丘
陵

を
な
す

二
群

の
吉
墳

は
、

田

原
村

三

ケ
野

ニ

ツ
山
古
墳

が
前

方
後

国
墳

で
あ

る
外
は
す

べ
て
回
墳

で
あ

り
、　
か

つ
比
較
的

小
規

模

の
も

の

の
み

で
あ

る
。

今
、

此

を
田

原

村
古

墳
群

と
す

る
。

松

林

山
古

墳

群

の
あ

る
大
字

鎌

田

の
西
、

同

じ
く

御
厨

村

大
学
東

貝
塚

に
堂
山
古
墳

と

呼
ば

れ

る
長
径

一

一
〇

米

の
大
前

方
後

国
墳

が
あ

る
。
　
地
域

は
上
述

の
三
古
墳

群

が
、

墓

地

の
縁

と

は

い
へ
、

蔓

地
が
デ

イ

セ



ク

ト
さ
れ

て
丘
陵

を
な

す

上

に
あ

る
の

で
あ

る
が
、
　
本
古
墳

は
皇

地
が
緩

か

に
傾

い
て
沖
積

手

原
と
接

し
、

全
く

共

の
間

に
明
瞭

な

る
限
界

を
示

さ
な

い
の

で
、

恰

か
も
沖
積

不

野

上

に
あ

る
も

の
の
如

く

に
見
え

る
の

は
、

本
古

墳

が
前

方
後

回
墳

と

し

て
は
総

林

山
古

墳

等

よ
う

も
年

代

の
や
や

後

れ

る
も

の
と
推

定

し
得

る

こ

と
と
併

せ
見

て
注

意
す

べ
き

こ
と

で
あ

る
。

比

の
附

近

の
古

墳

を
堂

山
苦
墳

群

と
す

る
。

附

近

に
は
今

は

二

三
の
回
墳

が
散

在

し

て
ゐ

る
の

み
に
過
ぎ
な

い
が
、

恐
ら
く
古

く

は
夏

に
多

く

の
小
周
墳

が
群

在

し

て
ゐ
た

の
が
鋤

手

さ
れ
た

の

で
あ

ら
う
。

中

泉

町

に
め

る
庚．
申．
塚．
古．
墳．
は

現
在
部

長

軸

の
長

さ
七

七

米
確
頒
０
加
卵
功
対
ど

の
前

方
後

回
墳

で
あ

る
が
、

こ
れ
も
蔓

地
縁

に
位

し
、

附

近

地
形

は
前

記

の
堂

山
古

墳

の
そ

れ
と
似

て
ゐ

る
。

庚
申

琢

及
び
附

近

の
小
古

墳

を
庚
申

塚
古
墳

群
と
す

る
。

中

泉
農

學
被

構
内

及
び
附

近

の
も

の
ま

で
を
含

め

る

こ
と
と

し
、

少

し
離

れ

て
は

Ｄ

る

が
申

泉

町
の
京
兄

塚
め

に
う

ま

で
を
も

こ
れ

に
属
す

る
も

の
と

せ
う
。

磐

田
蔓

地

の
西
縁

は
、　
北
す

る
に
従

つ
て
そ

の
西
側

の
天
龍

川

治
岸

の
不
・
原

よ
う
高
く

立
ち
、

若

し
西

よ

う

此

の
蔓

地
を
望
む

と
こ

恰

か
も

丘
陵
南

北

に
走

る
が
如
く

想
は

し

め
ら

れ

る
。

そ

の
中
、

岩

田
村

に
於

い

て
は
、

寺
谷

に
あ

る
鉾

子．
漿
（ド

る
大
前

方
後

回
墳

を
盟
主

と

し
、

附

近

に
多

く

の
回
墳

が
群
在

し

て

ゐ

る
。

こ
れ
を
銚

子
壕
古

墳

群

と
す

る
。

な

ほ
磐

田

原
最

北
端

の
野
榔

村

合
代
島

附

近

に
も
回
墳

の
群

在

す

る
も

の

が
め

る
。
　
こ
れ

を
磐

田

原
北
古

墳

群
と

呼
ば

う
。
　
こ
の
古
墳

群

の
奄
有

し

て
ゐ

る
地
域

の
中
、

敷

地

村
か
ら

は
銅

鐸

が
出

上

し

て
ゐ

る
。

以

上

の
古
墳
支

群

は
、

夫

々
異
色

も
め

う
■

軌

れ
を
主

と

し
、

現

れ
を
徒

と
す

る

こ
と

も
出

本
な

い
が
、

松

林

山

古

墳

の

位

置
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松

林

山

古

状

の

位

置

併

し
自

か
ら
裕
林

山
古

墳

群

を
申

核

と
す

る
も

の
と
、

銚

子
塚
古
墳

群

を
主

座

と

す

る

の
東
南

位

に
め

る
も

の
と
、

西

北
位

に
め

る
も

の
と

の

二
大
群

に
分

け

る

こ
と

が
出

奈

誰

（
１
）

磐

ｍ
原
古
墳
群

は
縣

史
編
纂

営
局

と
御

厨
村

郷

土
教

育

研
究
含

と

の
厚
意

の
下

に
、

こ
木

文
堆

君

の
援

助
を
得

て
昭
和

十
年

四
月

に

こ
れ
を
途
行

し
た
。

今

こ
こ

に
記

す

の
は
漑

括

に
過
ぎ

な

い
。
最

初

依
本
報

告

に
詳

述
す

る
豫
定

で
あ

つ
た

が
、

都
合

に
よ

つ
て

こ
れ
を

別

の
機
曾

に
譲

る

こ
と
と

し
た
。

（２

）

古
墳

は
衆
落

の
附

近
に
貸

ま
れ

た

の
で
あ

ら
う
と

い
ふ
僚
定

の
も
と

に

こ
の
識
を

な
す

の
で
あ
る
。

こ
の
篠
定

が
常

に
事
賃

と

し

て
承
知

出
本

る
か
否
か
は
今
後

の
研
究

の
成
果

に
供
た

ね
ば
な
ら

ぬ
。

（３
）

西
郷
藤

八
氏

「
遠
江

園
新

貝
経

琢

古
墳
」

（
考

古
學
雑
誌

一
六

ノ
九
）

（４
）

西
郷
藤

八
氏

「
遺
江
図

寺

谷
銚
子
琢

古
墳
調
査
報

告
」

（
考
古
學
雑

誌

一
五
ノ

一
〇
）

一
四

も

の
、

帥
ち

磐

四

原

る
。

（
後
　
藤
）



第
　
四

　

古

墳
　
の

形

手

面
回

縞
〕

の
示

す

が
如
く
、

前

方
後

園
墳

の

一
型
式

と
す

べ
き

で
め

る
が
、

側

縁

を
走

る
東
海

道
線

の

鐵
道

工
事

及
び
共

の
他

の
事
情

か
ら
，

原

形

の
幾

分

か
は

失

は

れ

て
居

う
、

同

上

に
於

い
て
復

原

を

必
要

と

す

る
部

分

が
あ

る
。

墳

丘

の
上
表
面

に
は
、

松

樹

林

炉
繁

茂

し
、

相
営
太

い
大
木

を

も
雑

へ
て

ゐ
た

が
、

後
、

此
等

は
伐

探

せ

ら

れ
更

に
十

五

六
年
前

再

び

植
林

の

こ
と

が
あ

つ
た
。

随

つ
て
墳

丘
上
表

面

は
、

樹

根
掘
撃

等

の

こ
と
は
め

つ
ｋ

が
、

そ

れ

は
部
分
的

の

こ
と

で
め

り
、

全
鰺

の
形

に
著

し

い
憂

改

を
興

へ
る

こ
と

は
な

か

つ
た
。

寧

る

形

の
保
護

に
役

立

つ
て
る
た
と

い
う

て
よ

い
し
、

か

つ
樹

林

の
中

に
あ

つ
て
、

古
墳

と

し

て
の
徴
證

が
著

し

く

な

か

つ
淀
烏

め
に
稜
掘

者

の
鍬

鋤

の
厄

を
受
け

る

こ
と

が
な

か

つ
た

と

い

つ
て
も

よ

い
。

墳

丘

の
南

側
面
，だ
け

は

一
辞

に
茶

畑

で
め

つ
た
。
　
こ
れ
も
野
茶

・
参

等

の
畑

で
め

る

こ
と

よ
う

も
、

地
形

鍵

改

に
及
ぼ
す

と

こ
ろ
は
砂

い
が
、

併

し
裕
林

で
め

る
よ
ぅ

も
、

よ
ぅ
多

く

地
表

制
落
等

の
事

が
多

か

つ
ｋ

で
め

ら

う
。

墳

丘

の
周
目

に
は
涅

を
綻

し

て
ゐ
ｋ

こ
と
は
認

め
て
も

よ

い
。
第
砂

〕し
れ
は
、

多

く

の
古
墳

の
示

す

が
如

く
、

長

い
年

月

の
間

の
堆

上

に
よ

つ
て
埋

め
ら

れ

て
今

は

外
靭

上

何
等

の
痕

跡

を
礎

さ
な

い
金
偶
杉
紗
分の
岬
軸
税
れ

技
沖
串
藉
対
障
は
鯨
射
択
こ
）

と

こ
ろ
が
後
国
部

の
東
南

の
部

分

に
、

入

う
込

ん
だ
凹

地
容
）が

め

う
、

東

縁

の
低

地

に

古

墳

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
五



古

墳

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
六

そ

れ
が
開

い
て

う

る
。

印
ち

衛
．ョ瑶
フが
そ

の
墳

丘

の
東
南

位

に
あ

う
、　
そ
れ

に
よ

つ
て
後

目
部

東
南

の
連

の

形

が
く

づ

さ
れ

て
ゐ

る

こ
と

は
注

意

を
要

す

る
。
　
こ
れ
は

一
の
小
構

造

谷

で
あ

る
と
認
む

べ
き

で
あ

ら
、

共

の
後

の
水

蝕

も
加

は

つ
て
ゐ

る
が
、

若

し

こ
れ

が
墳

丘
築
造

以
前

の
構

造

で
め

る
な

ら

ば
、

連

に
水

を
湛

え

る

こ
と

は

不
可
能

で
あ

う
、

営
然

基
注

で
あ

つ
だ
と

せ
ね
ば

な

堅

ぬ
。

比

の
構

造

谷

の
出

現

が
、

墳

丘
築

成

以
前

の

こ
と

で
あ

る
か
否

か

を
確

か

め

る

こ
と

は
出

本

な

い
が
、

稜
掘

調
査

の
結
果

は
、

漫

は
基
連

と

い

ム
考

に
傾

か

せ
ら
れ

る
の

で
め

る
。

北
側
面

は
賞

測
国

の
示

す

が
如
く
、　
又
側
面
篤
具

鍮
触
ぜ

に

一
部

を
見

る
如
く
、

東

海
道
線

餓
道

工
事

の

角

め

に
、

裾

の
部

分

を
制

う

去
ら

れ

て
居

り
、

周
漫

は
勿

論
、

墳

丘
の

一
部

に
も
破

壊

の
手

が
疋
び

て
ゐ

る
。

ま

比
墳

丘
の
上

を
走

る
長

距
離
電

話
線

や
高

屋
電

流
線

の
烏

め
の
電

柱

が
、

後

回
都

及
び
前

方
部

上

に
た

て
ら

れ

て
ゐ

る
鍋
醜
ぜ

が
、
　
こ
れ
は
墳

丘

の
形

に
著

し

い
疫

改

を
典

へ
る
ま

で
に
は
な

つ
て
ゐ
な

い
。

た

だ

前

方
部

に
立

て
た
電

柱

の
建

立
工
事

の
際

に
、

多
数

の
上
器

を
出

土

せ
し

め
ｋ

と

い
ム

こ
と

で
あ

る
が
、

そ

の

土
器

は
す

べ
て
を

失

ひ
、

共

の
種

類

及
び

埋
置

の
状
態

を
明

か

に
す

る

こ
と

が
出

本

な

い
。

今
、

比
等

の
人
烏

的

及
び
自
然

的
愛

形

を
考
慮

に
加

へ
つ
ヽ
、

共

の
外
形

を
考

へ
て
見

よ
う
。

墳

丘
の
法
量
　

墳

丘
の
線

長

は

一
一
六
山

米
、

後
園
部

は
比
較

的

正
国

に
近
く
、

直
径

鵬
軸
Ｌ

六
五

米
、

前

方
部
前

面

の
幅

は
、

茶

畑
開

墾
と
鋤
道

線

敷

設

工
事

の
鳥

め
、

南

と

北

の
雨
部

分

が
制

ら

れ
、

僅

か

に
三

〇

米

の
狭

い
も

の
と
な

つ
て
ゐ

る
が
、　
こ
れ

に
国

上

の
推

定

と

共

に
、

残

掘

調
査

に
よ

つ
て
明

か

に
し

得

た

事

貸

を
基

礎

と

し

て
考

へ
る
と

渉
、

そ

の
原

形

も
容

易

に
復

原

し

得
ら

れ

る
の

で
あ

る
。



帥
ち
前

項

「
稜
掘

の
経

過
」

に
於

い
て
も
述

べ
た
如
く
、

墳

丘
南

西
端

の
周
注

を
見

る

べ
く
稜
掘

調
査

中
、

手

面
固

輪
帥
ぜ

に
見

る
位
置

に
於

い
て
、

墳

丘
の
循

縁

を
限

る
が
如

き
形

を
な

し

て
九
石

の

一
列

に
並

ん

で

あ

る
の
を
稜

見

し
、

そ

こ
を
西
南

隅

と

し

て
前

方
都

縁
線

を
引
く

と

き
、

前

方
都

全
磯

の
示

す
線

と

略

ば

一

致

し
、　
こ

こ
に
原
形

に
於

け

る
前

方
部

は
、　
そ

の
恨

定
線

の
如

き
も

の

で
あ

つ
比

ら
う
と

い
ム

こ
と

を
肯

定

す

る

こ
と

が
出

本

る
の

で
あ

る
。

今
、　
此

の
帳
定
復

原
線

に
よ

つ
て
前

方
部
前

端

の
長

さ
を
は

か

る
と
、　
四

九

米

と
な
ぅ
、

後
国
部

の
直

径

よ
う
も

一
六
米
短

い
も

の
と

な

る
。

尤

も

後

国
部

も
多

少
南

側

面

に
封

土

が

流

れ

て
寸

が
延
び
、
　
北
側

面

は
餓
道

工

事

に
よ

つ
て
制

ら

れ

て

ゐ

る
の

で
、　
此

を
も
恨

定
線

の
如

き
が
原

形

で
め

る
と
す

る
と
、

後

回
都
径

六

二
米

と
な
ぅ
、

前

方
部
前

端

の
長

さ
と

の
差

は

一
三
米

と
な

る
の

で
あ

る
。

後
回
部

の
高

さ
は

一
二
・ハ
米
、

前

方
部

の
高

心
は
九
共

米
．

共

の
差

は

三
土

米

と

な

る
。

長

軸

の
方
向

は
、

北

二
七

五
。四
六
度

９

こ

ゞ
卜
ｏ。
）
で
め

る
か
ら
、

大

踏

を
以

て

い

へ
ば
長

軸

を
東

西

に
お

き
、

前

方
部

を
西

に
お

い
て
ゐ

る
と

い
つ
て
よ

い
。

な

ほ
調
査

に
よ

る
墳

丘

の
復

原

に

つ

い
て
は
、
　
後
段

に
再

逃
す

る

で
め

ら

う
。

周
漫

　
多

く

の
前

方
後

回
墳

の
有

す

る
周
注

を
、

本
古
墳

に
於

い
て
も
肯

定
す

る

こ
と

が
出

奈

る
。

固

よ

う

凌
掘

調
査

以
前

に
は
、

共

の
殆

ん
ど
す

べ
て

に
土
砂
流

入
堆
積

し

て
此

が
痕

跡

を
も
認

め

る
に
困

難

を
慰

じ

た
が
、

稜
掘

調
査

の
結

果

は
之

が
所

在

を
肯

定

す

る
を

委
営

と

す

る

に
至

つ
た
。

部
ち
第

一
次

の
調
査

の
際
、

古
墳

主

軸

の
中

離
―
前

方
都

と
後

回
都

と

の
交
甜
―

に
於

い
て
、

南

側

に
向

つ
て
直
角

に
ト

レ
ン
チ

爺
帥
ぜ

を
掘

盤

し

て
調
査

し
淀
結
果
．

古
墳

の
底
部

に
近
づ

い
て
多

数

の
葺

石

ら

し

一
七

古

状

の

外

形



古

墳

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
八

き

も

の
縞
噸
拶
審
破
酷
曲
げ

を
稜

見

し
、
　
こ
れ

が
周
注

底
都

に
ま

で
延

亘

し

て
ゐ

る

こ
と

を
確

か

め

る

こ
と

が
出

本

淀
。

墳

丘
面

の
書

石
と

い
ひ
、

周
違
底

の
葺

石

と

い
ひ
、

共

の
形
貌

は
必

し

も
整
然

と
し

て
ゐ

る
の

で
は
な
く
、

一
般

に

い
ム
葺

石

の
概
念

に
や
や
遠

い
も

の

の
め

る
を
思

ム

が
、

併

し
石

の
敷

置

は
飢

雑

な

が
ら
、

地
表

面

よ

う

の
深

さ

に
於

い
て

一
定

の
規

準

が
あ

り
、

墳

丘
表

面

に
於

い
て
五

〇
糎
、

連

中

心
部

に
於

い
て

四
〇

糎

内

外

の
深

さ
を
も

つ
て
ゐ

る

こ
と

か

ら
、　
か

つ
比

が
墳

丘
面

全
面

に
亘

つ
て
ゐ

る

こ
と

か
ら
見

て
、

整
然

を

供

く
葺

石

を
考

へ
て
差

支

な

か
ら

う
。

又
、

墳

丘
面

の
葺

石

は

こ
れ

を
承
認

す

る
け

れ

ど
も
、

連

底

に
石

を

葺

く

こ
と

は
考

へ
得
ら

れ
な

い
。
　
恐

ら
く
墳

丘
面

の
葺

石

が
逢

底

に
顛
落

し

淀
も

の

で
め

ら
う
と
読

く

も

の

も

め

る
か

も
知

れ
な

い
。

併

し

こ
の
連
底

の
書

石

を
見

る
に
、

上
述

の
如
く

深
度

に

一
定

の
法
量

が
め

う
、

か

つ
葺

石
面

の
上

に

こ

そ

多

分

の
腐

蝕

土

を
見

る
が
、

葺

石

下
は
具

た

で
め

る

こ
と

か

ら

し

て
、

後

の
顛
落

を
見

る
可
能

性

は
極

め

て
う
す

い
と

い
は

ね
ば
な

ら

ぬ
。
　
で
、

暫

く

多

少

の
疑

を
残

し

つ
ゝ
も
、

連

底

に
葺

石

の
あ

つ
た

こ
と

を
肯

定

し

て
お

か
う
。

連

の
幅

は
、
，
現
在
墳

丘

の
南

邊

に
於

い
て
多

少

の
凹
放

地
形

に
よ
う
、

か

つ
そ

の
南

縁

に
周
連

を
限

る
外

堤

の
痕

跡

を
辿

る
時

に
共

の
概
数

を
得

べ
く
こ

前

方
部
前

方

が
幅

七

・
五
米
、

南

側
ぉ

所

謂

総

れ
部

に
於

い

て

一
五

米
と

を
算

す

る

こ
と

が
出

本
、
　
こ
れ

に
よ

つ
て
用
渥

恨
定
線

を
ひ
く

こ
と

が
出

本

る
。

固

よ
う
精

確

な

る
数

と
形

と

は
之

を
全
部

に
亘

る
稜
掘

調
査

の
結

果

に
條

ｋ

ね
ば

な
ら

な

い
こ
と

は
言

ム
迄

も

な

い
。



用
連

が
杢

注

で
あ

つ
た

ら
う
と

い
ム

こ
と

は
前

に
も

此

を
述

べ
た
。

今
、

更

に
之

を
詳

逃

せ
う
。

同

連

の

存

在
確

認

の
烏

め
に
試

み
た
稜

掘

調
査

に
於

い
て
、

所
謂
葺

石

の

下
部

に
は
腐

蝕

土

も

な
く
、　
地
盤

に
書

石

が
直

接

し

て
居

つ
た

し
、

葺

石

上
面

に
は
多

少

の
粘

土

を
混

し

た
腐
蝕

上

の
堆

積

は
め

つ
ｋ

が
、

連
底

・
川

底

に
見

る
如

き
粘
土
等

の
堆
積

が
な

か

つ
淀

こ
と

が
共

の

一
事

で
あ
り
、

前

述

し
た
構

造

谷

の
谷

頭

が
連

の

南

束
部

に
め
う
、

か

つ
後
園
都

の
束

縁

に
は

周
涅
綻

回

の
疫

の
な

い
こ
と

で
ぁ

る
。
　
こ
の
構

造
谷

が
墳

丘
築

成

後
ｉと
出

本
た
も

の

で
め

る
と

す

る
な

ら
ば

い
さ
知

ら
ず
、

比

が
そ

の
以
前

か

ら
め

る
も

の
と
す
れ

ば
違
水

の
止
ま

る
を
許

さ
な

い
で
ぁ

ら
う
。

と

は

い

へ
吾

々
は
基

注

の
め

る

こ
と

を
他

の
古
墳

に
於

い
て
も

見

る
こ

と

で
あ
う
、

必

し
も

本
古
墳

に
始

め
て
見

る
特

異

の
構

設

と
す

る
も

の

で
は

な

い
。

葺

石
　
書

石

は
墳

丘

の
斜

面

に
構

設

せ
ら

れ
．

封

上

の
流

失

を
防

ぐ
と
共

に
墳

丘
の
美

靭

の

一
と

し
ｋ

も

の

で
あ

る

こ
と

は
吾

々
も
既

に
上
野

・
下
野
雨

國

の
古
墳

残

掘

に
於

い
て
確

か

め
得
た

こ
と

で
あ
う
、
　
近
畿

地
方

の
古

墳
踏
査

に
於

い
て
も
之

を

目
撃

し
た

の

で
め

る
。

本
古
墳

に
於

い
て
も
、

後
園
部

の
東

側

を
共

の
中

心
よ
う
束
南

に
向

け

て
幅

二
米
、

深

さ
四
〇
糎

に
掘
撃

し
た
際

に
も

論
帥
ぜ

前

述

の
絵

れ
部
南

邊

に
於

い
て
も

縞
ど

叉
そ

の
東

及
び

西

の
庭

崩

れ

爺
勅
餅
ど

に
於

て

も
此

を
認

め

る

こ
と

が
出

本
た

の

で
め
う
、

以

て
葺

石

が
墳

丘
表

面

を
覆

う

て
ゐ
た

こ
と

を
推

知

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

ｋ
だ
葺

石

が
、

後

回
都
頂

上
と

か
、

前

方
部

上
頂
都

を
も

覆

う

て
ゐ
セ

の

で
は
な
く
、

墳

丘
斜

面
都

の

み

に
施

さ
れ

て
る
ｋ

で
あ

ら
う

こ
と

は
、

吾

々
の
後

国
頂

上
部

及
び
後

固
都

か
ら
前

方
部

へ
と
中
軸
線

上
を
掘

古

墳

の

外

形

/tl



古

墳

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
〇

盤

し

て
行

つ
た

ト

レ
ン
チ
残
掘

調
査

の
結
果

に
見

て
も
、

何
等
葺

石

の
構

設

を
見

な

か

つ
ｋ

の

で
あ

う
、

ま

だ

一
般

古
墳

の
葺

石

に
之

を
徴

し

て
も

か
く
推

定

し
得

る

で
め
ら

う
。

若

し

夫
れ
、

共

の
書

石
構

設

の
細
都

様

式
、

卸
ち
墳

丘
底
部

の
形
式

夙
び
墳

丘
上
頂
部

と

の
限
界

線

の
形
式
等

に

つ

い
て
は
、

今

久

の
調
査

が
十

分

で
な

か

つ
淀
角

め
、

何
等

之

を

明

か

に
し

得

る
も

の
が
な

い
。

埴
輸

　
埴

輸

同
筒

は
、

よ

し
や
共

の
底
部

の

み

で
あ

つ
だ

に

せ
よ
、　
原
位
置

に
止
ま

つ
て
ゐ
た

の
は
、

後

園
都
頂

上

の

一
個

に
過
ぎ
な

い
。

論
跡
霧
噸
針
の端
∪

併

し
後

国
部
頂

上
西
南

部

に
於

い
て
原
位
置

か
と
思

は

れ

る
国
筒
褒
供

（伽
軌
跡
ど

が
あ

る
が
、
　
こ
の

一
桐

が
カーー
は

つ
ｋ

に
し

て
も
、
　
つ
く

る

べ
き
国
筒
列

の
形

は
、

如

何

に
も
考

へ
得
ら

れ

る
評

で
あ

る
。

併

し
之

を

他

の
古
墳

の
例

と
併

せ
考

へ
る
と
、

恐
堅
く

恨

定
線

論
劾
Ｖ

の
如
く
、

壌

形

を
な

し
て
Ｄ
た

で
め

ら
う

こ
と

は
、

後
藤

が
上

野

國
白

石
稲
荷

山
古

瑣

に
於

い
て
確

め
得
た

こ
と
と
同

一
軌

で
あ

銹
う
。

久

に
前

方
部

に
於

い
て
、

不
面
固

鯰
蝕
彎

に
果

丸

紬

を
以

て

せ

る
位
置

に
於

い
て
、

埴
輪

回
筒

の
破

片

群

を
費

見

し

淀

こ
と

か
ら

し

て
、
　
不
幸
、

原

位
置

に
め

る
同
筒

列

を
繊

出

す

る
事

は
出

本
な

か

つ
た

に
し

て
も
、

こ
れ
も
他

の
古
墳

の
例

に
見

て
、

前

方
部

丘
頂
都

と

斜
面
部

と

を
限

る
線

上

に
樹

て
ら
れ

て
ゐ
た
埴
輸

園
筒

列

の
あ

つ
た

こ
と

を
推

定

し
、

か

つ
こ
れ

が
延

び

て
後

回
都
中
腹

を
続

匝

し

て
ゐ
た

ら
う

と

い
ふ

こ
と

を
考

へ
る
の
は
、

決

し

て
妄

想

で
は
め

る
よ

い
。

調

査

に
よ

る
外
形
復

原
　

前

に
述

べ
た

如
く
、　
吾

々
の
凌

掘

調
査

は
、

共

の
性
質

上

徹
底
的

に
外
形

を
調

査

す

る
ま

で
に
至

ら
な

か

つ
淀

が
、

併

し
人
烏

的

及

び
自
然

的

の
外
形
破

壊

の
手

は
著

し
く

な

か

つ
た
鳥

め



に
、

比
較

的
容

易

に
外
形
復

原

を
す

る
事
が
出

本

る
。

後

回
都

が
比
較

的

に
よ
く

原
形

を
追

存

し

て
る
た

こ
と

は

此
を
前

に
述

べ
た
。

手
面
貨

測

固

の
示
す

が
如

く
、

共

の
等
高
線

は
完

全
線

に
近

い
形

を
な

し

て
ゐ

る
が
、

淀
だ
南

邊

に
於

い
て
は
、

丘
頂

部

に
於

い
て
や

や

形
菰

れ
か

め

る
鳥

め
に
、

そ

れ

に
押

さ
れ

て

全
催

が
や

や
南

に
延
び

て
居

る
し
、

北
側

は
鋤
道

工
事

に
よ

つ
て
裾

を

失

つ
て
ゐ

る
。

今

此
等

を
復

原
し
、

墳

丘
築

成
首

時
、

比

が

正
国

に
近

い
形

を
も

つ
て
ゐ
た
と
慨

定
す

る
な

ら
ば
、　
こ
こ
に
径

六

二
米

の
後

回
部

を
復

原

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

前

方
部

は

全
船

に
落

し
く

原
形

を

失

つ
て
居

う
、

僅

か

に
南

側
面

と
、

前

方
部
前

端

と

が
、　
原
形

に
近

い

形

を
褒
存

し

て
ゐ

る
ら

し
く
思

は

れ

る
し
、

茶
同

開

墾

の
烏

め
に
、

多

少
表
上

の
制
除

は

あ

つ
た

に
し

て
も
、

こ
れ

は
不
均

的

に
な

さ
れ
た

こ
と

で
あ

ら
う
と
考

へ
て
も
差
支

な

い
。

両

し

て
前

方
部

西

北
端

論

の方
鮒
Ｊ

と

思

惟

す

べ
き
石
列

構

設

論
跡
ど

の
稜

見

に
よ

つ
て
、

吾

々
は
安

心
し

て
前

方
部

の
南

側
底
線

の
復

原

を
す

る

事

が
出

茶

る
の

で
あ

り
，

こ
れ

を
基
紬

と

し
、

前

方

部
前

端

の
線

を
も
引
く

こ
と

が
出

本

る
。

而

し

て
後

周
都

の
中

離

よ
う
、　
こ
の
前

方
部
前

端
線

へ
垂
線

を

下
し
、　
こ
れ

を

本
古

墳

中

軸
線

と
す

る
時

は
、　
北
側

の
前

方
部

線

を
決

定

す

る

こ
と

も
客

易

な

る

べ
く
、

か
く

し

て
全
形

の
復

原
を
完

う
す

る

こ
と

が

出

本

る
。

人

或

は
読

く

で
あ

ら
う
、

古

代
人

が
か
く

の
如

き
大
土
木

工
事

に
、
　
コ
ン

バ

ス
と

三
角

定
木

を
用

ひ

て
国

上

に
描
く

が
如

き
形

を

つ
く

る

こ
と

が
出

本

る
も

の

で
は
な

い
、

随

つ
て
復

原
回

の
考
察

の
如

き
は

無

意
味

で
あ

る
と
。
　
こ
れ

も

一
理
め

る
が
、

吾

々
は
従

本

の
古
墳

調
査

の
経
瞼

に
照

し

て
見

て
、

上

代
人

が

比
較

的

に
寸

法

正
し
く

大
土
木

工
事

を
途

行

し

て
ゐ

る
と
認

む

べ
き
紬

の
あ

る
に
見

て
、　
こ
の
復

原
固

を

つ

古

状

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一三



古

状

の

外

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一三

く

る
こ
と
の
無
意
味

で
な

い
と
信
す

る
も
の
で
め

る
。

か
く
し
て
長

さ

一
一
六
・四
米
、

前
方
部
前
端
の
長

さ
四
九
米
の
数
を
得
た
の
で
あ
う
、

長
軸
の
方
向
を
北

二
七
五
・四
六
度
と
す

る
こ
と
が
出

本
た
の
で
あ

る
。

高

さ
に
於

い
て
は
、

後
園
都
頂
上
の
埴
輪
回
衛

を
資
料
と
す

る
こ
と
が
出
本
る
。

僅
か
に

一
個

で
は
あ

る

が
、

原
位
置

に
止
ま

つ
て
ゐ
淀
回
筒
為
腑
跡
翔
擁
嗣
螂
ど

が
現
在
地
不
面
下
三
〇
糎
に
共
の
底
部
を
お
く
に
見

て
、

埴
輸
回
筒

の
原
形

の
長

さ
五
〇
糎
内
外
、

そ
の
牛

を
地
申

に
埋
設
し
て
ゐ
ｋ
と
す

る
時
は
，

現
在
の
地
表
面

部
ち
原
形
に
於
け

る
地
表
面
と
恨
定
す

る
に
異
議
を
換
む
も
の
は
あ

る
よ

い
。

普
通
、

古
墳

の
頂
上
は
、
　
二

三
十
糎

の
厚
さ
に
原
形
上
面

へ
の
堆
土
を
見

る
も
の

で
あ

る
が
、

本
古
墳

に
於

い
て
は
現
形
帥
ち
原
形
と

い

ふ
こ
と

に
な

る
の

で
め

る
。

か
く
し
て
後
周
部

の
高

さ
を

一
二
・八
米
と
す

る
も
の
で
め

る
。

前
方
部

の
高

さ
の
測
定
に
は
、　
確
賃
な
根
像

が
な

い
。

併

し
、

埴
輪
回
筒
破
片
が
普
通

四
〇
糎
内
外
の
地

中

に
多
く
稜
見

さ
れ
る
し
、

葺

石
も
そ
れ
に
近

い
深
さ
の
上
中

に
多
く
横
は
る
に
見
て
、

南

斜
面
が
卓
越
風

の
風

下
に
あ
う
、

覆
上

の
増
大
を
招

き
易

い
と

い
ふ
事
貨

に
考

へ
て
多
少
の
堆
上
を
考

へ
て
し
か

る
べ
く
、

之
を
除

い
て
原
形
を
考

ム

ベ
き
で
あ

る
。

か
く
し
て
測
定
の
前

方
部
高

さ
九
夫

米
を
九
米
内
外
と
し
、

後
回

部

の
高

さ

一
二
・八
米
と
共

に
高

さ
の
寸
法
と
す

る
。

埴
輸
国
筒
列
は
、　
後
国
都
頂
上
に

一
列
、

前
方
部

の
斜
面
部
と
頂
手
部
と
の
限
界
線

に
治
ひ
、　
こ
れ
が
延

び
て
後
園
都
中
腹

を
も
綻
匝
す

る

一
列
と

二
重
を
考

へ
る
こ
と
が
出
本
る
。

目
石
は
前
方

・
後
回
雨
丘
の
斜

面
部

に
の
み
構
設
せ
ら
れ
、

随

つ
て
今
は
明
か
に
残

つ
て
は
ゐ
な

い
が
、　
後
回
部
は
中
腹

の
埴
輪
回
筒
列
を



堺

と

し

て

二

段

に

築

か

れ

て

ゐ

ｋ

の

で

あ

ら

う
。

周

違

ら

め

つ

た

こ

と

も

前

述

の

通

う

で

あ

る
。

彼

藤

・
内
む

霊

　
（１
）

後
藤

。
相
川
龍

雄

『
多

野
郡

朴
井
村

白
石
裕
荷

山
古
墳
』

ハ
群
馬
縣
史
蹟

名
勝

天
然
紀

念
物

調
査
報

告
第

三
軒
）

を
見

よ
。

ゝ

古

墳

の

外

形



石

室

の

構

造

二
四

第
　
五

　

石
　
室
　
の

造

古
墳

の
主

踏
Ｒ

帥
ち
遺

骸

埋
葬

の
箇

所

は
、

後
回
部

頂

上

で
め
う
、

版
状

岩

小

日
積

の
竪
穴

式

石

室
内

に

葬

埋

さ
れ

た
も

の

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

石
室

は
、

共

の
底

に

一
面

に
直
径

一
五
糎

乃

至

二
〇
糎

の
礫

を

厚

さ

一
〇
―
上

五
糎

内

外

に
敷

き

つ
め
て

あ

つ
ｋ
。

石
壁

は
前

述

の
如
く

板
状
岩

を
小

日
積

に
し

て
あ

る
が
、

大

小
を
交
錯

し

て
め

る
の

で
比
較

的

に

堅

牢

が
保
た

れ

て
あ

る
。
　
而

し

て
上
す

る

に
随

ひ
、
　
漸

久
外

に
追

う
出

さ
せ

て
ゐ

る
の

で
、

面

は
軽

い
内

曲

線

を
描

き

つ
ゝ
天
丼

に
接

す

る
。
　
こ
れ

は
小

日
積

竪
欠
式

石
室

に
普
通

と

す

る
梼
築

で
あ

り
、

異

と
す

る
に

足

う
な

い
。

石
室

は

そ

の
長

軸

北

一
度
ゎ　
印
ち

北

よ
う
東

に

一
度

の
偏

♭

で
あ

る
か
ら
殆

ん
ど
南

北

に
近
く
、

共

の
長

さ
著

し
く
、　
全
長

七
。九

米
、

略

ば
共

の
中

央
部

が
や

ゝ
総

れ

て
、
　
こ

ゝ
に
前

室
と
後
室

と

の
区

別

を
す

る

こ

と

が
出

本

る
。
（舞
す面
錮
衆
爛
Ｊ

今
、

南

を

正
面

と

す

る
と

す

れ
ば
再

南

側

が
前

室
、

北
側

が
奥

室

と
な

る
。

前

室

は
南

端

に
於

い
て
幅

一
米

五
糎
、

そ

れ
よ
う

北
す

る
に
随

つ
て
太

鼓

張
う

に
な

つ
て
最

長

一
二

三
米

と

廣

が
う
、

ま

た

漸

久
狭

ま

つ
て
中

央

総

れ
部

の

七
五
糎

と

な

る
。

後
室

は
、

不

面
形

初

子
板

形

を
な

し
、　
北
端

に
近
く

一
圭

米

と
な

つ
て
最

も
度

い
部

分

を
な

す

の

で
あ

り
、

共

の
不

面

形

に
於

い
て
前

室

と
多

小
趣

を
異

に
す

る
。



石
室

の
天
丼

は
、

石
壁

に
用

ひ
た
板
放
岩

と
同

じ

厚

さ
の
大
形

板
放
岩

を
架

し

て
天
丼

石

と

な

し
、

更

に

共

の
各

石

の
合

せ
目

に
、

小

形

の
板
放
岩

を
目
寒

と

し

て
用

ひ

て

ゐ

る
。

舗
触
霧
粒
田
鰺

此

の
天
丼
石
構
築

の
様

式

は
、

後
室

の

み

に

つ
い
て
精

査

し
ｋ

の

で
あ

り
、

前

室

は
墳

丘
上

面

よ
ぅ

の
時

間

の
開

係
上
稜
掘

調
査

を
略

す

る
の
上
・む

な

き

に
至

っ
だ
が
、

大

盤

に
見

て
後
室

と
同

一
趣

の
構

説

の
も

の

で
め

つ
た

こ
と
は
、

前

室
内
部

よ
う
仰

ぎ
見

た
時

の
観
察

に
よ

つ
て
之

を
推

定

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

石
室

の
天
丼
石

上

か
ら
、

左
右

雨
側
壁

の
外
部

に
か
け

て
結

土

を

厚
く
覆

う

て
あ

つ
た
。
　
天
丼
都

上

が
最

も

厚
く
、
　
一
五
糎

乃

至

二
〇
糎

の
厚

さ
と
な

ぅ
、

左
右
壁

は

そ

れ
よ
う

も
や

ヽ
薄

く
、

以

て
石

室
底
都

と
同

じ

高

さ
ま

で
包
被

し

て
あ

っ
た
。

鳥
帥
ぜ

こ
れ

が

上
面

及

び
側

面

よ
う

の
水

繰

を
避
除

せ
ん
が
烏

め
の
構

設

で
あ

る
こ
と

は
言

ふ
迄

も
な
く
、
　
こ
撤

が
あ

つ
に

こ
と

か

ら
し

て
、

石
室
内

は
よ
く
乾

燥

が
保

淀

れ

て
あ

つ

た

こ
と
は
特

筆

せ
ね
ば

な

ら

ぬ
。

石
室

は
、

地
表

面
帥
ち
墳

丘
原
表
面

か
ら

そ
の
粘

土
被

覆
部

頂

上
ま

で
の
深

さ
が

二
共

米
内

外
め
う
、

石

室

は

天
丼
石

下
面

よ
う
底
部

ま

で
の
深

さ

一
共

米
、

随

つ
て
墳

丘
面

か
ら
石
室

底
都

ま

で
の
深

さ
四
圭

米
内

一外
と
な

ぅ
、
　
一
般
古

墳

よ

ぅ

も

四
五
十
糎

の
餘

分

の
深
度

を
示

し

て
ゐ

る
。

今
、

如

上

の
事
貨

に
基

い
て
石
室
樵

設

の
順
序

を
想
像

す

る
に
、

先

づ

石
室

を
積

成

し
、

此

に
遺

骸

及
び

副

葬

品

を
歳

め
杞
後

に
天
丼
石

を
渡

し
、

然

る
後

に
粘

土

を

以

て
上
面

及
び
左
右
前

後

の
側
面

を
被

擾

し
た

・の

で
め

う
、

共

の
後

に

恐
ら
く

再
び

丘
上

を
積

上
げ

て
墳

丘
全
部

の
工

事

を
完

成

し
に

の

で
め

ら

う
。（後

藤

・
内
藤
）

室

　

（ツ
　

構
　
造

一
一
玉



石

室

内

に

於

け
る
遺

物舛凛″　
　
エハ

石
室

内

に
於

け

る
遺

物

石
室
内

は
乾

燥
度

も
よ
く
、

か

つ
遣

物

の
上

に
覆

上

を
見

る

こ
と

が
な
か

つ
比
。
鍮

恢
第
砂

山

本
石
室
内

は

雨
本

の
滲

透

に
件

つ
て
封
上

の
流

れ
込

み
め
う
，

或

は
遺

物

の
上

に
覆

土

を
見

る

こ
と

も
め

う
、　
以

て
遺

物

配
置

の
素
観

を
招

き
易

い
も

の

で
め

る
。

見

こ
ろ
が
本
古

墳

に
め

つ
て
は
、

石

室
覆

粘

土
縞
望

の
完

全

に
近

い
烏

め

で
あ

つ
た
ら

う
。

か

ヽ
る
自
然

的

被

害

が
な

か

つ
た

し
、

ま

た
密
掘

に
よ

る
人
角

的
攪

飢

も
な

か

つ
た
烏

め
に
、

葬

埋
首

時

の
原
位
置

を
憂

移

さ
れ

る

こ
と

が
極

め
て
妙
ぐ
、

遺

物

の
多
く

が
第

一
人
的

位
置
、

印

ち
最

初

の
位
置

を

保

つ
て
ゐ
た
と
信

じ

て
差
支

な

い
。

今
．　
後
室

か
ら

始

め

て
、　
遺

物
葬

埋

の
状
態

を
識

か
う

と
思

ふ
。

後
室

内
に
於

け

る
遺

物

　

室

の
東

北
隅

に
水

宇

貝
製

釧

鍮
唖
ゼ

ニ
個

が
重

な

う
合

つ
て
ゐ
た
。
編
恢
空

゛

水

字

貝
製
釧

は
、

費

用

の
釧

印
ち

腕
輸

と

し

て
は
や

ゝ
縁

遠

い
威

の
め

る
も

の

で
あ
う
、

両

し

て

こ
の
稜

見

さ

れ

た
位
置

が
第

一
人
的

の
も

の
と
す

る
と
、

他

の
追

物

群

よ
う

や

ゝ
離

れ

て
室

の
東

北
隅

に
あ

る
を
注

意

す

べ
き

で
め

る
。

古

墳

の
型

式

・
石
室

の
構

造

及

び
出

上

の
副
葬

品

か

ら
見

て
、

そ

の
年

代

も
、

ま
た

そ

の
文
化

系

統

も
相

近

趣

し

て
ゐ

る
か
と
思

は

れ

る
山

梨

縣
東

八
代

郡

下
曾
根
村

宇

山

本
銚

子
琢

に
於

て
も
、
　
こ
の
水

宇

貝
製

釧

が

矢

張
う
石

室

の
東

北

の
隅

か
ら
残

見

さ
れ
ｋ

と

い
ム

こ
と

を
聞

い
て
ゐ

る
。

回

よ
う

こ
の
銚

子
塚
獲
掘

の

二
一（



際

は
、

多
数

の
地
方
人

が
興
味

一
途

に
、

何
等

の
飾

制

な
く

し

て
残
掘

し
た

も

の

で
め
う
、

随

つ
て
遺

物
出

上

の
位
置

の
如

き
は
、

第

二
次
的

の
も

の
が
多

か

つ
淀

で
め

ら
う

し
、
　
こ
れ
を
精

確

に

し

て
倍

憑

し
得

る
記

録

と
な

し
得
な

い
も

の
と

い

つ
て
も
よ

い
か

も
知

れ
な

い
。

併

し
若

し

こ
の
水

隼

貝

製
釧

の
副
葬

位
置

が
幸

に
も
第

一
久
的

の
も

の
と

す
れ
ば
、
　
こ
の
松
林

山
古

墳

と

銚

子
塚
と

は
共

に
費

用

に

不
適
営

ら

し

い
水

字

貝
製

釧

を
石
室

の
東

北
隅

に
お

い
て
あ

つ
ｋ

こ
と

に
な

る
。

こ
れ
を
偶
然

の

一
致

と
片
付

け

で
仕
舞

へ
ば

い
ざ
知

ら
す
、

若

し
そ

こ
に
必
然

性

を
認

め
得

る
と
す

る
と
、

何
か
営

時

の
民
間

信
仰

に
関

係

め

る
も

の

で
は
め

る
よ

い
か

と
す

る
も
、

興

味

め

る

一
見
解

で
め

ら
う
。

か

の
東

北
位

を
鬼

門

と

す

る
の
は
或

は
中

世
人

に
創

つ
ｋ

俗
信

仰

か

も
知

れ
な

い
が
、

ほ

う

に
既

に

こ
れ

が
上

代

人

の
間

に
も
あ

う
、
　
こ
の
費

用

品

ら
し
く

な

い
只

製
品

を
以

て
鬼

門
除

け

に
用

ひ
ｋ

の

で
あ

ら

う
と
す

る

の
は
笑

ふ

べ
き
考
察

で
め

ら
う

か
。

回

よ

う

こ
れ

は

一
の
恨

想

に
過

ぎ
な

い
、

吾

々
は

た
だ
今

後

の
類

例
出

現

を
数

へ
得
た

後

に
於

い
て
結
論

に
導

ぐ

べ
き

で
は

め

ら
う
。

北
壁

面

か

ら

Ｔ
〇
五
米

に
始

ま
う
。

三
・〇
五

米
邊

う

に
絡

る
約

二
米

の
長

さ
の
間

に
、

鏡

・
大

刀

・
玉
類

を

一
括
と

す

る
遺

物
群

が
あ

る
。

今
こ　
こ
れ

を
記

載

の
便
宜

上
、

奥
室
遺

物
群

と

呼

ぶ
こ
と

ゝ
す

る
。

こ
の
遺

物

群

一
祥
、

殊

に
奥
壁

よ
う

〒
五
米

め

た
う

か
ら

三
米
め
た

う

ま

で
の
約

下
五

米

の
長

さ
の
間

に
「

腐

蝕

し

き

つ
た
本

質
部

分

ら

し

き
も

の
が
、

遺

物

の
上

を

一
嘗

に
覆
う

て
ゐ
ｋ

の
を
如

何

に
解

す

べ
き

で
め

ら

う

か
。

誰

し

も
考

へ
る
の
は
、
　
こ
れ
を
木

槽

の
腐

蝕

せ

る
も

の
と
す

る

こ
と

で
め

ら

う

し
、
ご
〕
れ

が
最

も

硲
営

な

石

室

内

に

於

け
る
遺

物
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石

室

内

に

於

け
る
遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一天

解

繹

で
め

る
と
思

ム
。

回

よ
う

こ
れ

に
も
難
離

は
め

る
。

第

一
に
金

属

製
釘

を
稜

見
す

る

こ
と

が
出

本
な

か

つ
た

し
、

第

二
に
は

長

さ
が

二
米

に
及

ん

で
ゐ
な

い
。

吾

々
の
精

査

に
於

い
て
、
　
一
片

の
釘

を

も
稜

見
す

る

こ
と

が
出

本
な

か

つ

た
。
　
こ
の
事
賃

に
封

し
て

鋤

製
釘

が
腐

蝕

し

去

つ
た

と

い
ム

こ
と

も
豫

想

さ
れ

る
。

併

し
他

の
副
葬

品

の
鐵

製

品

の
腐

蝕
度

の
著

し
く

な

い

こ
と

に
見

て
、

若

し
釘

を
用

ひ
て
ゐ
た
と

す

れ
ば
、
　
一
片

位

の
釘

は
遺

存

す

べ
き

で
め

る
と
思

は

れ

る
。
　
に
も
拘

ら
ず
、　
そ

の
遺

存

を
見

な

か

つ
た
と
す

れ
ば
、

金

属

製
釘

を
用

ひ

て
ゐ

な

か

つ
淀
と

す

べ
き

で
め

ら
う
。

と

は

い

へ
金

属

製
釘

を
用

ひ

て
ゐ
な

い
に
し

て
も
、

木

棺

の
存

在

を
直

ち

に
否

定
す

る

こ
と
は
出

本
な

い
。

竹

製
釘

を
用

ひ

て
ゐ
だ
と

し

て
も
よ

い
し
、　
又
柄

組

み

の
本
構

を
考

へ
て
も

よ

い
。

随

つ
て
釘

を
稜

見

し

得

な

か

つ
た

と

し

て
も
木

棺

の
用

ひ
ら

れ

て
め

つ
た
を
直

に
否

定

は
出

本
な

い
。

ま

た

下
五
米

の
長

さ
の
構

で
は
、

大
人

を
牧

め

る
に
多

少

の
困

難

が
め

る
。

併

し

下
五

米

の
構

で
は

不
可

能

と

い
ふ
諄

で
も
な
く
、
　
又
そ

の
本

質
部

分

ら

し

い
も

の

ゝ
携

が
う

を

の

み
以

て
し

て
、

木

棺

の
長

さ
と

す

る

こ
と

に
も
無

理

が
あ

ら

う
と
思

ム
。

早
く

も
朽

失
し

去

つ
た
部

分

が
め

つ
淀
か

も
知

れ

な

い
。

で
今

は
、
　
こ

ゝ
に
木
槽

が
め

つ
た
ら

う
と

い
ム
想
定

を
可
能

と
し

て
お
か
う
。

そ

の
本

構

か
と

す

る
部

分

の
北
位

に
、

大

刀

が

二
日
、

珈

身

が

二
Ｈ
、

共

に
鋒
を

北

に
向

け

て
横

へ
て
め

つ
た
。

偏
餓
磨
鞘

朝
σ
由

泰
、

石

室
と

か
、

粘

土
柳
と

か

に
於

い
て
遺

骸

に
副

へ
て
葬

る
大

刀
身

は
、

本
例

の

如

き
配

列
様

式

を
捺

る
も

の
も
あ

る
が
、

多
く

は
遺

骸

の
左
右

雨

側

に
副

へ
、

以

て
後

世

い
ふ
魔

除

け

の
様



式

を
探

る
よ
の

が
多

い
。

随

つ
て
本
例

の
如

き
配

置

の
も

の
を

も
同

一
意
義

部
ち
魔

除

け

の
も

の
と

す

る

こ

と

は
、

或

は
無

理

で
あ

る
と

い
ム
批

評

を
受

け

る
か

も

知

れ
な

い
。

併

し
本
古

墳

に
於

い
て
も
、

南

室

に
於

い
て

こ
そ
大

刀

も
武

器

木
本

の
意
義

を
持

つ
ｋ
も

の

と

し

て
埋
葬

さ
れ

た
と

し

て
も
よ

い
が
、
　
こ
の
北
室

に

於

て
は
、

利
器

と

し

て
は

こ
の
四

日
の
刀
剣

の

み

で
あ

つ
た

の

で
あ

う
、

他

に
利

器

・
武

具
を
作

つ
て
ゐ
な

い
の

で
あ

る
と

い
ふ

こ
と

を
考

へ
る
と
、

配
置

こ
そ

異
様

で
あ

る
が
、

意
義

は
除

魔

に
め

う
と
し

て
も
、

張

ち

附
含

の
読

と
も
な

る
よ

い
。

こ

の
大

刀

の
柄

の
部

分

下

鳥
胡
鬱
叶
Ю
し

に
は
、

碧

玉
岩

製

の
釧

二
個

偏
釉
輩

朗

二

日
の

下
為
凱
諄
藩
Ю
υ

に
於

い
て
、

布

畠

の
腐

蝕

物

ら
し

き
も

の

ゝ
堆

積

し

て
ゐ

る
中

に
、

碧

玉
岩

製
管

玉

五
十

個

が

一
塊

と
な

つ
て
存

在

し

て

ゐ
た
。

由

本
石
釧

の
出

土

す

る
場
合

を
見

る

に
、　
明
か

に
遺

骸

が
釧

と

し

て
腕

に
纏

つ
て
ゐ

る
場

合

も
あ

り
、
　
又
数

十
個

が
群
在

し
、　
こ
れ

が

腕

か

ら
外

さ
れ

て
集

め
ら

れ
、
　
一
つ
の
蒐

集

と

な

つ
て
ゐ
た
ら

う

と
思

は

れ

る
場
合

も

め

つ
た

の

で
め

る
。

本

例

に

於

て
は
、

僅

か

二
個

の
出

上

が
あ

つ
た

の

み

で
あ

り
、
　
こ

れ

が
腕

に
は

め
ら

れ

て

る
た

の

で
あ

る
と

し

て
も
差
支

な

い
が
、

後

に
述

べ
る
が
如
く
、
　
本
音

墳

に
於

い
て

は
遺

骸

が
そ

の
頭
都

を
刀
珈

身

の
柄

頭
邊

に
お

き
、

南

に
向

つ
て
展
葬

さ
れ

て
ゐ
ｋ
ら

う
と

信

ぜ
ら
れ

る
紬

も
め

る
の

で
、

今

は
暫

く
、
　
こ
れ
を
腕

か
ら

外

し

て
頭
邊

に
お

い
た

も

の
と

し

て
お

か
う

と
思

ム
。

管

玉

五

十

個

も
同

様

に
考

ム

ベ
く
、

布

畠

に

つ
ゝ
ん

で

一
括

を
頭
邊

に

お

い
た
も

の
と

し
よ
う
。

刀
蝕
身

の
柄

頭

に
接

し

ぬ
醜
麟
待
一。っ

そ

の
南

に

二
湖

二
獣
鏡

輪
蜘
彎

ま

比

そ

の
南

縁

に
お

さ

へ
ら

れ

て
鵬

鉾
∝
）
大
影

の
内

行
花

文
鏡

晶
醜
修

が
、

軌

れ
も
面

を
上

に
向

け

て
お
か

れ

て
あ

つ
ｋ
。

石

室
内

に
於

い
て
鏡

石

室
内

に
於

け
る
遺
物

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

一一
九



石

室
内

に
於

け
る
遺
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

が
副
葬

せ
ら

れ

て
ゐ

る
場

合

を
見

る
に
、

多

く

は
遺

骸

の
頭
部

又
は
胸

・
腹
部
邊

と
思

は

れ

る
都

位

に
於

い

て
、

面

を
上

に
し

て
ゐ

る
の
を
普

通

と
す

る
様

で
め

る
。
　
か

ゝ
る
場
合

に
於

い
で
は
、　
鏡

を
映

像

の

具
と

し

て
副
葬

し

た

の

で
は
な
く
、

面

の
光
映

が
除
魔

に
役

立
ち

得

る
も

の
と

し

て
用

ひ
ら
れ
た

も

の

で
あ

う
、
　
さ

さ
て
本
例

に
於

い
て
は
、

桑

に
腐

朽

せ

る
木

質
部

分

ら
し

い
と

も
し
た
も

の
が
、

雨
面

の
鏡

の
上

に
お
か

れ

て
居

る
と

こ
ろ
を
見

る
と
、

そ
し

て

こ
の
本
質

部
分

ら
し

い
も

の

を
木

摘

つ
部

分
遺

存

と
す

る
と
〔

鏡
は
大
踏
に

見
て
本
市
の
内
部

に
安
か
、
や
て
め

つ
ｋ

ら
う
と
考

へ
る

こ
と
に
委
首
Ｌ
が
あ

る
様

に
思

は
れ
る
。

硬
玉
製
勾
玉

二
個
が

こ
の
鏡
の
南

に
お
か
れ
て
め

つ
た
。

ＢＲ
ち

そ
の

一
は
奉
柱
形
石
製
品
と
共
Ｌ
内
行
花
支
鏡

の
東
南

鍮
醜
麟
第二
一。型

に
、

他
の

一
は
西
南

晶
軸
鰺

に
、

鏡
と
は
僅
か
に
主

四
糎

の
距
雖

の
と

こ
ろ
に
於

い
て
稜
見
し
た
の

で
あ
う
、

そ
の
勾
玉

の
あ

る
邊

に
は
、

細

形

の
碧

玉
岩

製
管

玉

二
十

九

佃

が
朱

に
よ

み
れ

て
散

在

し

て
ゐ
た
。

而
し

て

こ
の
鏡

の
め

る
と

こ

ろ
か

ら
、

玉
類
散

乱

の
部

位

に
は
、

鮮

朱

の
量

も
多

く
、

色

一
段

と
鮮

か

を
な

し
、　
こ
の
邊

う

を
申

心
と

し

て
遺

移

を
安

ん
じ

た

こ
と

を
推

定

せ
し

め
ら

れ

る
も

の
が
め

つ
ｋ
。

併

し
精

査

の
結
果
、
　
一
片

の
骨

を
も
、

／
　　　　　　　　　　　於ォ
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文
骨

粉

ら
し

い
も

の
を
も
残

見
す

る

こ
と

が
出

本
な

か

つ
淀

の

で
め
り
、

以

て
遺

骸

埋
置

の
状
態

を
積

極

に

證

切
す

る
こ
と

は
出

本
な

か

つ
た
。

久

に
そ

の
大
形

の
内

行
花

文
鏡

か
ら
東
南

五

〇
糎
、

石

室

の
申

軸
線

か
ら

は

三
五
糎

許

う
東

に
そ
れ
、

石

室

東
壁

に

近
く

接

し

て

畠
伽
懸

矢

張

う
面

を

上

に
し

て

凹
獣
鏡

一
面

鍮
軌
曽

が
め

つ
た
。
　
こ
の
位
置

は

恐
ら

く

第

二
人
的

の
も

の

で
め
う
、

最
初

は
失

張
う
石
室

の
申

軸
線

上
な
う
、
　
又
は

こ
れ

に
近
接

す

る
と

こ
ろ
な

う

に
お
か

れ

て
め

つ
た

こ
と

ゝ
思

は

れ

る
。

卸

ち
木

棺

の
腐

朽

に

つ
れ
、

何
か

の
原
因

で
石
室

壁
側

へ
す

べ

つ
て
行

つ
ｋ

の

で
め

ら
う
と
思

ム

の

で
あ

る
。

以

上

で
北
室

の
遺

物

を
絡

る
。

衣

に
南

室
遺

物
群

を
見

よ
う
。

南

室
と

北
室
と

は
、

既

に
石
室

が
そ

の
中

央

に
於

い
て
盗

れ
を
示

し

て
、

雨

室

の
分
界

を
明

か

に
し

て
居

る
が
、
倫
敵
購
を一
カ
覇
づ

更

に
遺

物

も

全
く
種

類

を
異

に
し
、
　
一
面

の
内

行
花

文
鏡

の
外
は
、

す

べ
て
が
武
器
開

係

の

も

の
と
な

つ
て
ゐ

る

こ
と

は
既

に
最
初

に
も

述

べ
て
め

る
。

石
室

の
南

壁

に
接

し

て
鐵

製

の
短

甲

一
領

が
お
か

れ

て
あ

つ
た

が
、

為
伽
摩

琢
幸

天
丼
石

の

一
部

が
剣
落

し

た
烏

め
に
共

の
下

に
屋

し

つ
ぶ
さ
れ

て
細
片
と

な

ぅ
、

四
邊

に
散

気

す

る
の
状

態

を
示

し

て
ゐ
た
ｏ

石
室

の
西
壁

に
縁

つ
て
鉾
身

三

日
が
、　
鋒
を

北

に
向
け

て
お
か
れ

て
め

う
、

晶
帥
彎

そ
れ

か

ら
連

つ
て
南

へ
、

木

製
柄

の
腐
蝕

し
切

つ
ｋ

も

の
を
離

々
と

し

て
辿

う

得

べ
く
、
　
こ
れ

に
よ

つ
て
三

日
と
も
長

さ

二
Ｉ

米

の

全
長

（
柄
身

を
合

せ
て
）

を
も

つ
て
ゐ

た

こ
と

を
想
定

し

得
ら

れ
た

の

で
め

る
。

上
七
時
代
の
鉾
が
い
柄
を
加
へ
て
ど
の
位
の
長
さ
を
も
つ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
善

々
の
是
非
知
悉
し

石
室
内
に
於
け
る
遺
物

う
一
一



〓
一
三

石

室

内

に
於

け

る
遺

杉

た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

確
資

な
材

料

と

い
ム
も

の

が
稜

見

さ
れ

て
ゐ
な

い
。

随

つ
て
本
例

の
如

き
は
、

僅

か

に
腐

朽

し

去

つ
淀
柄

の
め

と

を
追

跡

し

て
の
想
定

で
は
め

る
が
、

鉾

の
長

さ

三
二

米
と

い
ふ
敷

は
今

後

の

重

要
資

料

と

な

ぅ

得

る

で
あ

ら
う
。

石
室

の
中

央

に
遺

物

が
堆

然

と

し

て
お

か
れ

て
あ

つ
だ
。

先

づ
南

の
方

か
ら
数

へ
て
行
く

と
、

鎗
飽

一
個

と

並

ん

で
鎌
身

七
佃

・
難

十
敷

佃

・
鎌
身

数

個
と

が
あ

る
。
　
こ
れ
ら

が
石
室
長

軸

に
直
角
、

帥
ち

束

西

に
並

べ
て
め

つ
ｋ

の

に
封

し

鍮
蝕
ぜ

そ

れ
と

は
直
角

に
、

印
ち

石
室

長

軸
線
．
と

手

行

に
斧

頭

十

七

個

・
鉾
身

敷

個

が

あ

う
、

更

に
そ

の
北

に
鋤
鏃

が

一
塊

を
な

し

て

ゐ

る
。
輸
蝕
彎

こ
の
餓
鏃

の
下

に
は
更

に
銅
鏃

八

十

個

が
、
　
こ
れ

も

一
塊

を

な

し

て
居

う
、

共

に
そ

の
鋒

は
比
較

的

よ
く

．
整

つ
て

一
列

を
な

し
、

恰

か

も
靭

に
盛

ら

れ
柁
ま

ゝ
葬

ら

れ
ｋ
も

の
か
、
　
又
は
副
葬

に
め

に

つ
て
、
　
そ

の
整

置

に
相
営

の
留
意

を
加

へ
た

も

の

ゝ
如
く
思

は

れ

る
。

殊

に
吾

々
の
興

味

深

く
見

淀

の
は
、

失

の
長

さ
を
推

定

し

得
た

こ
と

で
あ

る
。

部
ち

そ

の
鏃

に
附
着

し

て
箆

の

一
部

が
北

に
向

つ
て
並

行

し

て
お
か

れ

て
居

ｂ
、

か

つ
鏃

の

鋒
か

ら
測

つ
て
北

に
八

五
糎

許
う

？
と

こ
ろ

に
、

筈

窓

に
使

つ
に
と
思

は

れ

る
樺

皮

や
朱

漆

の
部

分

が
群

在

し

て
居
う
、

晶
帥
鰺

以

て
失

の
全
長

八

五
糎
内

外
■

部
ち

二
尺

入
寸

内

外

で
め

つ
ｋ
ら

う
と
推

定

し

得

る
資

料

を

供
典

し

て
く

れ
た

の

で
め

る
。

ま

に

そ

の
腐

朽
し
議

し
た
箆

の
堆
積

の
中

か
ら
、

籐

の
褒

片

と

も
見

ら

れ

る
も

の

が
稜

見

さ
れ
淀
。
　
こ
れ

が

か

の

正
倉
院

御

物

に
見

る
様

な
胡
繰

類

の
遺

片

で
め

る
か
、

又
は
籐

製

の
靱

の
礎

片

で
め

る
か
、
　
又
は

こ

れ

ち

に
関

係

の
な

い
も

の

ゝ
混

入
で

あ

る
か
は
、

そ

の
際

麟
片

が
如

何

に
も
少
数

で
あ

る
熔

め

に
論

甑

し
難



い
が
、

少

く

も
矢

を
盛

る
容

器

が
あ

つ
ｋ

の

で
は
な

い
か
と
思

は

れ

る
と

こ
る

に
血
（
味

が
め

る
。

大

に

こ
の
籐

製
靭

の
名
褒

か
と
思

は

れ

る
腐

蝕

物

の
中

に
混

じ

て

（岬
伽
鰺
竪

巴
形
鋼
器

三
佃
鍮
軌
ぜ

の
覆

見

さ
れ

た

の
は
典

味

が
深

い
。

そ

の

一
に
は
一異
に
布

片

の
附
着

が
め

う
、
　
何

物

か

に
布

を
張
う

つ
め
た

も

の

ゝ
上

に
座
金

物
と

し

て
用

ひ
ら

れ

て
ゐ
た

こ
と

を
想

は

し

め
ら

れ

る
も

の

が
あ

る
。
　
而

し

て
そ

の
中

の

二
個

は

面

を
上

に
し
、

礎

う

の

一
為
蝕
瞥

は
背

を
上

に
し

て
ゐ
ｋ
。
晶
軌
務
れ
痒
ど

巴
形
銅

器

の
出

土
古
墳

は
敷

例

あ

る
。

併

し
そ

の
現

れ

も

が
出

土
状
態

を
明

か

に
し
得

る

こ
と

の
出

本
な

い
も

の

で
め

つ
ｋ

の

に
封

し
、　
本
古
墳

に
於

い
て
は
、
　
こ
れ

が

何

に
用

ひ
ら

れ
た

か

に

つ
い
て

の
明
確
な

る

知

見

を
得

る
迄

に
は

行

つ
て
ゐ
な

い
が
、

兎

に
角

に
靭
関

係

の
も

の

で
あ

る

こ
と

を
祭

知

し
得

る
も

の

ヽ
め

つ
淀

こ
と

は
特

記

し
得

る

で
め

ら

う
。

な

ほ

こ
の
巴
形
鋼

器

の
下

に
於

い
て
，

珈
身

数

日
が
鋒

を
南

に
し

て
横

へ
て
め

う
、

又
矢
関

係

の
遺

物

群

に
接

し
、

そ

の
北

に
ま

た
珈

十
数

日
が
鋒

を

北

に
し

て
横

へ
て
め

つ
た
。
　
為
鋭
鰺

而

し

て

こ
れ
ら

の
遺

物
群

か

ら
や

ヽ
離

れ

て
そ

の
北
位

に
、

帥
ち

後
室

と

の
中
間

に
内

行
花

支
鏡

一
面

馬
戴
ピ

が
面

を
上

に
し

て
お
か

れ

て
あ

つ
た
。

為
鍼
餅
）

以
上
記
載

の
如
く
、

南

室

帥
ち
前

室

に
は
、

武

器

を
主

と

し

て
の
副

葬

品

が
め
う
、　
明
か

に
後
室

と

は
そ

の
副
葬

品

の
種

類

に

つ

い
て
異

な

る
も

の
が
あ

る
。

今
、
　
こ
の
雨

室

に

つ
い
て
考

ム

る
に
．

凱

に
記
載

に
も

こ
れ

を
肯

認

し

て
ゐ

る
が
如
く
、

南

室

が
前

室

で
め

う
、

北
室

が
後
室

で
め

つ
に
と
考

へ
て
よ

い
も

の

が
あ

る
。

□

よ
う

こ
の
雨
室

が

一
の
竪
穴
式

石
室

を
な

す

も

の

で
あ

う
、
　
か
の
横

穴
式

石

室

の
如
く

に
美

門

及

び

石

室
内

に
於

け
る
遺
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三

一



石
室
内
に
於
け
る
遺
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四

玄

室

の
Ｅ

別

を
明
際

に
し

得

る
も

の
は

な

い
。

ま

た

吾

々
が
上
野

囲
多

野

郡
手
井
村

大
宇
白

石
稲
荷

山
古
墳

に
於

い
て
経
験

し
た

る
が
如
く
、

竪

穴
式

石
室

の
長

軸

が
そ

の
墳

形

の
長

軸
と
合

す

る
も

の

で
め
う
、

明

か

に
室

の
前

後

を
巨

別
し

得

る
も

の
と

も
異

な

ぅ
、

本
例

に
於

い
て
は
、

前

方
後
周
墳

の
長

軸

と
直
角

を
な

し

て
石

室

の
構
築

せ
ら

れ
、

石
室

そ

の
も

の
か

ら

は
、　
そ
の
前

後

を
区

別
し
得

る
も

の
は
な

い
の

で
め

る
。

と
は

い

へ
、

本
石
室

の
遺

物

配
置

を
見

る
も

の
は
、

誰

し

も
遣

骸

が
南

室

に
葬

ら
れ

た
も

の

で
は

な
く
、

北
室

に
そ

の
位
置

を
有

し
淀

も

の

で
め

る

こ
と

を
承
認

す

る
に
異
議

は
な

か

ら
う
。

而

し

て
常

識

と

し

て
、

室

の
八

日
に
遺

骸

を
安

ん
じ
、

奥

に
副
葬

品

を

お
く

こ
と

を
す

る
も

の

で
は
な

い
こ
と

を

も
承
認
す

る
に
異

議

は
な

か
ら

う
。

古
墳

の
横
欠

式

石
室

が
南

に
羨

門

を
有

す

る

こ
Ｌ

の
多

い
こ
と

は
人

の
知

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

殊

に
古
墳

時

代
末

期

に
於

い
て
著

し

い
こ
と

は
夏

め
て

こ
れ

を
識

く

ま

で
も
な

い
。
　
こ
れ
が
支

那

の
思

想

に
受
け

た

も

の

で
あ

る
か
ど
う

か
は
明

か

で
な

い
と
し

て
、
　
そ
し

て
そ

の
風

の
行
は
れ
た
最
初

の
時
代

を
明

か

に
す

る

こ

と

は
出

本
な

い
が
、
　
こ
の
松
林

山

古
墳

築

造

時

代

に
そ

の
風

の
め

つ
た
か
ど

う
か

を
積

極
的

に
明

か

に
し

得

な

い
と

し

て
ょ
、　
そ

の
逆

も
兵

で
め

る
と

い
ム

こ
と

を
論

證

し

得
な

い
限

う
、

本
例

に
於

い
て
南

が
前
、　
北

が
奥

で
め

つ
セ

銹

う
と

い
ム

こ
と

を
、
　
こ
の
方
面

か

ら

も
論

證

し

得

る
で
あ

ら
う
。

如

上

の
紬

か

ら
、

吾

々
は
南

室

を
前

室
、
　
北
室

を
後
室

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

し

か

ら
ば
後
室

に
於

い
て

遺

骸

は

ど

ん
な
姿

態

の
下

に
埋
葬

さ
れ

て
ゐ
た

鈴
う

か
。

遺

骸

は

一
人

を

埋
葬

し
た

の

み

で
あ

り
、
　
二
鱒

の
並
葬
■　
三
磯
以

上

の
合

葬

で
な
か

つ
た

こ
と
は
、

遺

物



配
置

の
状
態

に
よ
ら

て
も

こ
れ

を
察

知

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

吾

々
は
遺

物

配
置

の
状
態

を
見

て
、　
こ
れ

が

一
列

を
な

す

も

の

で
め
う
、
　
三
列

三
列

を
な
す

も

の

で
は
な

い
と
論

じ

て
も
獨

囲

の
設

は

受
け

ま

い
。

並
葬

谷

葬

は
古
墳

時

代
後
期

に
普

通

見

る
と

こ
ろ

で
め

る
が
、

前

期

に
於

い
て
は
比
較

的
類

例

が
少

い
。

本
古
墳

は
そ

の
構

造

よ
う

い

へ
ば

明

か

に
前

期

に
属
す

る
も

の

で
め

う
、

後
篇

述

ぶ

る
が
如
く
副

葬

品

も

亦

そ

の
年

代

比
定

を
躊

躇

さ
せ

る
も

の

で
は
な

い
。

随

つ
て
本
石
室

に
於

い
て
並
葬

・
合

葬

が
行
は

れ

て
ゐ

な

い
と

し

て
も

さ
し

て

不
思

議

は
な

か

ら
う
。

し
か

ら
ば

次

に
本
石
室

に
於

い
て
、
　
一
人

で
あ

つ
た
遺

骸

は
如

何
な

る
姿
態

で
、

両

し

て
如

何
な

る
位
置

に
葬

ら

れ

て
ゐ
た

ら
う

か
。

遺

骸

の
位
置

を
明
示

す

る
何
等

の
證

迎

は
な
く
、

遺

骨

の

一
片

を

も
稜

見
す

る

こ
と

の
出

本
な

か

つ
た
本
古
墳

に
於

い
て
、
　
こ
の
種

の
考
祭

を
試

み

る
の
は
甚

し
く
無

理

で
あ
う
、

附
含

以

上

に
出

る

こ
と
は
出

奈
な

い
か
も
如

れ
な

い
。

併

し
弧

い
て
解

絆

を
求

め

る
と
す

る
と
、　
二
面

の
鏡

が
め
う
、

琴
桂

形
石
製
品

や
硬
工

製
勾
工

な

ど

の
お
か

れ

て
め

つ
た
邊

を
中

心
と

し

て
、

石

室

の
長

軸

に
卒

行
し

て
長

く
本
構

が
お
か

れ

て
め

つ
た
。

そ

し

て
そ

の
鏡

の
め

た
う

を
頭
と

し
、
　
四
獣

鏡
を
腹
都

め

淀
う

に
し
、

脚

を

南

に
し

て
伸

展
葬

さ
れ
た
。

石

釧
は
腕

か
ら
外

さ
れ

て
頭

の
上

に
お
か
れ
に
。

管

玉

五
十

佃

も
纏

め
ら

れ

て

そ

の
石
釧

の
附

近

に
お
か
れ
だ
。

遺

骸

に
は
勾

玉

・
管

玉

を
以

て
し
淀
顕
飾

が
飾

ら

れ

て
る
た

の

み

で
あ

り
、

琴
桂

形

石
製
品

も
そ

の
頚
飾

の

一
部

を
な

し
た

で
あ

ら
う
。

勾

工

の

一
は
反
轄

し

て
尾

と
北

に
向

け

て

ゐ
た

が
、

琴
桂

形
石

製
品

及
び
他

の

一
の
勾
玉

は
顕
飾

の
位
置

を
保

つ
て
ゐ
ｋ

の

で
あ

る
。

か
く

し

て
頭
都

が
北

に
め
う
、

脚

部

が
南

に
め

る

石
室

内
に
於

け

る
滋
物
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石

室
に
於

内

け
る
遺
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一孟
ハ

こ
と
は
、

北

を
奥

と
す

る
思

想
と

も

一
致

す

る
も

の

で
あ

る
。
　
こ
れ
が
吾

々
の
遺

骸
埋
置

に
封

す

る
考
察

で

あ

る
。

随

つ
て
鏡

は
木
槽

の
内

部

に
於

い
て
、

遺

骸

の
上

に
お
か

れ

て
あ

つ
に
も

の

で
め

う
、

木

棺
内

に
遠

骸

を
安
置

す

る
時
、

今

日
な

ほ
朝

鮮

に
於

い
て
着

衣

の
類

を
、　
又
わ

が
國

に
於

い
て
着

衣
及
び
他

の
詰

物

を

用

ひ

て
、

遺
骸

と
木

槽
壁

と

の
間
隙

を
詰

め

る
が
如
く
、
　
こ
の
時

代

に
も
相
似

た
風

留

が
あ

つ
て
、

何
物

か

を
詰

物

に
用

ひ

て
居

つ
た
鳥

め
、

遺

骸

は
朽
ち

て
も
鏡

及
び
項
飾

品

は
甚

し
く

位
置

を
動

か
す

こ
と
な
く

し

て
室
底

に
落

付

い
た

も

の

で
め

う
、

腹

都

に
お
か

れ
た
鏡

は
、
　
こ
れ

に
反

し

て
た
う
落

ち

て
位
置

を
甚

し
く

災

じ
ｋ

の

で
は
あ

る
ま

い
か
。
　
さ
れ
ば

こ
そ
、　
こ
の

二
面

の
鏡

を
凌

見

し
た
邊

う
、

印
ち
遺

骸

の
頭
都

附

近

に
未

の
散

布

が
特

に
著

し
か

つ
ｋ

の

で
は
あ

る
よ

い
か
。

固

よ
ぅ

こ
の
考
察

と

反

封

に
、

脚

部

を

北

に
し

二
面

の
鏡

を
胸
部

邊

に
お

い
ｋ

と

い
ム
推

定

も
不
可
能

で

は

な

い
。
　
こ
の
場

合

に
は
、

四
獣
鏡

は
遺

骸

の
頭
部

か
ら
も

や

ヽ
離

れ

て
居

つ
た
か
も
知

れ
な

い
し
、

殊

に

刀
珈

が
卿

部

上
め

た
う

に
お
か

れ

て
居

り
、

し
か

も
そ

の
刀
珈

の
鋒
は

足
よ
う

も
外

に
出

て
反
当

方
向

を

さ

す

位
置

に
あ

つ
比
と

い
ム

こ
と

に
な

つ
て
本
、

や

ヽ
読

の
難
離

を
見

る
が
、

釧

が
遺

骸

か
ら
離

さ
れ

て
ゐ
た

と

い
ム
苦

し

い
解

繹

に
救

の
手

を
差
出

し

て
く

れ

る

こ
と

に
な

る
の

で
、

可
能

性

の
あ

る

こ
と

は
め

る
と

い

ム

こ
と

に
な

る
。

回

よ
う
従

本

の
稜

見
例

の
中
、

石
釧

が
明
か

に
遺

骸

の
腕

に
着

装

さ
れ

て
ゐ
ｋ
と

い
ム

こ

と

を
確
證

し

得

る
も

の
は
数
例

め

る
に
過
ぎ
な

い
し
、

他

の
大
部
分

は
、

積

極
的
證

左

は
な

い
と

い

つ
て
よ

い
。
　
夫
れ
故
．　
本
例

に
於

い
て
も
、

石
釧

の
位
置

に
、

腕

を

も

つ
て
行
く

こ
と

に
努

め
る
必
要

は
な

い
し
、

秀

々
吾

々
は
前

の
考

の
方

に
委
営

性

を
認

め

る
の

で
あ

る
。

∩
藤
・
後
膠



第
　
七
　
　
出

土

遺

物

前

章

に
述

べ
た

が
如
く
、

本
遺

蹟

に
於

い
て
石
室
内

の
遺

物

は
．

密
掘

の
厄

に
遭

う

に

こ
と

も
な
く
、
　
又

石

室

天
丼
都

等

の
覆
被

の
完

全

に
近

い
烏

め
も
め

つ
て
、

土

砂

に
埋
没

せ
ら
れ

る
と

か
、

雨
水

に
よ

る
第

二

久
的

位
置
憂

夏

等

の

こ
と

も
な
く
、

文
字
通

う

に
原
位
置

に
近

い
と

こ
ろ

に
あ

つ
た

の
は
特
筆

に
値

す

る
。

久

に
本
石
室

に
於

て
、

前

室

と
後
室

と

の
巨

分

が
め
う
、

後
室

に
は
逮

骸

が

埋
葬

さ
れ

て
ゐ
た
と

い
ム
事

貸

―
尤

も

こ

緯
は

恨
読

で
は
あ

る
が
―
あ

上

か
ら
，

個

々
の
遺

物

の
埋
葬

の
意
義

を
推

知

し
得
ら

れ

る
と

い

ス

こ
と
も

慣
値

の

一
に
敷

へ
て
よ

い
。

今
、

遺

物

を
鏡

・
服
飾

品

・
武
器

・
工

具
等

の
順

に
分

つ
て
述

べ
る

こ
と

と
す

る
。

鏡

は

四
面

の
出

上

を
見

に
。

前

室

に
於

い
て
内

行
花

支
鏡

が

一
面
、

後

室

に
於

い
て
内

行
花

文
鏡

一
面
、

神

獣
鏡

一
面

及
び

四
獣
鏡

一
面

が
、　
夫

々
面

を
上

に
し

て
お
か
れ

て
あ

つ
淀
。

今

順
序

に

こ
れ
を
識

か
う
。

内．
往
花．
支．
鏡．

輸
戴
Ψ

前

室
出

上

の
も

の

で
め

る
。

面
径

三
二
共

糎
、

背
径

二

三
二

糎
、

鉦

は
径

三
山

五
糎
、

鉢

高

下
六
糎
、

縁

厚

さ
六
粍
、

面

反
う

七
粍
、

全
面
青
銹

に
覆

は
れ

て
ゐ

る
。

背

文

は

四
葉

座

国
形
鎚

の
葉
間

に

「
長

宜

子
孫
」

の
銘

が
現

さ
れ
、

櫛
歯

文
徘

不
困

支
続

つ
て
内
Ｅ

と
な

り
、

内
巨

に
は
内

行
八
花

丈
審

の
刻

に
櫛
歯

文
徘

め

り
、

外
縁

に
も
櫛
歯

文
蕃

あ

つ
て
、

中

に
有
節

斜

行
並

出

土

遺

物
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出

上

遺

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一天

列

文
幣

を
挟

み
、

外
巨

は
庚

い
素

縁

で
あ

う
、
　
こ
れ

が
支

那
鏡

及
び
築

浪
出

土
鏡

に
普

通

兄

る
も

の
と

同
様

式

の
も

の

で
あ

ぅ
、
　
本
鏡

が
支

那
加

載
鏡

の

一
で
あ

る

こ
と

を
信

じ

さ

せ
ら

れ

る
も

の
が
め

る
。
　
た

ゞ
惣

皓

に
漫

滅

の
傾

向

が
め

り
、

果
浪

鏡

等

に
見

る
銃
利

を
鋏

く

も

の
が
あ

る
の
は
、

万
謂

踏

返

し
鋳

造

の
烏

め

で

あ

る
か
、
　
又
は
鏡

そ

の
も

の

ゝ
流
韓

の
長

さ
を
物

語

る
も
の

で
め

る
か

の
説

れ
か

に
所

囚

を
求
む

べ
き

で
め

ら

う

が
、

之

を
直

ち

に
決

す

る

こ
と
は
出

本
な

い
。

後
室

に
お
け

る
内

行
花

文
鏡

は
回
版

第

一
四
に

に
示

し

て
ゐ

る
。

面
征

三
八
・九
糎

の
大

形
鏡

で
あ

る
。

背
征

二
七
。九
糎
、

鉦

征

四
圭

糎
、

鉦
高

三
二

糎
、

縁

反
う

八
粍
、　
面
背

共

に
苦
銹

に
厚
く
覆

は

れ

て
ゐ

る
．）

背

文
は
国

鉦

に
や

ゝ
長
縮

せ

る
四
花

文
座

め

う
、

櫛
箇

文
徘
、

度

き
凸

圏

を
続

つ
て
内

行
八
花

文
を
内
巨

主

丈

と
し
、

櫛
歯

支
群

が
有

節

斜

行

並
列
文
袢

を
換

ん

で
幅

廣

い
不
縁

を
以

て
外
巨

を
終

つ
て
ゐ

る
。

銘

文
を
鋏

き
、

か

つ
全
船

に
亘

つ
て
施
文

に
銃
利

を
供

く
と

い
ふ
よ

う
も
、

寧

ろ

一
種

の
柔

味

を

も

つ
て
ゐ

る
と

こ
ろ
は
、

本
鏡

を
傍

製
鏡

の
著

例

と
す

る
所
識

を
肯

定

せ
し

め

る

で
め

ら
う
。
　
本
鏡

は

そ

の
大
形

な

る

に
於

い
て
、　
本
邦

出

上

の
第

二
の
大

形
内

行
花

文
鏡

と

し

て
誇
示

し

て
よ

い
。

久

に

四．
騨
鏡．
輸
報
管

は
、

面
径

一
三
二

糎

の
小

形
、

背
径

一
一
・七
糎
、

鉦

径

二
上

六
糎
、

鉦

高

一
生

糎
、

縁

に
於

い
て
の
反
う

三
五
粍
、

内
厘

は
回
座
乳

に
よ

つ
て
四
分

せ
ら

れ

て

四
獣
形
互

に
相

追

ひ
、

櫛

箇

文
袢

め

つ
て
外
巨

と
な
り
、　
外
区

は
鋸

歯

文
袢

二
重

に
綻

つ
て
慶

い
手
縁

に
絡

る
も

の

で
あ

る
。

二．
耐

二．
酢
鉾

鍮
醜
彎

は
面
径

二

一
圭

糎
、

背
径

二
〇
圭

糎
、

鉦
径

三
山

糎
、　
錘

高

一
四
糎
、

縁

の
反
う

六

粍

を
敷

ム

ベ
く
、

背

文

は

二
湖

二
獣

を
主

文
と
す

る
も

の
、

中

央

の
国
鉦

が
基

の
俯
伏

せ

る
形
τ

表

せ

る
は



類

例

の
極

め
て
稀
な

る
も

の
と

い
う

て
よ

い
。

か

の
秦

鏡

に

こ
れ

に
似

淀

文
様

要
素

の
も

の
を
見

る
が
、

彼

れ
は
申

状

鉦

で
め

う
、

此
は
国
鉦

で
め

る

こ
と

に
趣

を

一
に
せ
，

と

な

し
得

る

で
あ

ら
う

が
、

雨

者

に
意
匠

の
連
開

的
関

係

が
な

い
と

は

い

へ
な

い
だ

ら
う
。

、鉦

を
続

つ
て
珠

文
圏

が
め
う
、

内

Ｅ

と
な

る
。

内
匡

は
大
形

の
撲

形

文
座

の
乳

に
よ

つ
て
四
分

さ

出
、

交

互

に
湖

像

・
獣
象

を
配

し

て

二
湖

二
獣
文
と

な

つ

て
ゐ

る
が
、

湖
像

に
は
右

頭

上

に
「
王
父
‘葛

王

母
ｆ一
の
銘

が
め
う
、　
こ
れ

が
東

王

父

・
西
王

母
を
象

せ

る
も

の

で
め

る

こ
と

を
知

る

べ
く
、

獣
象

は

そ

の
形

に
よ

つ
て
詫

及
び
虎

で
あ

る

こ
と

を
推

知

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

吾

々
が

呼
ん

で
紳

獣
銃
、

殊

に
縁

の
形

に
よ

つ
て
三
角

縁

群
獣
鏡

と

な

す

も

の
の
多

く

は
、

群
像

も
そ

の

表

現

の
細
部

に
多

少

の
差

異

は
め

る
が
、
　
こ
れ

が
如

何
な

る
人

物

を
形
象

せ

る
か
を
推

知

し

得

る
手

掛
う

は

な
く
、

獣
象

に
至

つ
て

は

そ

の
表

現

に
厘

別
を
設

け

る
に
苦

し
む

も

の

で
あ

つ
た
。
　
し
か

る
に
本
鏡

に
あ

つ

て
は
上

述

の
如
く

耐
像

に

「
王

父
生
ｊ王

母
」

の
銘

が
め

つ
て

こ
れ
を
確

定

し

得

べ
く
「

獣
象

も
龍

・
虎

の
表

現

を
区

別
し

得
ら
れ

る
し
、

随

つ
て
少

く

も

三
角

縁

二
湖

二
獣
鏡

は
東

王

父

・
西
王

母
と
龍
虎

と

を
交

互

に

表

せ

る
も

の
と

し

て
、

豊

象
鏡

等

と

の
連
開

を
考

ム

ベ
く
、

系

統

不
切

の

こ
の

三
角

縁

榊

獣
鏡

の
研
究

に

一

脈

の
光

明

を

現
じ

た
も

の
と

い
つ
て
よ

い
。

な

ほ
東

王

父
像

の
左
右

脇

に
博

山
燒

？

と
所

謂
奏

人
、

西
王

母
像

の
左
右
脇

に
秦
人

と
島

形
と

を
配

し

て

ゐ

る
の
も
他

に
類
例

め

る
を
知

ら
な

い
。

銘

審

の
文
は
、

一
番
作

明
鏡
甚

□

奇

保
子

宜

孫
富

無
処
正

出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一二
九

′



出
　
　
エエ
　
　
遺
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

と
訓

み
得

ら

れ

る
。

外
Ｅ

支
様

も
亦
特

異

の
も

の
、

外

行
鋸

歯

文
祥

と
波

文
審

と

の
間

に
櫛
歯

文
袢

を
挟

む

の
が
、

此

の
種

の

錠

と
し

て
定

石

で
あ

る
が
、

本
鏡

に
め

つ
て
は
そ

の
中

袢

の
櫛
歯

文
帯

を
略

し
、

之

に
代

ム

る
に
頭

の
丸

い

乳

を
以

て
、　
こ
れ

を
以

て
八
匡

に
等
分

し

て
青
龍

・
白

虎

・
朱

雀

・
立
武

の

四
群

像

及
び

双
魚
等

を
配

し
、

所

謂

獣

袢

を
な

し

て

ゐ

る
。

全
背

文

を
通

じ

て
線

刻
鮮

鏡
見

る

べ
き
も

の
が
め

う
、

銘

文
と
併

せ
見

て
之

を
支

那
舶
載
鏡

と

見

る

べ
く
、

そ

の
年

代

は
後
漠

末

又
は

三
図
代

に
比

定

す

べ
き

で
あ

ら
う
。

服
飾

関

係

の
遺

品

と

し

て
は

勾
玉

・
管

玉

・
石
釧

及
び
琴

柱

形
石

製
品

の

四
種

を
睾

げ

得

る
の

み

で
め

う

一
般
古
墳

副
葬
品

よ
う
見

る
と

き
は
種
類

に
乏

し

い
と

い
は
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

勾
玉

　

一
一
個

を
敷

へ
得

る
の

み

で
め

う
、

墳

形

の
大
な

る
に
比
較

し

て
数

が
極

め
て
少

い
が
、
　
二
佃
と

も

良

質

の
硬
玉

製

の
も
の

で
あ

る

こ
と

は
特

筆

に
値

す

る
。

琴

柱

形

石

製
品

を
間

に
し

て
束

と

西
と

に
分

か

れ

て

ゐ
た

こ
と

は
既

に
前

章

に
之

を
識

い
た

が
、

そ

の
東

位

に
あ

つ
た

の
は
小
形

の
も

の

で
長

さ

二
九

粍

縞
報

嫉
む

西
位

に
め

つ
た
も

の
は
大
形

で
長

さ
三

三
粍

（剤
則
の第
と

共

に
丁
字

を
切
う

か
け

て
ゐ

る
。
　
い
づ

れ
も
勾

玉

と

し

て
の
形

は
整

つ
て
ゐ
な

い
が
、
　
こ
れ
は
古

式

の
硬

玉

製

句
玉

に
普
通

見

る
と

こ
ろ

で
あ

つ
て
、

敢

て

異

と
す

る

に
足
う

な

い
。

管

玉
　

す

べ
て
碧

玉
岩

製

で
あ

る
。

石
釧

の
め

つ
た
と

こ
ろ

の
西
位

に
五

十

佃

が

一
括

鍮
軌
彎

雨

勾

玉

に
件

つ
て
東

位

に
十

四
個

縞
朗
静
告

西
位

に
十

五
個

鍮
朗
・」第も

め
う
、

而

し

て
五
十

個

一
を

な

し

、

括

を

な

す



も

の
は
や

ゝ
太

形

の
も

の
多

く
、

勾
玉

に
件

う

二
十

九

個
は
細
形

の
も

の

で
め

る
。

由

本
古

式
古
墳

出

上

の

管

玉

は
細
形

に
し

て
形

の
整

へ
る
も

の
を
普

通

と
す

る

こ
と

は
徒

本
残

見

の
多
く

の
例

の
示

す

と

こ
ろ

で
め

う
、

本
古
墳

に
於

い
て
も

そ

の
例

に
も

れ
す
、

石
釧

に
接
す

る
も

の

が
太

形

で
め

る
と
し

て
も
、

管

玉

全
麗

か

ら
見

れ
ば
細
形

の
部

類

に
含

め
ら

る

べ
き

で
あ

る
。

挿
国
第
五
　
　
琴
柱
形
石
製
品

（
原
寸
大
）

琴．
杜．
形．
石．
製．
品．
為
期
彎

碧

玉
岩

製
、
全
長

七
・七
糎
、
上

に

動

面
扁

園

の
棒

放
鉦

を
有

し
、　
下

に
左
右

平
均

に
双
脚

を

開
く

と

こ
る

の
形

の
も

の
、
　
而
し

て
そ

の
鉦

の
上

下

に
上

開

き
及
び

下
開

き
の
節

が
め

つ
て
形

を
整

へ
、
　
そ

の
鉦

の

具

上

に
径

三
粍
、

深

さ

一
生

糎

の
国
形
穴

を
穿

つ
て
Ｄ

る
。

學
界

に
於

て
琴

柱

形

石
製
品

と

呼
ば

れ

て
ゐ

る
石

製

品

は
、

そ

の
形

の
聯

想

に
よ

つ
て
典

へ
ら

れ

た
名

で
め

う
、

そ

の
用

途
ま

で
を
規

定

し

た
も

の

で
は
な

い
。

而

し

て
徒

茶

こ
燒
が
綜
谷

研

究

を
試

み
ｋ
學

者

も
極

め
て
妙

く
、

僅

に
そ

の
型
式

分
類

を
論

究

さ
れ

て
ゐ

る
に
過
ぎ
な

い
が
、

果

し

て
綜

括

し

て
琴
柱

形

石
製

品

と
縛

せ
ら

れ

る

も

の

ヽ
す

べ
て
を
同

一
性

質

の
も

の
と

す

べ
き
か
否

か
も

明

で
な

い
。

而

し

て
本
古
墳
出

土
例

の
も

の

の
如

く
、　
そ

の
出

土
状
態

の
明

か
な

も

の
は
他

に
類

例

が
な

い
か
ら
、

出

土
状

態

か
ら
見

て
、

そ

の
性
質

を
論

究

す

べ
き
便
宜

も

な

い
。

闘

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

一



出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
二

今
、

本
古

墳

出

上

の
も

の
を
見

る
に
、

若

し

こ
れ
を
そ

の
位
置

に
於

い
て
出

上

の
も

の
と
相

開
聯

す

る
も

の
と

恨
定

す

る
な
ら

ば
、

明

か

に
句
玉

・
管

玉

と
相
件

う
も

の
と

す

べ
く
、

随

つ
て
共

の
状
態

よ
う

見

て
頸

飾

の

一
部

を

な
す

も

の
と

し

て
よ

い
。

帥
ち

細

形

の
管

玉

が
敷

連
相

重

な

つ
て
項

を
ま

き
、

硬
玉
勾

玉

二
個

が

そ

の
左
右

の
お

さ

へ
を
な

し
．

親
玉

の
位
置

に

こ
の
琴

柱

形
石

製

品

を

垂

れ
ｋ

も

の
と

す

る
の

で
あ

る
。

如

上

の
考
察

は
、

そ

の
出

土

状
態

よ

う
見

て
、

容

易

に
委
営

な

る
を
信

じ

さ
せ
ら
れ

る
の

で
め

る
が
、

遺

品

そ

の
も

の
を
精

査

す

る
と

音
は
、

そ

の

想
定

の
肯

定

に
多

少

の
疇

賭

を
餘
義

な
く

さ
れ

る
。

印
ち

本
遺

品

に
は
糸

を
通

じ

て

こ
れ
を

垂

下
し

得

る
孔

を
有

せ
ず
、

鉦

の
上
頂

に
め

る
穴

は
、　
そ

の
目
的

に
は

何

の
用

を

も
な

さ
な

い
の

で
め

る
。

若

し
強

い
て

こ
れ
を

垂
飾

品

と
見

よ
う
と

す

る
に
は
、

そ

の
鉦

に

あ

る
欠

に
金

属

又
は
本
質

の
棒

を
歓

め
、

そ

の
棒

に
孔
を
穿

つ
必
要

が
あ

る
。

し

か

る
に
出

土
首

時

の
精

査

に
於

い
て
は
、

金

属
品

の
も

の
は
勿
論
、

本

製

の
棒

を
す

ら
穿

め
た

こ
と

を
積

極
的

に
證

明

し

得

る
疫

辺

を

稜

見

す

る

こ
と

が
出

茶
な

か

つ
た
。
　
叉
若

し

差
飾

に
用

ム

る
な

ら
ば
、　
こ
の
形

を

つ
く

る
技

術

を

も

つ
て
ゐ

セ
首

時

の
二
人
達

は
、

寧

ろ
そ

の
推

定

の
如

き
欲

め
込

み
棒

を

工

夫
す

る
よ
ぅ

も
、

そ

の
鉦

の
上
頂

近
く

に

左
右

に
通
す

る
孔

を
穿

つ
に

こ
と

で
あ

ら
う

と
思

ふ
。

か
く

し

て
本
遺

品

を

垂
飾

用

の
も

の
と
す

る
考
察

に
は
積

極

性

を
鋏

く

が
、

併

し
出

土
状
態

よ
う
見

れ
ば
、

瑛
飾

の
親

玉

と
す

る

こ
と

を
団
念

す

る

こ
と

は
困
難

で
あ

る
と

い
は

ね
ば

な

ら
な

い
。
　
で
、

今

は
最
初

の
記

載

の
如
く
、

本
遺

品

を
頸

飾

関

係

の
遺

品

と

す

る

こ
と

を
多

少

の
躊

躇

を
慰

じ

っ
ゝ
肯

定

し

よ

う
と
す

る
も

の

で
あ

る
。



大

に
石．
針

三
個

が
あ

る
。

そ

の

一

（輛
醜
ゼ

）
は

外
径

七
二

五
糎
、

高

さ

一
共

五
糎
、　
他

の

一

（�
‐二‐版笹

）
は

外
径

七
・四
糎
、

高

さ

一
八

五
糎

め

つ
て
、

大

さ
を
や

ゝ
異

に
し

て
あ

る
が
、

等

し
く

浅
緑
色

に
褐
色

を
混

じ

淀
色

澤

を
呈
し
、

碧

玉

製

の
上
質

の
も

の
と

い
つ
て
よ

い
。

前

者

の
方

が
刻

み
目
も
や

ゝ
粗

大

で
め

る
が
、

断

面
固
爺
ど

の
示
す

が
如
く
、

そ

の
肩
ま

で
の
高

さ
は
同
じ

く

一
糎

で
あ
う
、

傾

斜

面

が
や

ゝ
後

者

の
方

を

急

な
ぅ

と
す

る
に
過

ぎ
な

い
。

桑

に
遺

物
出

上

の
状

態

を
記

述

し
た
章

に
於

い
て
述

べ
淀

如
く
、
　
二
脚

二
獣
鏡

の
北
側

に
於

い
て
、

大

刀

挿
固
第
工^
　
　
　
　
　
の
柄
部

の

下
位

か
ら

二
佃
並

べ
ら

れ
た

形

で
こ
の
石
釧

を
稜

見

し
比

の

で
あ

り
、
　
こ
れ

石
釧
輪
断
面
画
　

　

に
接

し

て
管

玉

五
十
個

の

一
群

を
見

た

の

で
あ

る
。

石
釧

は
石

製

の
腕
輸

と

し

て
貨
際

限
笏
物
物
物

１

　
　
の
用

に
一供

せ
ら
れ
比

も
の
も
め

る

こ
と

は
従

本
先

輩

の
読

く

と

こ
ろ

で
あ

ぅ
沐２
こ
れ
を

賓

證

し
比
例

も
あ

つ
柁
の

で
あ

る
。

し
か
ら
ば
、

本
古
墳

の
場

合

に
も
、　
こ
の

二
個

の

灰
勿
物
物
留

２

‐

跡
朗

呻
翔
『

碑
珈

【
鱒

醐
沖

纂
コ

【
的
時

中

管
わ
れ

わ
］
弟

帯

」
朧

蜂
鰤

靭
陣

］

中
が

勾

玉
類

の
出

土
状
態

が
逆

位
置

に
お
か

れ

て
ゐ
た

こ
と

を
豫

想

せ
ね
ば
な

ら

ぬ
し
、

又
南

を
枕

と

い
ム

一
般

様

式

か

ら
見

て
逆

な

埋
葬

を
も
認

め

る
こ
と

も
必
要

と

な

る
の

で
あ

る
。

而

し

て

こ
の
南

枕

を
考

へ
た
時

に

は
、
　
こ
の
釧

と

は
相

接

し

て
ゐ
た
管

玉

五
十
個

が
、

失

張
う
釧

に
用

ひ
ら
れ

た
と

せ
ね
ば
な

ら
な

い
が
、
　
こ

れ

は
費

用

に
な
う

難

い
も

の

で
あ

り
、

か

つ
管

工

一
括

も
、

如

何

に
も

そ

こ
に
集

め
ら
れ

て
ゐ
ｋ
と

い
ム
姿

で
あ

つ
淀
と

こ
ろ
を
見

て
、
　
い
よ

′
ヽ
南

枕
識

の
可
能

性

の
場

き
を
思

ひ
、

吾

々
は

北
枕
識

に
よ
う
多

く

の

出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
三



出
　
　
上
　
　
遺
　
　
杉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

可
能

性

を
認

め
、
　
こ
の
釧

も
腕

か

ら
外

さ
れ

て

こ

ゝ
に
お
か

れ
た

も

の

で
あ
ら

う
と

し
ｋ

の

で
め

る
。

久

に
貝．
針

二
個

が
め

る
。

希
醜
ぜ

共

に
水

字

貝
製
、

そ

の

一
鍮
唖
鬱

は

六
脚
、

脚

端

を
敷

へ
て
長
径

二
五
・

三
糎
、

各
脚

の
根

元

に

二
線

を
並

べ
た

刻
線

が

二
佃
所

に
め

う
、

胴

は

よ
く
磨

か

れ
て
、
　
こ
れ

に
も

二
線

並

刻

が
と

こ
ろ

′゙
ヽ

に
め

る
。

他

の

一
鍮
醜
曽

も

大
脚
、

脚

は
や

ゝ
長

さ
が
短

い
。

長
径

二
五
・九
糎
、

胴

の

一

部

に
鋏

失

が
あ

る
が
、

装
飾

は
前

者
と
相
似

て
ゐ

る
。

只
殻

を
穿

つ
た
中

央
部

の
孔

が
、

卵

形

を
な

せ

る
は
釧

と

し

て
の
普

通

様

式

と

い
ム

ベ
く
、
　
こ
れ
を
貝
釧

と

し
ｋ

こ
と

に
何
等

の
不
都

合

さ
を
蔵
じ

な

い
が
、

著

し
く
支
出

し
た
脚

は
、

釧

と

し

て
費

用

さ
れ

る
時

に

不
便

極

ま

る
も

の

で
あ

る
。

而

し

て
そ

の
出

上

位
置

も
、
　
こ
れ

を
釧

以

外

の
用
途

を
豫

想

さ
せ
ら
れ

る
も

の

が
あ

る
。

帥
ち

石
室

の
東

北
隅

に
お
か
れ

て
あ

つ
た

の

で
あ
う
、

少
く

も

埋
葬
首

時
遺

骸
と

は
無

開

係

の
も

の
と

さ
れ

ぞ

ゐ
た

の

で
あ

る

こ
と
は

明

か

で
あ

る
。

久

に
武

器

関

係

の
遺

物

を
見

よ
う
。
　
こ
れ

に
は

刀
剣
身
・鉾
身

λ
餓
鏃
・銅
鏃

の
類

が
あ

る
。

刀
剣

は
後
室

に
於

い
て
大
刀

が

二

日
、

剣

が

二

日
あ

つ
ｋ
し
、

そ

の
大

刀

は

二

日
と

も

に
怖

に
特

異

の
も

の

が
め

つ
た
。

そ

の

一
は
柄

に
直
孤

文
装
飾

め

る
も

の

で
め

う
、

他

の

一
は
柄

に
布

を
爆

い
淀
も

の

で
あ

る
。

今

前

者

鍮
釉
ぜ

か

ら
見

よ
う
。

全
長

六
八
糎
、

身

は
鐵
製
、

無

反
う

手
造
、

鋒

に

は
ム
く

ら
著

し
く
、

鞘

は
木

質

の
も

の

ゝ
上

に
漆

塗

し

ｋ

も

の
と

見
え

て
そ

の
遺

片
を
散

見

す

る
。

柄

は
柄
頭

を
供

矢

し

て
ゐ

る
が
、

柄
間

は
先

づ
木

製
柄

の
上
を

布

片

を
以

て
纏

き
、　
鍔

元
と

柄

頭

と

に
近
く
直

弧

文
彫

刻

の
鹿
角

を
嵌

装
し

て
ゐ

る
。

鍔

は
供

失
し

て
ゐ

る



が
、
　
柄
間

と
同
様

に
鹿
角

製

で
め

つ
た
と

も
想
は

れ

る
。

他

の

一
つ

鍮
蝸
ど

の
大
刀

は

全
長

七

二
糎
、

身

は
言

ム
迄

も
な

く
鋤

製

で
直

刀
、

手
造

手
棟
、

輸

は
木

製
、

輸

日
に
樺

皮

を
纏

い
ｋ
痕

を
残

し

て
う

る
。

鍔

は
事

製

か
角

製
か

で
め

つ
た
ら
う

が
、

今

は
朽

失
し

て
姿

を

挿
固
第
七
　
　
奥
室
出
上
大
刀
及
剣
　
ハ
約
玉
分
一
大
）

D

―――
よ
鶏
勢
は
「
椰
冊
順

失

つ
て

ゐ

る
。

柄
間

は
木
質

の
も

の

に
目

の
鹿

い
布

片

で
纏

き
、

そ

の
上

を
や

ゝ
目

の
細

い
布
片

で
纏

き
、

間

隔

を

七
粍
内

外

に
糸

を
蛇
腹

窓

き

に
し

て
ゐ

る
。

柄

頭

は
朽

失

し

て
ゐ

る
。

魏

身

の

二

日
も
袴

を

具

へ
て
う

る
。

そ

の
中

の

一
日

鍮
期
ぜ

は
鞘

木

を

具

へ
て
ゐ

る
が
、

鞘

尻

を
腐

蝕

の

角

め
供

失
し

て
う

る
は
情

し

い
。

併

し

恐
ら
く
鞘

尻
金

具
を
有

せ
ず
、

九
尻

の
も

の

で
め

つ
ｋ
ら
う

と
思

ふ
。

出

上

遺

杉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
五



出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
六

鞘

日
は

一
文
字

を
な

し

て
ゐ

る
。

柄

に
は
柄
木

を
伏

せ
ず
、
　
単

に
布

を
爆

い
ｋ

も

の

で
あ

つ
ｋ
ら

し

い
。

今

そ

の

一
部

を
礎

存

し

て
ゐ

る
。

鍔

を
附
装

し

て

あ

つ
た

と
認

め
得

る
痕

跡
も

な

い
。

全
長

五

二
糎
。

他

の

一
日

（卸
期
ゼ

は
柄
木

の
袴

に
特

異

の
も

の

が
あ

る
。

鋒
部

に
鋏

失
多

く
、

全
長

三
八
・九
糎

を
数

へ

得

る
に
過
ぎ
ず
、

鞘

木

も

一
部

に
遺

存
す

る
に
過

ぎ
ず
、

か

つ
鞘

日
の
部

分

の
鋏

失
し

て
ゐ

る
の
は
遺
憾

で

あ

る
。

併

し
柄

に
於

い
て
は
柄
頭

こ
そ
供

失
し

て

ゐ

る
が
、

董

は

全
長

を
完

全

に
遺
存

し

て
ゐ

る
と
見

る

べ

挿
固
第
八

　

前

室

出

土

銀

（
垂

）

釜

分

天

）
　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

・

そ

れ

に

柄

木

を

伏

せ

、

か

つ

そ

の

上

を

一〇
　一

糸

を
以

て
繁

窓

・
と

し
、

漆

塗

し

て
ゐ

る
痕

跡

が
め

る
。

柄
縁

は
挿

国

に
そ

の
背

を
示

し

て

ゐ

る
に
見

る
が
如
く
、

軽

く

曲
線

を
描

い
て

鍔

縁

に
終

つ
て

ゐ

る
。
　
こ
の
柄
縁

の
様

式

は

本
古
墳

出

上

の
珈

の
作

に
普

通

見

る
と

こ
ろ

で
あ

う
、

前

室
出

上

の
も

の
に
も
類
例

が
多

し

か

ら
ば
前

室
出

上

の
珈

の
怖

は

ど
う

で
あ

ら
う

か
。

今
、

形

を
比
較
的

に
よ
く
遺
存

し

て
ゐ

る
も

の
に

つ
い
て
述

べ
よ
う
。

獅

同
第

八
１

は

全
長

五
〇
二

糎
、

鞘

は
本
質
、

鞘

尻

の
形
式

は

明
か

で
な

い
。

柄

は
菫

の
上

に
本

を
伏

せ
、

そ

の
上

を
糸

で
繁

窓

に
し

て
漆

塗

を

施

せ
し
も

の
、

而

し

て
柄

の
幅

は

四
上

糎

を
数

へ
、

精

と
幅

を
等

し
う
す

る
に
封

し

て
、

重

ね
は
鞘

よ
う

も
や

ゝ
薄

く
、　
し
か
も
そ

の
断

面

は
鞘

と
同
様

式

を
な



し
、

左
右

の
脊

が
九
味

を
有

せ
ず
、

尖

味

な

る
は
柄

と

し

て

の
賃

月

に
適
首

を
鋏

い
て
ゐ

る
。

而

し

て
鍔

縁

は
前

者

の
如
く

に
曲
線

を
な

さ
す
、

柄
縁

近
く

ま

で
重

ね
を
薄

く

せ
す
、

柄

縁

一
糎

位

の
と

こ
ろ

に

て
や

ゝ
角

度

を
な

し

て
縁

に
絡

つ
て
う

る
。

本
遺

品

も
納

日
の
様

式

を

明

か

に
す

る

こ
と

が
出

本

狩
一
い
。

挿
国

第

八
２

は
鋒
部

を
供

矢

し

て
Ｄ

る
が
、
　
全
形

か
ら
見

て
想

定
線

位

の
長

さ
の
も

の
と
見

る

べ
く
、
　
全
長

三
八
糎

内

外

の
短

い

も

の

で
あ

つ
た
ら
う
。

鞘

木

の
怖

は
前

者

と
様

式

を
等

う
す

る
も

の
、

柄

も
柄
木

の
上

を
糸

窓

き
し

に

も

の

で
め

る
。

而

し

て
本
遺

品

に
於

い
て
特

異

と
す

べ
き
は
、

鞘

口
を

比
較
的
完

全

に
遺

存

し

て
ゐ

る

こ
と

で
め
り
、

賃

測
国

の
示
す

が
如
く

柄
縁

の
上

を
被

覆

し

て
ゐ

る
。

柄
縁

の
様

式

を
明

か

に
す

る

こ
と

は
出

本
な

い
が
、

遺

存
部

分

の
柄
間

よ

う
見

て
前

二
者
と

同
様

式

と

い
ム

ベ
く
、

随

つ
て
前

二
者

の
鞘

日
も

こ
れ
と

同
様

に
柄
縁

の
上

を
被

覆

す

る
も

の
と

い
ふ

べ
く
、

鞘

よ
う

い

へ
ば
柄
縁

を
呑

む

も

の
と

し

て
、

吾

々
は

こ
れ
を
呑

日
式

の
鞘

日
と

呼

ん

で
Ｄ

る
。

に
於

い
て
夏

に
明

か

に
さ
れ

て
ゐ

る
。
　
本
遺

品

は
柄
間

の
糸

容

の
上

四
七

‐
　
一Э
　
Ｏ
　
一

苗

懃

４
　
　
　
　
　
献

中・・一

呑

口
式
鞘

日
の
様

式

は
挿

固

第

九
１

出

土

遺

物

(人一分五)(二其)無 上 出 室 前  九第園挿



四
入

出

土

遺

物

に
施

さ
れ
た
漆

塗
部

分

の
遺
存

比
較
的

に
多

く

（櫛
鰤
鰤
制
弥
瀬
飲
餓
碑
普

か

つ
幅

手

九
糎

に
封

し
て
重

ね

三
二

糎

も

め

つ
て
、

柄
と

し

て
の
費

用

に
堪

え

る
。

両

し

て
鍔
縁

は
角

の
め

る
方

の
様

式

で
め
り
、

か

つ
鞘

日
の
破

日
よ
ぅ
見

て
鞘

日
が
約

一
糎

の
深

さ

に
柄
縁

を
呑

み
、

恰

か

も
鍔
縁

が
角

を
な

し

て
縁

を
な
す
部

分

に
於

い

て
鞘

口
縁

を
絡

つ
て
ゐ

る
を
見

る
。
　
こ
れ
が
本
古
墳

出

土
朗

の
鞘

日
様

式

の

一
例

を
な
す

も

の

で
あ

り
、

前

三
者
も

こ
れ
と
同
様

式

を
な

す

も

の

で
め

ら
う
。

挿

目
第

一
０
　

前
室
出
土
飢
　
（
共

三
）

ハ
約

五
分

一
大
）

な

ほ
柄

は
身

の
菫

の
み

に
亘
う
、

身

と

董

と

の
境
印
ち

開

は

柄
縁

に
め

う
、

魏
金

は
等

ろ
鞘

に
呑

ま

れ

て
行
く

の

が
怖

と

し

て
は
普

通
様

式

で
あ

り
、

古
墳

時

代
後
期

の
も

の

に
は
既

に

こ

れ

を
普
通

と
す

る
の

で
め

る
が
、

本
古
墳

出
上

の
期

に
あ

つ
て

は
、

既

に
挿

固
第

七

八

に
示

し

ｋ
諸

例

に
見

る
が
如
く
、
　
又

こ

の
挿

岡
第

九

の
諸

例

に
も
あ

る
が
如
く
、

剣

金

は
な
く
、

寧

ろ

身

の

一
二
題

は
柄
と

な

つ
て
ゐ

る
の

で
あ

る
。
　
さ
れ

ば

こ
そ
柄

幅

が
鞘

幅

と
等

し

い
の

で
も
あ
う
、

鞘

日
が
呑

日
式
と

も
な
ぅ

得

る
の

で
あ

る
。

挿
同
第

九
２

は
柄
木

の
上

に
糸

窓
を

施

さ
す
、

直

ち

に
漆

塗

を

せ

る
も

の
、

柄

の
怖

と

し

て

の

一
様

式

と

な

す

べ
く
、

姉

国
第

九
３

は
柄

の
捧

は
糸

窓
漆

塗

の
も

の

で
め

る
が
、

鞘

日
が

三
糎

近
く

も
柄

を

呑

ん

で
ゐ

る

こ
と

に
於

い
て
特

異

の
様

式

と

し

て
よ

い
．

挿

同
第

九
４

の
柄
縁

の
形
式

は
挿

岡

第

七
３

に
示

し

に
も
の
と

同
様

式

の
も

の
と

い
ム

ベ
く
、
　
前

し

て
鞘

く
(:日
||:〉

  低

‐



回
は
僅
か

に
柄
縁

の

三
四
粍

を
呑
む

に
過
ぎ
な

い
。

併

し
精

日
の
部
分

は
朽

壊
著

し
く
、

烏

め
に

こ
れ
を
鞘

日
の
原

形
と
す

べ
き
か
否

か
を
決

す

る

こ
と

の
出

本
な

い
今

日
、

直

に

こ
の
様

式

の
肯

定

を
急

ぐ

こ
と

は
出

に
過

ぎ
ざ

る
も

の
、

柄

の
大
部
分

は
鋏

失

し

て
滞

の
如

何
を

推

測

す

る
こ
と

は
出

本
な

い
が
、

鞘
木

に
漆

塗

を

施

せ

る

こ
と
を
推

知

し

得

べ
く
、

表
裏

に

こ
れ
を
遺

存

し

て
ゐ

る
。

（朝
肛猷
神版鍛線
）

〇
一　
　
　
　
挿
固
第

一
０
２

も

三

一
・五
糎

の
全
長

を
有

す

る
に
過

ぎ

ざ

る
も

の

で
め

る
が
、

鞘

本

の

一
部

に
漆

塗

の
痕

が
あ
う
、

〇

　

　

『
“
鱒
体

れ
張 ｔこ
却

〔
】
呻
岬

嚇
巧

４
嫌

呻
勲

鞠

会

的
ド

鞠

ゐ

る
を
見

る
の

で
あ

う
、

柄

に
於

い
て
は
柄
本

の
上

に
比

較
的
太

い
撚
糸

窓
の

一
部

を
残

し

て
ゐ

る
が
、

柄

全
部

の
怖

を
明

か

に
す

る

こ
と

は
出

本
な

い
。

な

ほ
本
古
墳

出

上

の
珈

に
挿

回
第

一

一
に
示

せ

る

二
日
が
め

る
。

柄
木
縁

の
形
式

極

め
て
特

異

の
も

の
、

後

世

の
短

刀

に
往

々
見

る
蛤
飢

と
相
似

た
形

を

し

て
う

る
。

本
形
式

の
も

の

に
鞘

を

具
す

る
と

せ
ば
、

所
謂

呑

日
式

の
も
の

で
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

は
明

か

で
め

る
。

な

は
そ

の
身

が
牛

ば

刀

を
な

し
、

鋒

近
く
魏

と

な
ぅ
。

所
謂
菖

蒲
造

う

を
な
す

も

の

ゝ
め

る
は
奇

と

す

べ
き
そ

め

る
。

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

本
な

い
。

挿
固

第

ｒ
Ｏ
ｌ

は

全
長

二
八
圭

糎

を
有

す

る

挿
回
第
一
一　
前
　
室
　
出
　
土
　
鯉

（
其
四
）

（
五
分
一
大
）



出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
〇

か
く

し

て
本
古
墳

に
於

い
て
珈

を
多

く
出

上

し
、

し

か
も
そ
。の
鞘
・柄

に
特

異

の
も

の
が
多

い
こ
と
は
特

記

に
値

す

る
。

珈

は
そ

の
指

を
遠
存

す

る
も

の
極

め
て
少
く
、

そ
の
綜
合

的
研

究

に
十
分

を
求

め

る

こ
と

が
出

本
な

か

つ
た
と

は

い

へ
、

本
古
墳

出

上

の
珈

は
そ

の
方
面

に
寄

典

す

る
こ
と

が
多

い
で
め

ら

う
。

大

刀

は

農

片

の

み

と

な

う
、

型

式

を

明

に
す

る

こ
と

が
出

本

な

い
。

刀
子
帥
ち
短

刀

は

四

日
め

る
。

内

三

日
は
そ

の

二
例

を
挿
岡

第

一
二
２

３

に
示

し
ｋ
如

き
普

通
様

式

の
も

の

で
あ

う
、

・身

の
長

さ

に

比
較

し

て
身

幅

を
や

ゝ
廣

く

し

て
う

る
を
特

徴

と
し

て
ゐ

る

に
過
ぎ

な

い
。

と

こ
ろ

が
、

他

の

一
日
は
挿
固

第

一
二
１

に
示

し
た

が
如
く

全
長

二
三
糎
Ｂ

鋒
都

が
推

定
線

の
如

き
も

の
と
す

れ
ば

二
五
・八
糎

の
長

る
と
な

る
。

身

幅

が
前

述

の
様

式

の
も

の
と

異
な

つ
て
や

ゝ
狭

く
、

中

央

に
於

い
て

一
・七
五
糎

め

る
に
過
ぎ

な

い
。

而

し

て
菫

が
比
較

的

に
長
く
．　
全

長

の
牛

に
近

く
、

か

っ
恐

・
脊

共

に
開

を
明

か

に
し

な

い
。

而

し

て
身

の
雨

手

に
、

脊

に
近
接

し

て
極

め
て
湊

い
が
、　
二
線

の

樋
れ

印
ち

連

樋

の
あ

る
の
は
面
白

い
。

日
本
刀

に
樋

の
指

の
あ

る
は

誰

し
も
知

っ
て
ゐ

る

こ
と

で
め

ら
う

が
、

奈
良

時

代

の
も

の

に
既

に

こ
の
樋

を
見
今
、

上
古

時

代

の
も

の

に
至

つ
て
は
絶
え

て
そ

の

捧

を
見

な

い
の

で
あ

る
。

随

つ
て
吾

々
は
、
　
こ
の
刀

子

の
樋

は

偶
然

的

の
も

の

で
め

る
と

し
、
　
こ
れ
を
以

て
、

日
本
刀

の
樋

の
指

の
起
源

は
既

に
上
古

時

代

に
め

う
と
識

か

う
と

は
思

は

な

い
。

(大一分三)子  刀 ニー第回揮



鉾

は
前

室

に
於

て
の
み
費

見

し
た

の

で
め
う
、

柄

を
有

す

る
も

の
は
、
　
一
般

接

し
た

も

の

ゝ
み

で
あ

う
、

遺

物

群
中
稜

見

の
も

の
は
柄

を
鋏

い
て
ゐ

る
。

今

西
壁

接
在

の
も

の
は
、

そ

の
腐

蝕

せ

る
柄

木

の
痕

を
辿

つ
て

全
長

三
二

米

を

れ

に
よ

つ
て
上
古

時
代

の
鉾

の
柄

の
長

さ
に
封
す

る

一
例

を
提

示

し

得

る

こ
と

た

ゞ
惜

む

ら
く

は
柄
木

の
殆

ん
ど
す

べ
て
を
腐

蝕
供

失

し

て
そ

の
袴

を

明
か

に

挿

固
第

一
三

に
示

し
た

も
の

に
於

い
て
、

鉾
身

に
接

す

る
部

分

の
柄

の
形

式

を

挿
目
第
一
三
　
鉾
　
　
残
　
　
傑

　

（
三
分
一
大
）

仲
＝
ド
仁
′れ
ば
町
ｈ
Ｊ

ゐ

る
の

で
、

鋒

の
様

式

を
明

に
す

る

こ
と

は
出

本
な

い
。

柄

は
本

質

の
も

の

ゝ

た

も

の
、

而

し

て
後
世

の
鍵

の
挿

に
於

い
て

日
金

を
秩

装
す

べ
き
部

分

を
、

や

締
醐
陸
Ｊ

鞘

も
は

め
て
め

つ
た
ら

し

い
。

身

の
上

に
そ

の

一
部

を
遺

存

し

て
ゐ

を
呑

ん

で
る
た
と

兄
え
、
　
こ
れ
亦

一
部

を
遺

存

し

て
ゐ

る
。

身

の

み
を
遺

存

す

る
も

の
は
十

二

日
め

う
、
　
こ
れ
を

そ

の
型
式

に
よ

つ
て
六

身

の
団

面
菱

形

を
な

す

も

の
、

２

３

は
断

面
矩

形

を
な
す

も

の

で
あ

る
が
、

２

を
な
し
、　
鋒
部

は

ふ
く

ら
を
持

ｋ
ず
、

重

ね
を
薄

く

し
、

印
ち

勧
面
矩

形

を
な

遺

物

群

を
離

れ

て
西
壁

に
近

前

者

か
ら

こ
れ

を
読

か
う
。

数

へ
得

る
も

の

で
あ

う
、

こ

は
既

に
前

章

に
之

を
読

い
た
。

す

る

こ
と

が
出

本
す
、

僅

に

見

る

こ
と

の
出

本

る
の
は
嬉

し

い
。

印
ち
鉾

の
身

は
鱗
面

矩

形

を
な
す

も

の
、

身

の
牛

以

上

を
鉄

失
し

て

上

に
、

糸

を
以

て
繁

窓

に
し

ヽ
太

い
糸

で
窓

い
て
ゐ

る
。

る
し
、

鞘

日
の
五

六
粍

は
柄

種

に
分

け

る
。

希
蝸
ぜ

１

は

は
袋
部

に
近
接

し

て
は
方
形

し

つ

ゝ
絡

る
も

の

で
あ

る
が
、

工
一



riヽ
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五
二

３

は
復

原
国

に
示

す

が
如
く
、

既

に
最
初

か

ら

凱

面
矩

形

を
な

し
、　
鋒

に
至

つ
て
多

少

の

ム
く

ら

が

つ
く

も

の

で
め

る
。

４

は
最
初

勧
面

方

を
な

し
、

牛

ば

か
ら

凱
面

三
角

部
ち
重

ね
の
極

め
て
厚

い
刀
身

形
と
な

つ

て
鋒

に
絡

る
も

の

で
め

る
。

こ
の
方
か

ら

三
角

に
移

る
の
は
漸

久
移

行

す

る
も

の
ら

し
く
、

錆

膨

れ

の
角

め
に
明
際

に
国

示

す

る

こ
と

は
出

本

な

い
が
、
　
こ
れ
を
察

知

す

る

こ
と

が
出

本

る
。

５

６

は
手
根

形
と

も

い
ム

ベ
く
、

外
見

を
等

し
う

し

て
ゐ

る
が
、

団
面
固

に
示
す

が
如
ぐ

５

は
鋒

近
く

に
於

て
も
身

の
動
面

が
長

方
形

を
な

し

て

ゐ

る
に
封

し
、

６

は
古
墳

時

代
後
翔

の
も

の

に
普
通

と

す

る
が
如
く
、

身

幅

の
慶

い
珈
身

形

を
な
し

て
ゐ

る
。

鋤
鏃
・銅

鏃

は
箆

を
有

し

て
、

帥
ち

矢

と

し

て

副
葬

さ
れ
た

も

の

で
め

う
、

箆

の

一
部

分
、

殊



に
筈

の
部

分

を
な
す

と

こ
ろ
が
違

存

し

て
居

り
、
　
こ
れ

に
よ

つ
て
矢

の
長

さ
は
八

五
糎

と

い
ム
数

字

を
推

定

し

得

淀

こ
と

は
面
白

い
。

後
世

の
矢

は
箆

の
長

さ

二
尺

三

四
寸

を
普
通

と
す

る
の

で
あ

る
か
ら
、

本
古
墳
，出

上

の
も

の
が
八

五
糎

印
ち

二
尺

八
寸

と

い
ム
の
は
や

ゝ
長

き
に
失
す

る
が
、
　
さ
れ
ば
と

て
否
定

し

得

る
数

で

も
な

い
。

今
、

上
古

時

代

の
箆

の
長

さ
に
開

す

る

一
の
資

料

と

し

て
記
録

し

て
お
け

ば

よ

い
。

鐵
鏃

は

大
部

分
腐

蝕

し

て
原
形

を
失

つ
て
ゐ

る
が
、

形

を
推

知

し
得

る
も

の

に
よ

つ
て
見

る
と
、

挿
固

第

挿
回
奎

五

蛾

鏃

型

式

国

全
添

天

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
五

に
示

し

淀

が
如

く

三
型

式

に
分

つ
こ

¨

鬱
う
　

と
督

管
。
習

ち

身

竃

見

糎

に
近
く
、

か

つ
身

幅

も

三
糎

め

う
、

小

形

の
鉾

と

も

い

つ
て
よ

い
大
形

の
慶
根

で

め

る
。

１

に
は
箆

の

一
部

を
遺

存

し
、

か

つ
そ

の
上

で
樺

皮

で
窓

い
淀

回
窓
を
礎
じ

て
ゐ

る
。

３

５

は

同

一
様

式

の

も

の

で
、

身

の
断

面
一方

を
な

し
、

牛

上
か
ら
鋒

を
な

し

て
ゐ

る
。
　
こ
れ
も
箆

の

一
部

を
遺
存

し

て
ゐ

る
が
、　
日
窓

の
痕

が
見

銹

れ
な

い
。

如

上

二
型
式

の
餓
鏃

は
、

本
邦

出

上

の
も

の
と

し

て
は
極

め
て
特

種

の
様
式

と

い

つ
て
よ

い
。

１

２

の
小
形

の
も

の
は
他

に
も
類
例

が
め

る
の

で
、
　
そ
の
大
形

の
も

の
と

い

つ
て
よ

い
が
、

勤

面

方

を
な
す
３

５

の
類

に
至

つ
て
は
、

寡

聞
内

地
古
墳

出

土

の
も

の

に
類
例

め

る
を
知

ら
な

い
。

而
し

て
か

の
築

浪

古
墳

出

出
　
　
土
　
　
遺
　
・

杉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

大
ゝ

―

＼
ス
和

′
ス
ド

″

ｒ
ヽ



協

(大一分二) 固 式 型 鏃 銅  六―第固挿

五
四

上

の

も

の

に

二
三
類

例

の
め

る

に

見

て
、

若

し

雨

者
聯

開

め

う

と

す

れ

ば
、

鋤

鏃

は

古

い
型

式

で
め

う
、

漠

様

式

を

受

け

た

も

の
と

い

つ
て

も

よ

か

ら

う
。

船
擁

鍮
却
ご

は
八
十
佃
を
数

ム
ベ
く
、　
こ
れ
を

二
型
式

に
分
け
得

ら
れ
る
。

第

一
型
気
は
１
…
血

に
示
し
セ
も
の
で
あ
り
、

吾

々
が

逆
刺
を
有
す

る
有
角
式
と
呼
ぶ
も
の
で
あ

る
。

而
し
て
そ
の
多
く

は
、

身
幅
が
著
し
く
度
く
、

随

つ
て
鋒
の
ム
く
ら
の
著

し

い
も
の

で
あ
る
。
鍮
帥曹
１２
…
壷
は
普
通
尻
瓢
式
と
呼
ぶ
も
の
で
め
う
、

銅
鏃

と

し

て
最

も

一
般

的

の
様

式

の
も

の

で
め

る
。

而
し

て
そ

の
す

べ
て
は
餓

鏃

と
同
様

に
箆

を
有

し
、

失

一
拓

と

し

て
副

葬

さ
れ
比

も

の

で
あ

る

こ
と
は
、

銅
鏃
研

究

上
最

も
興

味
め

る
事
貨

と

い

つ
て
よ

い
。

従

本

一
古
墳

か

ら
稜

見

さ
れ

る
銅
鏃

は
、

そ

の
数
敷

十

に
の
ぼ

る
も

の
は
少
く
、

か

つ
董

に
糸

窓

の
痕

の
あ

る
も

の
は
め

つ
て
も

箆

の

一
部

を
も
附
着

遺

存

す

る
も

の
も
な
く
、

随

つ
て
吾

々
は
銅

鏃

が
矢

と

し

て
費

用

さ
れ
た

か
否

か

を
疑

つ
て
居

つ
た

の

で
め

う
、

級
令

こ
れ

が
矢

と

し

て
費

用

さ
れ

て
居

つ
ｋ

も

の
と

し

て
も
、

後



世

の
上
差

矢

の
如

き
特

殊

の
用

を
な

し
た

も

の

で
あ

ら

う
と

し
ｋ

の

で
め

る
。

し
か

る
に
本
音
墳

に
於

い
て

は
、

鐵

鏃

と
銅
鏃

と
相

並

ん

で
副
葬

さ
れ

て
居

つ
た

に
せ
よ
、

銅
鏃

は

一
塊

を
な

し

て
餓
鏃

と

は

別

の
存

在

を

な

し

て
居

奸
、

鋤
鏃

附
装

の
矢

が

一
括
、

銅
鏃

の
が
別

の

一
括

を
な

し
、

恰

か

も

そ
れ

か
ヽ

が
別

の
靭

に

盛

ら

れ

て

ゐ
た
か

の
如

き
靭

を
な

し
、

以

て
徒

本

の
吾

々
の
見
解

の

一
部

訂

正
を
要

求
し

て
ゐ

る
の

で
め

る
。

銅

鏃
研
究

者

の
看

過
す

べ
か

ら
ぎ

る
事
賞

と

い
つ
て
よ

い
。

久

に
古
墳

副
葬

の
矢

乃

至
鏃

は
本
古
墳

の
例

の
如

く

一
括

を
な

し

て
恰

か
も
靭

に
盛

ら

れ

ｋ
ま

ゝ
の
形

の

も

の
と
石
室

面

に
散

布

さ
れ

る
か
、　
又
は
側
壁

に
縁

う

て
布

置

せ
堅

れ
て
ゐ

る
場
合

と

が
あ

る
。

而

し

て
本

古
墳

に
於

い
て
は
、

そ

の
靱

が
膝

の
類

を
以

て
編

ん
だ

も

の

で

め

つ
た

と
見

る

べ
く
、

箆

の
腐

蝕

片

に
混

じ
．

て
膝

残

片

を
絞

出

す

る

こ
と

が
出

本
比
。

久

に
銅
鏃

の
菫

に
遺
存

す

る
箆

に

つ

い
て
見

よ

う
。

２

は
箆

の
褒

片

に
し

て
竹

又
は
篠

と
見

る

べ
く
、

維

管

束

の
並

ん

で
ゐ

る
を
見

る
。

而

し

て

日
容

に
用

ひ
ｋ

で
あ

ら
う
、

航
糸

窓
敷
條

を
箆

端

に
遺

存

し

て
ゐ

る
。

４

５
７

又
同
様

に
箆

は
竹
、
　
日
窓
は
肺

を
用

ひ
、

而

し

て
共

に
肺
糸

に
撚

う

を
輿

へ
て
ゐ
な

い
。

部
ち
崩

を

そ

の
儘

に
窓

い
て
ゐ

る
の

で
め

る
。

上
古

時

代

の
矢

に
於

い
て

目
窓
等

に
は
樺

皮

を
用

ム

る
の
が
普
通

で
め

う
、

箆

に
も
柳

の
如

き
本

質

の
も

の
を
以

て
し

て
ゐ

る

こ
と

も
あ

る
が
、　
本
古
墳

出

上

の
も

の
は
す

べ
て
箆

は
竹
、

窓

に
は
脱

を
用

ひ

て

ゐ

る
と

い
つ
て
よ

い
。

久

に
本
古
墳

か
ち
は

巴
形
銅

器

翁
凱
ぜ

三
個

が
稜
見

さ
れ

て
ゐ

る
。
　
そ

の

一

（鰤
醜
攣
一仁
中
ど

は
表

を
上

に

し

て
矢
筈

部

に
あ

う

嘉
蝋
鰺

第

二

編
醐
Υ
一仁
判
ど
は
同

じ
・く

表

を
上

に
し

て
鏃

の
北

一
七
糎

の
と

Ｌ
ろ

鍮
蝋
鰺

出

土

遺

物

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

五
五



出

土

遺

物

に
あ
う
、
共
の
三
編
醜攣
一仁羽
ど
は
裏
を
上
と
し
、　
こ

し
う
し
、

五
脚
、

第

二
の
も

の
は
裏

に
布
痕

め
う
、

挿
回
第
一
七
　
　
巴
　
　
形
　
　
銅
　
　
器
　
　
（
三
分

一
大
）

絲

が
附
着

し

て
居

う
、
　
こ

れ
が
何
か

の
座
金

物

に
用

ひ
ら

柱
て
ゐ

に

こ
と

を
示

し

て

ゐ

る
。

巴
形
銅
器

の
出

土
例

は
極

め
て
少

い
。

而

し

て
そ
の

一
は
銅

鉾
銅
魏

と
併

存

し

て

こ
れ
が
青
釦

器

時

代

に

五
六

れ
亦

鏃

の

北

鍮
蝋
野

に
近
く
あ

つ
に
。

共

に
型
式

を
等

か

つ
三
者
共

に
中

央

の
突

起
部

内

面

の
受
金

に
所

の
振

ｒ
ｒ

ィ



遡

る
も
の
あ

る
を
想
は
し
め
ら
れ
る
し
、

他

の
敷
例
も
皆
古
式
古
墳
出
上
の
も
の
た
る
こ
と
の
明
か
な

る
も

の
で
め

る
。

而
し
て
そ
の
執
れ
も
が
出
土
状
態
を
明
か
に
す

る
こ
と
が
出
本
な

い
の
で
、

座
金
物

で
は
あ

つ

た
ら
う
が
、

何
の
座
金
物
に
用
ひ
ら
れ
た
か
を
明
か
に
す

る
こ
と
が
出
奈
な
か

つ
た
。
　
と

こ
ろ
が
本
古
墳

の

場
合

に
は
、

少
く

も
失

に
関

係

め

る
も

の
と

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
し
、

座
金

物

で
め

つ
た

以

上
、

失

に
直

接
関

係

め

る
も

の

で
は
な
く
、　
か

つ
失

が
靭

に
盛

ら

れ

て
あ

つ
淀

と
す

る
以

上
は
，

靭

の
座
金

物

に
用

ひ
堅

れ
た

も

の
と

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

吾

々
は
古
墳

時

代

の
靭

に

つ

い
て
は
、

埴
輸

靭

に
よ

つ
て

そ

の
様

式

の
大

腱

を
察

知

し

得

る
に
過

ぎ
な

い
。

而

し

て
埴

輸

靭

に
巴
形
銅

器

を
附
装

し
セ

も

の

を

見

た

こ
と

が
な

い
。

回

よ
う

埴
輪

靭

は
そ

の
性

質

上
著

し
く

形

式
化

し

た

も

の

で
め

う
、

か

つ
そ

の
時

代

も

巴
形
銅

器

の
行

は

れ

て
ゐ
た
時
代

と

は
相
営

離

れ

て
ゐ

る
。

随

つ
て
埴
輪

靭

に

こ
の
種

の
附

装

を
見
な

い
こ
と

に
よ

つ
て
、

吾

々
の

こ
こ
に
試

み
よ
う

と
す

る
巴
形
釦

器

用

途

（め

／／

′～
―
―
―
―
―
く
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

槻

を
否

定
す

る

こ
と

は
出

本
な

か

ら

う

が
、

さ
れ
ば
と

て
本
古

墳

に
於

け

る
事
賃

は
、

吾

々
の
考
識

を
積
極

的

に
支

持
す

る
も

の

で
も
な

い
。

ｋ
だ
座
金

物

と

し

て
用

ひ

ら

れ

た
、

そ

し

て
そ

の
出

土
位
置

か

ら
見

て
、　
か
く

考

へ
る
を
委
営

と
す

る
と

い
ム

に
過
ぎ
な

い
の

で
あ

る
。

出

土

遺

物

五
七

(大一分四)国 板 甲 甲 短  八―第目挿



五
八

出

上

遺

杉

両

し

て
吾

々
は
申

世

の
逆
頼

鯨

に
用

ひ
ら

れ

る
蜻
蛤

形
角

製

品

の
附
装

の
起

囚

に

つ

い
て
は

何
等

の
知

見

を

も
持

た
な

い
が
ぃ

巴
形

と

い
ひ
、

蜻
蛉

形

と

い
ひ
、
　
こ
れ
を
単
な

る
装
飾

品

と
見

る

こ
と

は
出

本
な

い
。
　
共

に

一
種

の
魔

力

め

る
も

の
と
見

比

で
め

ら
う

こ
と

を
考

へ
る
時
、
　
こ
の
巴
形
銅

器

は
逆
頼

館

の
蜻
蛉

形

と
同

意

義

の
も

の
と
考

へ
る

こ
と

は
笑

ム

ベ
き
妄

想

で
も
な

い
様

で
あ

る
。

以
上

で
武

器

の
紹
介

を
絡

つ
ｋ
。

し
か
ら
ば

次

に
武

装
開

係

の
も

の
と

し

て
短

甲

が
め

る

こ
と

を
述

べ
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

短

甲

は
前

室

の
南

端
、

や

ヽ
西

に
偏

し

て

残

片

が

一
括

と

な

つ
て
残

つ
て
ゐ
杞
。
　
こ
れ
は
最
初

そ

の
位
置

に
短

甲

を
安
置

し

て
お

い
に

の

で
め

つ
淀

ら
う

が
、

革

綴

が
腐

朽

し

て
短

甲

が
形

を
標

し
た
後

で
め

つ
比

か
、

そ

の
以
前

か

は

明

か

で
な

い
が
、　
天
丼
石

の

一
部

が
剣

離

し

て
落

下
し
た
烏

め

に
屋
慣

さ
れ
、

か

つ
鈴

朽

ち

に

も

の
も
あ

つ
て
、

僅

に
褒

片

一

括

を
遺

存

す

る
の

み
と

な

つ
た

の

で
め

ら
う
。

短
甲

で
め
う
、

長

方
形

板
革

綴

の
も

の

で
あ

つ
淀
ら

う

が
、

今

は

そ

の
原
形

を
復

原
す

る

こ
と

が
出

本
な

い
。

今

挿

固
第

一
八

に
そ

の
主

な

る
も

の
を
固
示

し

て
お
か
う
。

な

ほ
本
古
墳

か
ら

は
鎗

飽

●
難

・
斧

頭

の
如

き
工

具
及
鎌
身

を
出

し

て
ゐ

る
。

鎗

飽

は
古
式
古
墳

か
ら
往

々
出

土
例

の
め

る
も

の
、

本
古
墳

出

土

の
も

の
は
身

の
長

さ
八
圭

糎

の
短

か

い
も

の

で
あ

る

に
比

較

し

て
身

幅

手
五
糎

め

う
、

菫

も
ま

た
他

の
も

の

に
比

し

て
著

し
く
短

い
。

副

葬

に
際

し
れ

柄

に
附

装

し
な

か

つ
ｋ

の

で
め

ら
う

か
、

本

質
部

の
遺
存

を
見

な

い
。

挿
回
第
一
九
　
鎗
　
　
飽
　
　
回

（
三
分
一
大
）

ｈ
Ｈ

Ｈ

日

∩
興

十
/



物

(大一分四) 固 式 型 雲 頭 斧  0こ第国挿

獅
岡

第

二
〇

の
も

の

ゝ
中
、

１

２

は

こ
れ

を
難

と

見

る
も

の
も
め

う
，

又
石

斧

に
形

の
似

て
ゐ

る
と

こ
る
か

ら
斧

頭

の
原
始

形

と
見

る
も

の
も
あ

る
。

３

以

下
は
明

か

に
斧

頭
と
な

し

得

る
も

の

で
、

継

計

一
五

個

の
諸

型

式

を
な
す

も

の

で
め

る
が
、

４

５

が
普

通
様

式

で
あ

っ

た

ら

し

い
、

最

も
敷

が
多

い
。

鎌
身

は
農

具
と
見

る

べ
く
、

鐘

製

・
長

方
形

を
な

し
、

所

謂

石
庖

丁

の
短

冊
形

な

る
も

の
に
形

が
近

い
。

七
個

を
出

土

し

て
ゐ

る
。

な

ほ
砥

石

二
個

を
数

へ
る
。

共

に

粘

板
岩

製
、　
そ

の

一
は
長

さ

一
四
圭

糎
、

他

は
長

さ

一

９

六
糎
あ

る
。
曾

橋

・
後
む

語
　
ハー
）

森
本
六
爾
氏

「
琴
柱
形
石
製
品
に
卦
す
る
一
二
の
考
へ
」

（
歴
史
と
地
理

二
一
ノ
一
）
及

『
川
柳
村
脂
軍
妹
の
併
究
』
の
一
節

〔２
）

高
橋
健
自
博
士

「
車
輪
石
鍬
形
石
及
び
石
釧
の
研
究
」

（
考
古
募
雑
誌
一

五
ノ
六
）

五
九



結

語

六
〇

第
　
八
　
　
結

以

上
遺

物

・
遺

蹟

に

つ

い
て
の
記

述

を
線

括
す

る
に
、

古
墳

そ

の
も

の
は
墓

地

の
端

に
築

造

せ
ら
れ
、

長

軸

の
長

さ

一

一
大
山

米
め

る
大
前

方
後
回
墳

で
め
う
、

所

謂
中
都

遠
江

図

地
方

の
中

核

を
な
す
磐

田
原
古
墳

群

に
於

い
て
規

模
雑

大

の
も

の

で
あ

る
は
言

ふ
迄

も
な

い
し
、
　
こ
れ

を
遠

江

國

全
部
、

否
夏

に
駿
河

・
伊

豆

の

二
閲
を
含

め

て
の
縣
内

各

地

の
例

に
求

め
て
も
、

大
古
墳

の

一
を
な
す

も

の

で
あ

る

こ
と
は

明

か

で
あ

る
。

而

し

て
墳

丘
そ

の
も

の

ゝ
形
式

・
構

造

に
見

て
、
　
こ
れ

を
昔
墳

時

代
前

期

の

一
著

例

で
あ

る
と
す

る
考
読

に
何
等

の
疑
義

め

る
を
思

ム
も

の

で
は

な

い
。

印
ち

自
分

は
我

が
國

の
古
墳

と

し

て
特

殊

の
外
形

を
示
す
前

方

後

回
墳

を
、

そ

の
外
形

よ
う

見

て
前

翔

・
中

期

・
後
期

の

三
期

に
分

つ
も

の

で
あ
ぅ
、　
そ

の
中
期

を
界

と

し

て
古
墳

時

代

を
前

期

・
後
期

に
分

け

る

こ
と

の
可
能

な

る
を
読

く

も

の

で
め

る
。

前

方
部

が
後

国
部

よ
う

も

高

さ
低
く
、
　
か

つ
前

方
部

を
な

す
梯

形

の
上
底

と

下
底

と

の
長

さ
の
差
著

し

か

ら
ぎ

る
も

の
、

帥
ち
前

方

部

前

端

の
長

さ
の
著

し
か

堅
ぎ

る
も

の

が
前

方

後
園
墳

の
前

期

を
な
す

も

の
、

前

方
部

と
後
園
部

と

の
高

さ

相

等

し

き
も

の

又
は
相

近

き
も

の

で
め

つ
て
、

前

方
部
前

端

の
開

き

の
著

し

き
も

の
を
中
期

又
は
後

期

と
な

す

も

の
、

全
踏

の
規

模

雑

大
な

財
ず
、

前

方

部

と
後
周
部

と

の
高

さ
相

近

き
も

の
、

寧

ろ
場
合

に
よ

つ
て
は

軒
HH



前

方

部

の
方

が
よ
り
高

き
も

の

に
し

て
前

方
部

前

端

の
開

き
著

し
か

ら
ず
、

雄

大
と

い
は

ん
よ
う

は
寧

ろ
萎

縮

の

慰
め

る
も

の
を
後
期

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

こ
の
見
解

よ
う

い
へ
ば
、

本
松

林
山

は

そ

の
篤
具

の
示

す

と

こ
ろ
、
　
そ

の
貨

測

固

の
物
語

る
と

こ
ろ
は
明

か

に
前

期
様

式

に
属
す

る
も

の
と

い
つ
て
よ

い
。

印

ち
前

方
部

の
高

さ
九
共

米
、

後

国

都

の
高

さ

一
二
・八

米
、

そ

の
差

は

三
二

米
と
め

つ
て
前

方
部

の
低

い
様

式

で
み

う
、

復

原
形

に
於

い
て
後
同
部

の
径

六

二
米
、

前

方

部

前

端

の
長

さ
は
復

原
形

に
於

い
て
四
九

米
、　
そ

の
差

は

一
三
米

で
、

前

方

部

の
幅

が
狭

い
様

式

に
属
す

る

も

の

で
あ

る
。

久

に
前

方
後
国

墳

の
後
期

の
も

の
は
、

手

地
上

に
占

位
す

る
も

の
多

き

に
封

し

て
、

前

期

の
も

の
は

丘
陵

上

又
は
蔓

地
縁

に
近
接
す

る
も

の
を
普

通

と
す

る
と

い
ふ
考
読

を
有

す

る
も

の

で
あ

る
が
、

本
古
墳

も

そ

の

位
置
墓

地
縁

に
位
置

し
、

殊

に
そ

の
後

同
部

を
蔓

地

の
縁

に
お

い
て
ゐ

る
。
　
こ
の
離

か

ら
見

て
も
、

本
古

墳

を
古
墳

時

代
前

期

の
も

の
と
す

る
考

定

を

可
´
能

と

す

る

で
あ
ら

う
。

石

室

の
構

造

も
、

前

翔

識

を
裏
書

す

る
も

の

で
あ

る
。

債

穴
式

石
室

が
後
期

に
比
定

し

得

る
も

の
多

き
は

言

ム
迄

も
な

い
し
、

堅

穴
式

石

室

に
至

つ
て
は
、

前

期

・
後

期

を
通
じ

て

こ
れ
を
見

る
の

で
あ

る
が
、

本
古

墳

の
堅

穴

式

石
室

の
如
く
割

石

小

日
積

の
も

の

に
至

つ
て
は
、

前

期

の
も

の
と
な

し
得

べ
き
も

の

ゝ
多

き
は

既

に
人

の
識

く
と

こ
る

で
め

る
。

出

土
遺

物

の
多
く

も
前

期
識

を
裏
書

す

る
。

鏡

鑑

の
す

べ
て
が
後
漠

代

又
は

三
國
代

に
比
定

し

得

る
も

の

で
あ

う
、

石
釧

・
琴

椎

形

石
製
品
等

の
石

製
品

も
前

翔

に
比

定
す

べ
き
も

の

で
あ

る
。
　
又
銅
鏃

が
前

期

の
も

結
　
　
　
　
　
　
　
凱
山　
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一ハ
三

結
　
　
　
　
　
　
　
語

の

で
あ

る
こ
と
、

殊

に
鐵
鏃

の
著

し
く
古

調

を
袢

び

て
ゐ

る
は
言

ふ
迄

も
な

い
。

巴
形
銅

器

が
青

銅

器
時

代

に
端

を
残

し
、

前

期

に
行
は

れ
た

も

の

で
め

る

こ
と

も
今

日
常

識

と

な

つ
て
ゐ

る
し
、

刀
剣

の
緒

に
於

い
て

も
著

し
く
古

調

を
作

び

て
ゐ

る
し
、

中

に
は
築

浪

出

上

の
も

の

に
類
似

様

式

の
も

の
も
見

受
け

ら

れ

る
。

印

ち
遺

物

よ
う
見

て
も
、

本
古
墳

を
吉
墳

時

代
前
期

に
あ

ぅ

と

し

て
何
等

の
支

障

も
な

い
。

か
く

し

て
本
古

墳

は
、

そ

の
外
形

よ

ぅ
見

て
も
、

内

部

構

造

愛
び
副

葬

品

よ
ぅ
考

へ
て
も
、
　
こ
れ
を
古
墳

時

代
前

期

に
あ
ぅ

と
す

る

こ
と

が
出

本

る
。

帥

ち

比
較
年

代

よ
う

見

了
「

應

神

・
仁

徳

雨

天
皇

御
陵

等

の
示

す
年

代

よ

ぅ

も
ょ
ぅ

遡

う

得

る
も

の

で
め

る

こ
と

を
示

し

て
Ｄ

る
の

で
あ

る
。

而

し

て
磐

田

原
古

墳

群

に
於

い
て
は
、

銚

子
塚

と

共

に
相

封
年

代

の
最

も
遡

う

得

る
も

の

で
あ

ぅ
、

堂
山

・
庚
申

塚
雨
古
墳

等

よ
う

も
先

行
す

る
も

の

で
あ

る

こ
と

は

柳
白

で
あ

る
。

而

し

て
そ
の
位
置

よ
ぅ

い
ム
も
、

逮

江

園

の
中
福

に
位
す

る
も

の

で
め
う
、

そ

の
規

模

の
大
．な

る
紬

よ
チ

い
ふ
も
、

古

代
遠

江

の

一
申

心
を
な

す

も

の

で
あ

る
は
言

ム
迄

も
な

い
。

古

史

に
示
す

と

こ
ろ

で
は
、

わ

が
遠

江

國

に
は
遠

淡

海

國

・
素

賀

図

・
久

努

國

の
め

つ
比

の

で
あ

る
。

卸

ち

『
古

事
記
』

上

に
天
菩

比
命

之

子
建

比
良
鳥

命

が
、

出

雲

國
造

・
無

邪

志
國
造

・
上
蒐

上

國
造

・
下
見

上

國
造

・
伊

自
牟

國
造

・
島

津

縣
直

・
遠

江

國
造
等

の
祀

で
あ

る
と

し
、
『
奮

事
記
』

一
〇

に

「
素

賀

國
造

橿
原

朝

世

始
定

天

下
時
、

従
侍

本
人

名
美

志
印

命

定

賜
工國
造
Ｌ
　
と

め
う
、
　
ま

ｋ

「
遠

淡
海

國
造
、

志
賀

高

穴
穂

朝
、　
物
部

祀

伊

香
色

雄

命
、

兄
伊

岐
美

命
、

定

賜
工
國
造
Ｌ
　
と
め
う
、

ま
ｋ

「
久
努

國
造

筑
紫

香
維
朝

代
、

以

物
都

連
祀
伊

香
色
男

命

孫
印

播

足

尼
、
定

賜
〓
國
造
こ

と

も
め

る
。
素

賀

國

が
今

の
小
笠

郡
曾

我
村

附

近
を



申

心
と

し
た

も

の

で
あ

り
、

久

努

國

が
今

の
久
努
村

附

近

に
あ

る

べ
き
は
言

ム
迄

も
な

い
が
、

遠

江

國

又
は

遠

淡

海

國
は
、

今

の
濱

名

湖
附

近

に
あ

う

と
す

る
も

の
が

め
う
、

ス

『コ逮

江

國
風

土
記
博
』

に
あ

る
淡
海

則

磐

田
海

と

し
、
　
こ
の
磐

田

原
附

近

に
め

る
と
す

る
も

の
も
め

う
考
）又

『
掛
川

志
』

の
所
識

の
如
く
濱

名

・
磐

田
雨

湖

一
袢

の
地

に
め

う

と
す

る
も

の
も
め

る
の

で
め

る
。

今
、

大

き

い
乗
落

の
附

近

に
は
大
古
墳

群

が
め

う
，　
大
豪

族

の
占

地

に
大
古
墳

が
め

る
と

い
ム
前

提

の
下

に
、
　
こ
の
西
都
遠

江

地
方
、

帥
ち

古

史

に

い
ム
遠

淡
海

國
造

の
占

地
を
求

め
る
な

ら
ば
、

濱

名

郡
方
面

よ
う

も
寧

る

こ
の
磐

田

原

の
地
方

に

こ
れ

を
比
定

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
∝
）
回

よ
う
古

文
献

は
勧
簡

的

で
め
ぅ
、

古

代

史
賃

の
要

を
希

し

て

ゐ

る
か
否

か

を
直

に
決

す

る

こ
と
は
出

本
な

い
。
　
又
吾

々
の
材
料

と
す

る
古

文
献

は

上
古
時

代
編

述

の
も

の

で
は
な
く
、

敷

百
年

を

経
過

し
た
奈
良

時

代

ヌ
は

そ

れ

に
近

い
時
代

の

も

の

で
も

あ

る
。
　
又
夏

に
上
古
時

代
人

が
、
　
そ

の
墓

地
撰
定

に
言

つ
■
、

住

居
附

近

の

地

に

こ
れ
を
求

め
た

こ
と

も
め

ら

う

が
、

古

史

の
物
語

る
が
如
く
、

相
営

遠

隔

の

地
を
撰

ん
だ

こ
と

も
あ

つ
て
、

前

に
逃

べ
た
大
豪

族

の
占

地

に
大

古
墳

め

う

と

し

比
恨
定

の
可
能

性

に
も
疑

間

が
め

る
の

で
め

る
。

随

つ
て
大
古
墳

群
集

の
故

を
以
て
、

磐

田

原

を
以

て
國
沿

の
地

と
す

る

こ
と

が
容

易

に
出

本

る
も

の

で
は
な

い
こ
と

も
考

へ
ね
ば

な

ら

ぬ
。

と

は

い

へ
、
　
こ
の
磐

田

原
古
墳

の
多

く

を
以

て
遠

淡

海

國
造

の
基

な

ら

ん
と
す

る

こ
と

の
可
能

性

を
易

め

る
も

の

で
は
な

い
。

而

し

て
わ
が
松
林

山

古
墳

の
如
く
、

磐

田

原
古
墳

群

の
最

大

の
も

の

に
し

て
最

古

の
も

の

を
、

か

つ
こ
れ
を
前

期

の
も

の
と
な

し
得

る
も

の
を
以

て
、

成
務

天
皇

御

時

代

前

後

と

さ
れ

る
遠

淡
海

國

造

始

祀

天
は

こ
れ

に
次
ぐ
頃

の
國
造

の
奥
都

城

に
比

定

す

る

こ
と

も
、

必

し

も
笑

ふ

べ
き
推
論

と
斥

け

絡

る

基中
　　　　　　　　　　　　　　　部ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ハ
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結
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六
四

こ
と

は
出

本
な

い
と
思

ム
。

併

し

こ
れ
は
郷

土

史
家

の
態
度

で
あ

る
か
も
知

れ
な

い
。

吾

々
は
、

本
古
墳

が
遠

江

図

に
於

い
て
稀

に
見

る
大
前

方
後
園
墳

で
あ

う
、

そ

の
副
葬

品

に
は
古

代

文
化

研
究

の
上

に
若

大

の
貢
駄

を
な

し

得

る
も

の
の
多

か

つ
ｋ

こ
と

を
、

開

係

の
縣
営

局

及
び
村

民
諸

氏
と

攪

び
合

ム

こ
と

を
以

て
、

本
報
告

の
筆

の
納

め
と

し
把

い
と
思

ム
。

後

藤
）

霊

拙
稿

「
前
方
後
園
墳
雑
考
」
（
歴

史
公
論

四

ノ
七
）

及
後
藤

・
相
川
龍

雄

「
多
野
郡

千
井
村

白
石
裕
荷
山
古
墳
」
（
群

馬
懸
史
蹟

名
勝

天
然
絶

念
吻

調
査
穀

告
第

三
韓
）

遠
江
國

風
上
記

律
　
谷

一

「
所

以
擁

速
江
者

．
上

古
國
之
換

Ｅ
有
淡
海
、

去
皇

都

逸
送
、
散
排
送
津

阿
不
美

、
淡
海

則
磐

田
海

也
」

静

岡
縣
史
第

一
谷

の
調
査
報

告

に
よ

る
も
、
演

名
湖
附

近
共
は
三
方

原
地
方

の
古
墳

は
、

こ
の
磐

田
原

の
に
劣

っ

て
あ

る
。

3   2   1
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(む
望
り
よ
方
商
)景
全
の
墳
古
山
林
花

国
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II
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回

版

第

二

(む望りよ方北)部園後 (― )

む望を部方前 (二 )



専

乗

二
柚

鄭

触

罵

囮 色弓ヽ、こⅢイ七
II

望
市
Ｌ
弔
Ｆ
」
Ｈ
ｉｌ
聖
に
ｒ
」

ヽ

　

、、
　

ｇ団

等

郵

回



日

版

第

五

始開掘菱 L頂部同後 (― )

溝掘稜るけ於に部同後 (二 )



（南
側
矯
れ
部
に
択

い
て
）

固

版

第

六
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固

版

第
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謙爵尭

爛悦

雲

蔭

ひ覆 li粘 の h室 石 十一 )

す示を置配ri井 天室奥室石式穴竪 (二 )



固

版

第

八
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す示を置配石井天室奥室石式穴竪 (― )

一一
一
子
遠

一一〓一４一一一一一，

一一一嘉
一
一
■

一
韓
■
■
■
●
■

譲

爾

機:麓
士1鷺I
||IⅢ

,裁 i

す示を置配石井天室奥式穴竪 (二 )
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版
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固

版

第

一
二

態状土出物遺 るけ於 に室奥 (― )
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本書は、昭和 14年磐田郡御蔵村郷土教育研究会より刊

行された報告書である。

現在なお、各方面の研究者から、貴重な研究資料として、

その入手が強く要望されている。

しか卵 分とも、長い年月をへているため、思うに任せ

ない事情にあった。

ここに、著者及び関係諸機関の了承を得て、静岡県文化

財保存協会が複刻にあたり、要望に答えようとするもので

ある。

昭和 50年 7月 31日

静岡県文化財保存協会






